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串本町実施計画策定の基本方針

１．実施計画策定の目的

この実施計画は、「串本町長期総合計画」の中で「基本計画」として掲げた諸施策及び

「串本町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく諸施策を計画的・効果的に実施する

ために、事業内容や実施年度などを具体化し、計画期間における事業展開を明らかにする

ために策定するものです。

２．実施計画の位置づけ

実施計画は、町の総合計画（基本構想、基本計画、実施計画によって構成される）の中で、

次のとおり位置づけられます。

基本構想は、住民と行政が共に協力しながら、総合的に進めて

いく町づくりの指針となるべきものであり、概ね10年後の串本

町のあるべき姿を描いたものです。

基本計画は、基本構想に基づいて進めていくべき各分野

における行政施策を明らかにしたもので、計画期間（後

期計画）を令和3年度から令和7年度までの5年間として

基本構想

（目標）

基本計画

（施策）

実施計画

（事業）

実施計画は、基本計画に示した基本的方向・目標や施策展開に基づいて、計画期間に実施

する主要な事業を示す計画です。実施計画は、具体的な施策事業の計画として予算編成や事

業実施の指針としての役割をもっています。

第３次長期総合計画（次期長計）が、令和８(2026)年度～17(2035)年度［10年］となる為、

今回より計画期間の整合性を図ります。

第５次実施計画の計画期間については、令和６(2024)年度～７(2025)年度までの２年間と

し、事業量や事業費を可能な限り年次別に明示し、主要な施策の道筋を明らかにします。

今後２カ年の財政収支の予測を行い、計画事業の実現性を確保します。

串本町まち・ひと・しごと創生総合戦略を強く推し進めることにより、地域経済を豊かに

し、人口の増加につなげていく必要があります。

社会経済情勢等の変化に的確に対応し、最新の実施計画とするため、第５次実施計画（ま

ちづくり２ヵ年計画）として改訂を行います。

①

②

③

④
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３．実施計画の期間

第５次実施計画の計画期間は令和６(2024)年度から令和７(2025)年度までの2年間です。

これまで、３ヵ年で計画を策定しておりましたが、令和８(2026)年度からは長期総合

計画（前期５年）と同じ５ヵ年で策定することとします。

基本構想及び基本計画の計画期間との相関関係は下図のとおりとなります。

４．実施計画の対象とする事業

実施計画は、町の財政負担を伴う主要な事業を対象とします。ただし、財政負担を伴

わない事業の中でも、町づくりの推進姿勢を明らかにするために事業展開を示す必要が

あると考えられるものについては、計画の中へ盛り込むこととします。

第２次

第３次

前 期

後 期

第１次

第２次

第３次

第４次

第５次

第１次

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
Ｈ31
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Ｒ12Ｒ11

基本構想
（10年間）

基本計画
（5年間）

2025 20262016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

実施計画

実施計画
（5年間）
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施策体系別計画

この章の見方

・「第２次串本町長期総合計画」の「基本計画」に示された施策順に事業を掲載しています。

・事業年度を次のように表しています。

0％・・・・・ 目標達成に向けた検討を行うことができなかった。

25％ ・・・・ 目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。

50％ ・・・・ 目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。

75％ ・・・・ 目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件

により一部については達成できなかった。

100％・・・・ 目標通り達成できた。

※〇印のついている年度は事業を実施する年度です。また［ » ］は実施計画期間以前

から実施している事業、あるいは実施計画終了後も継続することを表しています。

・担当課名は令和６年度の名称で表示しています。

・各事業の事業費については、計画策定段階における概算額であり、実際の各年度の予算額

及び決算額とは必ずしも一致しません。

・実施計画の象徴的な成果目標が、総合戦略の数値目標・ＫＰＩとなっており、実施計画の

改訂作業を進めると同時に、総合戦略の評価・検証も同時に行える作り込みとなっています。

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」との関連性については、中段の総合戦略「数値目標」

及び「ＫＰＩ」欄に記載しています。

・「達成度」については、成果目標の実績値のみで判断するのではなく、事業全体の達成度と

して以下の判断基準にて評価記載しています。

» 6 7 »事業年度
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基本目標Ⅰ

安全・安心のまち

1 災害に強いまちづくりの推進

2 生活の安心安全体制の充実

3 住宅環境の整備

4 地域交通網の充実

5 水道施設の整備

6 ICT基盤の整備促進

基本目標Ⅰ
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　各地区からの要望について建設課等関係課と協議を行い、実施箇所を選定して避難路整備を行う。
また、町で整備した避難誘導灯について、経年劣化等の理由から、計画的に蓄電池の交換を行う。
避難路104本。避難場所4カ所、誘導灯46基（更新含む）、避難手すり12、避難標識3、その他（バリカ、擁壁など）14。付帯設備含め183件。
（R6.3末時点）

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ハード面の充実

事　業　名 避難路整備事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　大規模な地震津波災害が発生した場合に、住民を安全に避難させるために必要な避難路（避難誘導灯を含む）の整備を行う。

成果目標

　R7年度までに避難路整備数を195件とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,862 1,786 1,199 2,200

国・県 支出金 122 693

一般財源 1,740 1,093 1,199 2,200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 避難路整備数　180件 避難路整備数　　185件 避難路整備数　190件 避難路整備数　195件

実績 避難路整備数  179件 避難路整備数     183件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　地区からの要望を基に、4件整備を行った。

R5
（2023）

  地区からの要望を基に、4件(避難誘導灯4基)整備を行った。

今後の
取組み方針等

　今後も地区からの要望を基に、関係課と協議を行いながら、実施箇所を選定し、整備を行う。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　防災重点ため池に位置づけられているため池について、廃止に向けた整備を実施する。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ハード面の充実

事　業　名 農村地域防災減災事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　農業用ため池について長期の経年の供用により老朽化が進行しているものがある。近く発生が予測される南海・東南海地震や近年の異
常気象によるため池の決壊により下流域へ甚大な被害をおよぼす懸念があるため、危険度の高いため池を改修し地域の安全性の向上と
農業の活性化を図る。

成果目標

【ため池の廃止】　　　　　　　　　【ため池改修】
　大船池　　　　 R2完了　　　　　R6着手防災重点ため池9池調査
　ひょうたん池　R6完了     　　 R12完了予定

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 8,000 5,394 13,736 ―

国・県 支出金 8,000 5,394 13,736 ―

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 ため池廃止測量設計　１件 ため池廃止工事　１件
ため池廃止工事完了

ため池改修計画策定　１件

実績 測量設計完了 一部工事繰り越し

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

  ひょうたん池廃止事業における測量・設計業務完了。

R5
（2023）

　現場内から流出した濁水処理に時間を要し、一部工事が繰り越しとなった。

今後の
取組み方針等

　決壊により下流域へ甚大な被害をおよぼす懸念があるため池については、農村地域の防災力向上を図るため、地元区と協議し、改修ま
たは廃止事業を推進していく。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

【
済

】

事業の
概　要

　R4年度基本設計。R5年度実施設計。R6年度・7年度建築工事。
　R8年度4月に（仮称）串本町立くしもと小学校の開校を目指し、新しい時代の学びの施設環境を検討し学校づくりを進めていく。

　敷地面積約26,793㎡。
　延床面積4,873㎡（校舎、屋内運動場、学童保育施設等を含む）

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ハード面の充実

事　業　名 （仮称）串本町立くしもと小学校新設事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　現在の串本小学校と橋杭小学校は施設の老朽化や近い将来発生が予測される南海トラフ地震の津波被害が想定されることから、高台
への移転が必要となっている。よって、（仮称）串本町立くしもと小学校を西の丘高台に建築する。なお、くしもと小学校は小規模となる地域
の実情を踏まえ、教育課題の解決方法と施設の在り方を考え、未来思考で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体が学びの場となる施
設の建築を検討する。

成果目標

　学校は災害時には避難場所となることから、サンゴ台、橋杭、串本、その他の地域住民の方々が屋内運動場を一時避難所として利用で
きるよう計画を進めていきます。また、GIGAスクール構想の実施に伴い、新たな学びに適した学校施設等、学校全体が学びの場となるよう
計画を進めてきました。今後は、学校建設と並行し、校歌校章の選定や交通体系、通学路の検討を行います。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 19,999 439,074 997,176 2,684,262

国・県 支出金 15,000

一般財源 19,999 12,974 4,376 62

2,684,200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 426,100 977,800

R7（2025）

目標 基本計画、基本設計の策定 実施設計 建築 建築

実績
概ね計画通りに進めることが
できた。

概ね計画通りに進めること
ができた。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

1 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　基本設計実施設計をプロポーザル方式にて設計者を選定し、文科省の「新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業」を活用し、学校
建築の専門家、防災の専門家、学校関係者、保護者代表等を交えた協議会を開催。統合小学校の基本計画を策定する。なお、基本設計
については一部を翌年に繰り越し、R5年8月に完了する予定。

R5
（2023）

　基本設計書に基づき、建設の詳細な仕様を決定する実施設計を完了する。また、統合準備委員会で協議を行い校名を「くしもと小学校」
に決定した。

今後の
取組み方針等

　R6年度より設計工事を進めます。また、校歌校章の選定や新しい時代の環境設備に相応しい備品等の購入に向け協議を行います。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　一筆ごとの地番・地目・土地所有者を調査し、筆界の位置と地積（面積を）測量する。現地調査を行うことにより土地の現況・筆界が明確と
なる。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ハード面の充実

事　業　名 地籍調査事業

所　　　管 建設課

事業の内容

目　的

　来るべき南海トラフ巨大地震に備え、同地震による津波浸水想定区域の地籍調査を重点的に行うことにより、災害後の復旧を円滑にし、
個人の土地財産を保全する。

成果目標

　津波浸水想定区域3地区／1年
　1年間での調査面積　0.8ｋ㎡

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 72,219 88,471 108,715 72,000

国・県 支出金 36,213 44,733 44,682 53,302

一般財源 36,006 43,738 64,033 18,698

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
津波浸水想定区域 3地区

（調査面積　0.8㎢）
津波浸水想定区域 3地区

（調査面積　0.84㎢）
津波浸水想定区域３地区

（調査面積　1.0㎢）
津波浸水想定区域３地区

（調査面積　0.8㎢）

実績
津波浸水想定区域内 3地区

（調査面積 0.53㎢）
津波浸水想定区域 3地区

（調査面積 0.84㎢）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　津波浸水想定区域内の3地区を現地調査した。

R5
（2023）

　津波浸水想定区域内の3地区を現地調査した。

今後の
取組み方針等

　第6次国土調査事業10箇年計画及び津波浸水想定区域内における地籍調査事業5箇年計画に基づき、年間3箇所の地区を調査する。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内道路に面したブロック塀及び土地所有者を対象として、ブロック塀等撤去費の9割、撤去後に生垣等を整備する場合は整備費の5割
を補助する。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ソフト面の充実

事　業　名 ブロック塀等撤去改善補助事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　大規模な地震津波災害が発生した場合に、ブロック塀等が倒壊して道路を塞ぐことを防ぎ、住民が安全に避難できる避難経路を確保す
る。

成果目標

　年間20件実施　R7年度までに343件とする。
　H31年度までの累計　148件（予定）
　R4年度までの累計　294件

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6,730 8,000 13,000 8,000

国・県 支出金 3,364 4,000 6,500 2,666

一般財源 3,366 4,000 6,500 5,334

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 20件 20件 20件 20件

実績 27件 31件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　ブロック塀等撤去（生垣づくり含む）27件実施

R5
（2023）

　ブロック塀等撤去（生垣づくり含む）31件実施

今後の
取組み方針等

　住民に対し、町広報誌にてブロック塀等撤去改善補助事業に関する周知を行う事で、撤去に対する意識向上を図り、危険ブロックの解消
及び避難経路の確保に努める。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　各地区や町内小中学校、官公署等連絡協議会等と協力しながら、地域の実情に即したより実践的な訓練を実施する。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ソフト面の充実

事　業　名 大規模防災訓練の実施

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　南海トラフ巨大地震や大津波による広域かつ甚大な被害が予想されることから、住民や関係機関等による合同訓練を実施することにより
大規模災害に備える。

成果目標

　年間2回実施する。

総
合
戦
略

数値
目標

大規模防災訓練の実施 大規模防災訓練 年 2回実施（5年間累計 10回）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 2回 2回 2回 2回

実績 2回 2回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R5年2月4日　町内一斉津波避難訓練　実施
　R5年2月4日　串本・古座川官公署連絡協議会津波災害対応訓練　実施

R5
（2023）

　R5年11月5日　町内一斉津波避難訓練　実施
　R5年11月5日　串本・古座川官公署連絡協議会津波災害対応訓練　実施

今後の
取組み方針等

　新型コロナウイルス感染症の動向に注視しながら、住民及び関係機関との協力体制を執りながら感染症対策を講じた形での訓練を執り
行う。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　担当職員が、各地区・自主防災組織・学校・事業所・公民館・老人会・地域活動団体等を訪問して学習会を開催、啓発活動を行う。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ソフト面の充実

事　業　名 防災出前講座事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　防災は日頃からの心構えと備えが重要であることから、学習会等の啓発活動により防災に対する住民の意識を高め維持してもらうことを
目的とする。

成果目標

　年間20回以上開催

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 20回 20回 20回 20回

実績 4回 9回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　実施回数４回（新型コロナウイルス感染症の影響による）

R5
（2023）

　実施回数9回

今後の
取組み方針等

  感染症対策を講じた上で住民の防災意識を高めるため、防災出前講座による啓発活動を行う。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　各地区の自主防災組織活動（備蓄食料・資機材の購入、避難路・備蓄倉庫整備）に関し、補助金等による支援を行い、町内全域での防災
意識の向上を図る。また、自主防災組織を設立していない地区に対して設立に向けた支援活動を行う。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ソフト面の充実

事　業　名 自主防災組織活動支援事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　災害発生直後は公的機関による被害者支援等に限界があり、地域住民一人ひとりが「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助の
取組が大変重要であることから、各地区で自主防災組織を結成することにより地震や風水害など災害時に地域住民が相互に助け合い、被
害の防止及び軽減を図ることを目的とする。

成果目標

　R6年3月31日現在、町内全41地区のうち40地区で設立。今後、設立していない地区に対して設立に向けた支援活動を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,201 4,005 5,000 5,000

国・県 支出金 891 1,205 2,500 2,500

一般財源 3,310 2,800 2,500 2,500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
組織率　100%

※町内全41地区で設立
組織率　100%

※町内全41地区で設立
組織率　100%

※町内全41地区で設立
組織率　100%

※町内全41地区で設立

実績
組織率　99.19%

※町内全41地区のうち
 40 地区で設立

組織率　99.19%
※町内全41地区のうち

 40 地区で設立

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　自主防災組織を設立していない地区に対し、組織設立に向けて啓発活動を行い、2つの地区で組織が設立した。

R5
（2023）

　自主防災組織を設立していない地区については、残り１地区のまま変わりはない。

今後の
取組み方針等

　組織率「100%」を達成するために、引き続き、組織を設立してない地区に対し、啓発活動を行う。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　要配慮者（65歳以上のみの独居世帯、要介護4以上の介護認定者の属する世帯等）を対象に、タンスや冷蔵庫など1世帯あたり5組以内
の家具固定を無料で実施する。（取付については委託業務）

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 防災対策ソフト面の充実

事　業　名 家具転倒防止器具取付事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　南海トラフ地震の震源域から近く激しい揺れが起こることが予想されていることから、家庭でできる最も身近な減災対策である家具固定に
ついて、自身による作業が困難である高齢者等の要配慮者を対象として実施、住民の安全を図る。

成果目標

　年間36世帯（3世帯／月）の取付を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 41 46 206 206

国・県 支出金 20 22 103 103

一般財源 21 24 103 103

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 36世帯 36世帯 36世帯 36世帯

実績 5世帯 9世帯

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　広報による啓発活動等を実施したが、実績件数が目標数より下回った。

R5
（2023）

　広報による啓発活動等を実施したが、実績件数が目標数より下回った。

今後の
取組み方針等

　引き続き、広報による啓発活動を実施し、また申請件数が増加するよう啓発方法を検討していく。

15



基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　H12年5月31日以前に建築された町内にある住宅を対象として、耐震診断を実施する。
木造住宅は全額補助。非木造住宅について、S56年5月31日以前に建築された建物が対象で、2/3補助（上限89千円）、1/3は自己負担とす
る。

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 耐震診断及び耐震改修の強化

事　業　名 一般住宅耐震診断補助事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　南海トラフ地震の震源域から近く激しい揺れが起こることが予想されており、S56年5月以前に建築された木造住宅の被害が大きいという
阪神淡路大震災の調査結果から、地震から住民の命を守り家族や近隣住民が迅速に避難できるよう木造住宅の地震に対する安全性の
向上を図り、地震に強い町づくりを進める。

成果目標

　年間20戸以上を目標とする。（48,000円／戸）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,152 960 1,680 960

国・県 支出金 864 720 1,260 720

一般財源 288 240 420 240

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 20戸 20戸 20戸 20戸

実績 24戸 7戸

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　木造住宅耐震診断24戸。和歌山県がチラシで呼びかけたことで増加。

R5
（2023）

　木造住宅耐震診断7戸。

今後の
取組み方針等

　目標達成に向けて木造住宅耐震診断を広報誌及び同梱チラシにて周知し、地震に対する住宅の安全性及び迅速な避難手段の確保のた
め耐震診断申請を促進する。
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基本目標Ⅰ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　H12年5月31日以前に建築された町内にある住宅（木造家屋）を対象として、耐震診断により耐震性がないと診断された住宅の耐震補強
設計及び耐震改修工事費を補助する。
（※非木造住宅については、S56年5月31日以前に建築された住宅が対象となる。）

安全・安心のまち

災害に強いまちづくりの推進

事業年度 耐震診断及び耐震改修の強化

事　業　名 一般住宅耐震改修補助事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　南海トラフ地震の震源域から近く激しい揺れが起こることが予想されており、S56年5月以前に建築された木造住宅の被害が大きいという
阪神淡路大震災の調査結果から、地震から住民の命を守り家族や近隣住民が迅速に避難できるよう木造住宅の地震に対する安全性の
向上を図り、地震に強い町づくりを進める。

成果目標

　耐震改修　3戸以上／年
　（1,166,000円／戸）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,124 5,830 5,830 5,830

国・県 支出金 791 4,165 4,165 4,165

一般財源 333 1,665 1,665 1,665

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 3戸 3戸 3戸 3戸

実績 1戸 0戸

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　耐震補強設計と耐震改修の総合的実施　１戸

R5
（2023）

※耐震補強設計と耐震改修の総合的実施　2戸交付決定したが、いずれも実施取り下げにより実施件数0件

今後の
取組み方針等

　耐震診断により住宅の地震に対する耐震性を把握した上で、避難及び家屋倒壊防止等の安全性向上のため町広報誌、チラシ等への補
助メニューの掲載での周知活動、耐震診断により倒壊の可能性が高い住宅所有者で耐震未改修である場合、DM等により耐震改修を促
す。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

   予算を有効に活用し、消防署配備消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付軽積載車は15年を目処に、消防団配備消防ポンプ自動車、小
型動力ポンプ付軽積載車にあっては、20年を目処に更新配備し消防力の維持を図る。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防施設・設備の充実

事　業　名 消防施設整備事業

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

   串本町消防本部、串本町消防団の資機材については、第1次長期総合計画で老朽化した資機材の更新を実施してきたところであるが、
第2次長期総合計画においても引き続きポンプ車、小型動力ポンプ付軽積載車を更新し、地域の消防力の強化を図る。

成果目標

　R4年度　消防本部指揮車1台　小型動力ポンプ付軽積載車4台
　R5年度　小型動力ポンプ付軽積載車1台
　R6年度　小型動力ポンプ付軽積載車1台
　R7年度　消防ポンプ自動車2台　消防本部積載車1台　消防本部広報車1台

総
合
戦
略

数値
目標

消防施設整備事業

消防力の充実強化を図る。（5年間累計 1６台更新）
消防本部車両（救急車10年、消防自動車15年）、消防団車両は、20年を目処に随
時車両更新。
＜消防本部車両 17台　消防団 33台 所有／R2（2020）年度＞KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 36,434 6,500 7,550 63,050

国・県 支出金

一般財源 10,930 1,950 2,265 18,915

44,135

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 25,504 4,550 5,285

R7（2025）

目標
消防本部指揮車　1台

小型動力ポンプ付軽積載車　4台
小型動力ポンプ付軽積載車　1 台 小型動力ポンプ付軽積載車　１台

消防ポンプ自動車　２台
消防本部積載車　１台
消防本部広報車　１台

実績
消防本部指揮車　　1台

小型動力ポンプ付軽積載車　4台
小型動力ポンプ付軽積載車　１台

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　小型動力ポンプ付軽積載車の配備については、R4年5月に3台、R5年3月に1台が納車。指揮車についてもR5年3月に納車され運用を開
始している。

R5
（2023）

　予定どおり実施した。

今後の
取組み方針等

　数年来の半導体不足等の影響で部品、車両調達が厳しくなっており、本体価格も高騰している。さらに資機材価格も高騰しているため関
係課と連携を取りながら進めていく。消防団車両について今後は分団統合も視野に入れつつ、必要な車両を精査しながら配備していく。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　消火栓の民家密集地への適正配備を行い、漏水等による消火栓の改修を行っていく。
　震災時に懸念される火災には、大規模地震にも耐えうる防火水槽が必需となるため、今後耐震防火水槽の整備を検討する。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防施設・設備の充実

事　業　名 消防水利整備事業

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

　 「消防力の整備指針」に則った消防水利の基準を元にし、断水時における水利状況、建物･人口密集地域等を熟考。用地確保場所の選
定を進め、震災により被害想定が大とされる地域を重点に、改修、更新をし震災に耐えうる防火水槽の整備を行うとともに、民家密集地及
び老朽化消防水利の整備を目的とする。

成果目標

　 効果、効率的な防火対策のため、全町的な適正配置・整備に努める。3年間で耐震防火水槽・消火栓を4基程度を新設、既存の消火栓に
ついては年3か所改修整備する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,400 2,327 4,500 16,500

国・県 支出金 4,155

一般財源 4,400 2,327 4,500 12,345

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
耐震防火水槽・消火栓　１基

既存消火栓改修整備　3か所
既存消火栓改修整備　3か所

耐震防火水槽・消火栓　１基
既存消火栓改修整備　3か所

耐震防火水槽・消火栓　２基
既存消火栓改修整備　3か所

実績 既存消火栓改修整備　　4か所 既存消火栓改修整備　3か所

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　車両更新等別事業計画もあり、予算削減に伴い耐震防火水槽・消火栓の新設は行わなかった。
　消火栓改修工事は実施した。

R5
（2023）

　予定どおり3カ所の改修を実施した。

今後の
取組み方針等

　R6年度に計画していた耐震防火水槽１基をR7年度整備に変更。今後新設消火栓2基、耐震防火水槽を1基予定しているが、地区住民数
及び町有地等を熟考した上で設置する。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　現庁舎は、東海・東南海・南海３連動地震や、南海トラフ巨大地震の津波浸水区域内に建設されており、さらに土砂災害警戒区域にも該
当します。また、S56年に建設され42年が経過していることから、耐震もされておらず、建物全体的に老朽化が進み、多数の改修工事が発
生しているのが現状で、様々な問題を改善しなければならない。
　災害発生時の復旧・復興の拠点となるべく耐震性に優れ、防災設備及び防災対策の体制が充実した新庁舎を建設する。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防施設・設備の充実

事　業　名 公共施設（古座消防署）高台移転

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

　建設予定地は高台とし、東海・東南海・南海３連動地震や南海トラフ巨大地震が発生しても津波災害を受けず、消防機能を維持すること
ができます。また、災害発生時に進出拠点にできる上野山防災広場が隣接しており、防災航空隊やドクターヘリをはじめとする航空部隊と
も容易に連携することができ紀南地方のヘリポート基地にも期待できます。防災拠点を一箇所に集中させ、防災機能を向上させることを目
的とします。

成果目標

　庁舎建設基本計画を基に、津波被害を受けない安全な高台への移転を行う。  R6年度着工を目標とする。
　R6年度　建築工事着工
　R8年度　新庁舎移転開庁、旧庁舎は解体または賃貸借による利活用。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 9,807 154,545 124,873 337,626

国・県 支出金

一般財源 9,807 5,545 73 26

337,600

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 149,000 124,800

R7（2025）

目標 用地測量委託（補正）
用地造成工事・地質調査
基本・実施設計委託

庁舎建設工事・外構工事
庁舎建設工事・外構工事
備品入札
設備等移転

実績

用地測量設計委託
（9月補正）
3月末完了

用地造成工事・地質調査
基本・実施設計委託
（6月補正）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　予定どおり用地測量委託を実施した。

R5
（2023）

　予定どおり用地造成工事・地質調査、基本・実施設計が完了した。

今後の
取組み方針等

　企画課、建設課等の関係各課と協議を重ねながら備品入札、搬入、無線設備移転等を行い、R8年4月の開署を目指す。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

   和歌山県での消防指令業務の現在の運用状況は、和歌山広域消防指令センター（和歌山市消防局、那賀消防組合、海南市消防本部、
紀美野町消防本部）、橋本・伊都地域消防指令センター（橋本市消防本部・伊都消防組合消防本部・高野町消防本部）、田辺西牟婁地区
消防指令センター（田辺市消防本部・白浜町消防本部）が共同運用し、その他の消防本部はそれぞれが119番を受信している。この事業
は、上記、田辺西牟婁地区消防指令センターへ、新たに串本町消防本部および日高広域消防本部が加わり、再編。令和５年度法定協議
会設立。なお、消防救急デジタル無線活動波についても指令共同事業と平行して進めることとし、R8年度の共同運用を目指している。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防施設・設備の充実

事　業　名 消防指令業務共同運用

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

   消防指令業務は、119番通報の受信、出動指令、情報伝達など、迅速かつ的確な対応が求められています。従来は、各消防本部ごとに
消防指令業務を整備し運用してきましたが、大規模火災や大規模地震、大雨豪雨災害等の複雑多様化する災害に対応するため、これま
での消防業務の枠を越えた対応が必要不可欠となることから近隣市町村と共同運用するものです。　また、指令業務の専従化や人員の効
率化による組織体制の強化、指令センターの機器・装置などを集約することによる整備(和歌山県消防救急デジタル無線活動波）や維持管
理などに係る経費の削減を目的とする。

成果目標

R４年度　   勉強会発足
R５年度　　 各市町村最終決定（５月）　法定協議会規約議決（９月）　法定協議会設立（10月）
R６年度・R７年度　指令システム整備
R８年度　　 消防指令業務運用開始

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― 291,800

国・県 支出金

一般財源 87,800

204,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 9月　勉強会発足 10月　法定協議会設立

指令システム整備
デジタル無線（活動波）機器
の整備と修理、全更新及び
指令システム、活動波負担
額予算の確保

指令システム、デジタル無
線（活動波）整備

実績
発足し勉強会を実施
12回／半年

法定協議会設立

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　日高広域消防事務組合、田辺市消防本部、白浜町消防本部、串本町消防本部の４消防本部から担当者での勉強会を実施。

R5
（2023）

　予定どおり法定協議会設立。担当者の勉強会を実施。

今後の
取組み方針等

　R6年に支払いとしていたが、令和７年での支払いとなった。R8年4月運用開始を目指す。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　和歌山県消防救急デジタル無線運営協議会では、15年間の使用を目指して機器整備や部分更新を実施していく中で、機器メーカーか
ら、通信に重要な機器（IP伝送装置）の15年間保守は難しいと思われるとの意見がだされたことから、13年での更新を模索中に、全県エリ
アでの消防指令業務共同運用案が立ち上がり、同時に更新することで緊急防災・減災事業債の適応見込みで9年～10年での全更新を協
議中であった。しかし、R4年度に全県エリアでの上記運用案が頓挫したため、同時更新は立ち消えとなった。そこで、新たに立ち上がった南
和歌山エリア（日高広域消防事務組合、田辺市消防本部、白浜町消防本部、当町の4消防本部）での指令共同運用案で活動波は同時更
新、共通波はR4年度から和歌山県主導で、共に緊急防災・減災事業債の適応となるようR8年4月の全更新予定。
　なお、活動波についてはシステム上、指令共同事業と同一事業として継続することとなったため、本事業費概算には含めず、共通波のみ
の計上とする。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防施設・整備の充実

事　業　名 和歌山県消防救急デジタル無線更新

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

　消防救急デジタル無線については、活動波（各消防本部が使用することを目的）と、共通波（各都道府県または全国で使用することを目
的）に分けて、全国的にアナログからデジタルに変更され、和歌山県消防救急デジタル無線運営協議会（和歌山県総務部危機管理局危機
管理・消防課）を設置して、構築費用37億円をかけてH28年から運用が開始されています。活動波と共通波の機器整備や部分更新を実施
しながら、15年で全更新を予定して運用中です。

成果目標

　和歌山県消防救急デジタル無線（共通波、活動波）全更新実施。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― 3,575 31,529 224,978

国・県 支出金

一般財源 75 29 78

224,900

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 3,500 31,500

R7（2025）

目標
機器の整備と修理、全更
新及び必要予算の確保

機器の整備と修理、全更
新及び必要予算の確保

共通波実施設計

デジタル無線（共通波）機
器の整備と修理、全更新
及び共通波負担額予算の
確保

デジタル無線（共通波）機
器の整備と修理、全更新

実績
R5年度共通波実施設計

予算確保

機器の整備と修理、全更
新及び必要予算の確保

共通波実施設計

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R5年度予算で共通波実施設計予算確保。事業開始。

R5
（2023）

　予定どおり実施。

今後の
取組み方針等

　共通波はR5年度設計事業終了。整備予算を確保しR8年4月事業開始を目指す。
　活動波については指令共同運用開始と共に更新。R8年4月の事業開始を目指す。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　 企業や消防団員を通じて、女性消防団員を募集。イベント等に積極的に出向いての広報活動、リーフレットや広報媒体を活用し消防団へ
の加入促進を図る。また同時に、より効率、効果的な防災力を目指し消防団の再編等を深慮。限られた人員で最大限の効果を発揮できる
よう事業を行う。

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 消防組織体制の充実

事　業　名 消防団活性化事業

所　　　管 消防本部

事業の内容

目　的

   消防組織法に基づき設置されている消防団は、地域防災の要であり力である。最近の動向としては、団員は減少傾向にあり、団を上げ
て増員に向け鋭意努力しているところであるが、結果に至らないのが現状である。今後とも粘り強く団員の増員に努力するとともに、特に女
性消防団員の普及啓発に取り組み、地域の防災力の維持と充実強化を図る。

成果目標

　効果、効率的な地域防災力維持のため、消防団員の増員を図り、全町的な適正配置に努め、髙い事業効果を得る。
　女性消防団員　14名（R７年度までに）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5,048 5,048 5,048 5,048

国・県 支出金

一般財源 5,048 5,048 5,048 5,048

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 女性消防団員　14名 女性消防団員　14名 女性消防団員　14名 女性消防団員　14名

実績 女性消防団員　 ８名 女性消防団員　１０名

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

目標値を下付修正したが1名の減となった。

R5
（2023）

３名の新規入団者があったが、１名の退団者があり２名の増員にとどまった。
さらなる増員を目標に分団長を中心に各地区での声かけを行っている。また、今年度から串本町新採職員に消防団業務説明会をおこなっ
た。加入促進につなげるため、継続して取り組んでいきたい。

今後の
取組み方針等

　R3年12月に消防団条例一部改正に伴い、消防団員の定数が420名から370名に変更となった。女性消防団員の目標を、従来の16名から
14名に変更。現在数名の候補者に各分団から声かけをしている。引き続き女性消防団員の確保を目指していく。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　交通安全運動啓発
　四季の交通安全啓発運動
　毎月1日、15日の交通安全街頭指導
　高齢者運転免許返納の取組（自主返納した者の申請によりコミュニティバス回数券4,400円分を交付）
　チャイルドシートの購入補助金（購入金額の1／2、上限1万円）

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 交通安全対策の推進

事　業　名 交通安全運動啓発事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　交通安全及び交通事故防止の観点から、町民の交通安全に対する意識向上を図る。

成果目標

　交通事故の件数について、対前年数値の減少を目標にして事業を展開していくとともに、警察・県と連携を密にしながら、啓発活動を行
う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 732 1,014 1,014 1,014

国・県 支出金

一般財源 732 1,014 1,014 1,014

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

　交通事故の件数について、対
前年数値の減少を目標にして事
業を展開していくとともに、警察・
県と連携を密にしながら、啓発活
動を行う。

　交通事故の件数について、対
前年数値の減少を目標にして事
業を展開していくとともに、警察・
県と連携を密にしながら、啓発活
動を行う。

　交通事故の件数について、対
前年数値の減少を目標にして事
業を展開していくとともに、警察・
県と連携を密にしながら、啓発活
動を行う。

　交通事故の件数について、対
前年数値の減少を目標にして事
業を展開していくとともに、警察・
県と連携を密にしながら、啓発活
動を行う。

実績

新宮警察署管内事故発生件数
※R4.4.1より新宮警察署と統合。
                事故件数 ：70件
　　　　　　　　死者数　　： 3人
　　　　　　　　傷者数　  ：81人

新宮警察署管内事故発生件数
（R5）
                事故件数 ：62件
　　　　　　　　死者数　　： 2人
　　　　　　　　傷者数　  ：77人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

・啓発運動や補助事業などを実施し、交通安全及び交通事故防止を図る取り組みを行った。
　チャイルドシート購入補助金実績：29件、運転免許自主返納事業実績：20件

R5
（2023）

・啓発運動や補助事業などを実施し、交通安全及び交通事故防止を図る取り組みを行った。
　チャイルドシート購入補助金実績：22件、運転免許自主返納事業実績：26件

今後の
取組み方針等

　引き続き関係機関と連携しながら、交通安全及び交通事故防止に努めていく。
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基本目標Ⅰ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　区画線、防護柵、道路反射鏡の交通安全の整備

安全・安心のまち

生活の安心安全体制の充実

事業年度 交通安全対策の推進

事　業　名 交通安全対策整備事業

所　　　管 建設課

事業の内容

目　的

　視認性の悪い道路箇所への道路反射鏡の設置や、老朽化した道路反射鏡の修繕を実施し、通行の安全を図る。
　また、転落・落下の危険性がある箇所については、防護柵を設置し、通行者の安全を図るとともに、区画線の準備を行う。

成果目標

　交通安全施設整備の促進
　当該事業一定額予算確保により交通安全施設整備の進捗を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,200 4,652 3,200 3,200

国・県 支出金

一般財源 4,200 4,652 3,200 3,200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

交通安全施設整備の促進 交通安全施設整備の促進 交通安全施設整備の促進 交通安全施設整備の促進

実績

限られた予算内で整備を行
い、進捗を図った。

限られた予算内で整備を行
い、進捗を図った。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　道路反射鏡20箇所、区画線5地区の施工を行った。

R5
（2023）

　道路反射鏡15箇所、区画線4地区の施工を行った。

今後の
取組み方針等

　随時各地区から要望のある交通安全施設の早期施工を図る。
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基本目標Ⅰ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　小規模団地の点在、老朽化、居住水準の低下及び高齢化等対応への機能不足がみられる状態にあるため、公営住宅等長寿命化計画
に基づき、建替・耐震化・改善・廃止を進める。

安全・安心のまち

住宅環境の整備

事業年度 公営住宅整備の促進

事　業　名 公営住宅の建替事業及び長寿命化事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　公営住宅等長寿命化計画に基づき、効率的な維持管理を継続し、長寿命化及びライフサイクルコストの縮減を図る。

成果目標

　公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的な事業実施を行う。
　　改善   ：（R1）公営住宅等長寿命化計画を更新
    　         （R2）上田ノ岡団地2棟浄化槽取替
　　　　　     (R3)S53和深改良住宅長寿命化修繕（外壁屋上塗装）    　(R5)上田ノ岡団地外壁屋上塗装改善事業
  　　　　　　 (R4)植松団地長寿命化修繕（外壁屋上塗装)                 (R6)リバーハイツ古座AB外壁塗装等改善事業
　　　　　　　 (R4)S56前地公営住宅外壁改修工事                           (R7)リバーハイツ古座C外壁塗装等改善事業
  　廃止   ：（R2）津荷団地1棟取壊し                                      　 　(R5)尾の裏団地2戸取壊し
    　         （R2）須江分散（大島水谷）団地1棟取壊し

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 63,768 60,896 50,000 33,330

国・県 支出金 12,009 26,978 13,770 16,665

一般財源 31,759 33,918 36,230 16,665

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 20,000

R7（2025）

目標

・植松団地長寿命化修繕
　（外壁屋上塗装）
・S56前地公営住宅外壁
　改修工事

・上田ノ岡団地長寿命化（外壁屋
　上塗装）
・尾の浦団地2戸取壊し

・リバーハイツ古座AB棟長寿
　命化（外壁塗装等） 18戸

・リバーハイツ古座C棟長寿
　命化（外壁塗装等） 12戸

実績

・植松団地長寿命化修繕
　（外壁屋上塗装）
・S56前地公営住宅外壁
　改修工事

・上田ノ岡団地長寿命化（外壁屋
　上塗装） (56,965千円)
・尾の浦団地2戸取壊し（3,931千
円町単）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

・植松団地長寿命化工事　契約R4,8,31 完成R5,3,9
・S56前地公営住宅外壁改修工事  契約R4,10,11  完成R5,3,10

R5
（2023）

・上田ノ岡団地長寿命化（外壁屋上塗装）　　契約R5.6.26　　完成R5.12.28
・尾の浦団地2戸取壊し　　契約R5.9.11　　完成R6.2.7

今後の
取組み方針等

・建替の予定がないため、改善事業を行い良好な状態を維持していく。
・耐用年数が過ぎているものは用途廃止を検討していく。
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基本目標Ⅰ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　空き家現況調査に基づき管理空き家について所有者等に空き家バンクへの登録を紹介し、移住希望者等に空き家バンク物件の紹介を
行い活用を推進する。

安全・安心のまち

住宅環境の整備

事業年度 空き家等対策の推進

事　業　名 空き家利活用の推進事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　空き家の発生抑制の為、所有者等に適切な管理を促すとともに、意識啓発及び地域住民の情報提供等の周知啓発に努める。また、地域
資源としてとらえU・Iターン希望者等への定住促進対策、体験型観光等の観光者への宿泊施設等、地域活性化へつながるような取組の推
進に努める。

成果目標

　空き家の利活用　　空き家バンクへの登録　10件／年間

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
空き家利活用

空き家バンク登録
10件

空き家利活用
空き家バンク登録

10件

空き家利活用
空き家バンク登録

10件

空き家利活用
空き家バンク登録

10件

実績

空き家利活用
空き家バンク登録

   10件
内、マッチング実績　４件

空き家利活用
空き家バンク登録

   14件
内、マッチチング実績　3件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標件数を達成済。

R5
（2023）

　目標件数を達成済。

今後の
取組み方針等

　昨年度同様、今年度についても新規登録物件の開拓を行う。
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基本目標Ⅰ

3

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　不良空き家の除却に対して、補助金交付申請の基準値を満たし、危険度判定値が高いものから順に15名に補助率2/3かつ上限額50万
円を補助。

安全・安心のまち

住宅環境の整備

事業年度 空き家等対策の推進

事　業　名 空家等対策事業

所　　　管 建設課

事業の内容

目　的

　不良空き家等に関する対策として、除却に対する費用の一部を補助することにより、町民の生活環境の保全を図ることを目的とする。

成果目標

　年間15戸

総
合
戦
略

数値
目標

空家等対策事業 不良空家等除却補助金交付 15戸／年（5年間累計 75戸）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6,903 6,000 7,500 7,500

国・県 支出金 3,451 3,000 3,750 3,750

一般財源 3,452 3,000 3,750 3,750

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 年間　15戸 年間　15戸 年間　15戸 年間　15戸

実績 年間　14戸 年間　12戸

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　公募数としては17件あったが、内補助金交付の申請基準に満たないものが3件のため、R4年度募集が14戸に留まった。

R5
（2023）

　公募数としては20件あったが、内補助金交付の申請基準に満たないものが8件のため、R5年度募集が12戸に留まった。

今後の
取組み方針等

　継続して取り組んでいく。
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基本目標Ⅰ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　運行は民間事業所に委託し、全４路線（佐部・上田原線、大島線、潮岬・出雲線、和深線）とも、串本町役場を起点として、くしもと町立病院、
ＪＲ串本駅を経由し、各終点へ向かう路線となっている。
　乗車1回の料金は高校生以上が200円、町内在住の中学生以下は無料、７５歳以上の方、障害者手帳等（身体障害者手帳、精神障害者保
健福祉手帳、療育手帳）を所持している方、介護保険の要介護者等（要介護、要支援、事業対象者の認定を受けた方）及びその介護者は100
円。ＪＲ串本駅 ～ 串本町役場間も100円。フリー乗降区間も14ヵ所設けている。

安全・安心のまち

地域交通網の充実

事業年度 交通手段の維持と利便性向上

事　業　名 コミュニティバス運行事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

 串本町コミュニティバスを運行することにより、串本町民等の交通手段の確保と住民福祉の向上に資すること。

成果目標

　住民の意見を伺いながら安全で使い勝手のよいコミュニティバス運行に取り組む。
　人口減少が進む中でも、路線の運行維持とともに利便性向上や利用促進を図ることにより、利用者数の維持を目指し、年間の利用者数は
R4の利用実績（約10.6万人）と同程度の10万人を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 55,648 55,842 69,507 69,507

国・県 支出金 3,346 2,746 2,746 2,746

一般財源 24,830 21,642 35,307 35,307

31,454

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 27,472 31,454 31,454

R7（2025）

目標 利用者数　9万人 利用者数　10万人 利用者数　　10万人 利用者数　　10万人

実績 利用者数 約10.6万人 利用者数 約9.9万人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が落ち着いてきたことにより、年間を通して町民や観光客の利用者数が増加した。
　また、コミュニティバスの料金を無料化したR５年１～３月の期間においても利用者数が大幅に増加し、目標の利用者数を上回った。

R5
（2023）

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことにより、利用者数は回復傾向にあるが、目標の１０万人を上回ることができなかっ
た。

今後の
取組み方針等

　コミュニティバスは自動車を運転できない高齢者等が、日常生活に必要な買い物や、病院へ行くためのインフラであるため、利用者数が減
少しても運行を維持することが必要である。R2の国勢調査の人口では、H27年（コミュニティバスが運行を開始した年）からの5年間で約1,600
人の人口が減少しているため、利用者数の減少は避けられないが、利便性の向上や利用促進をすすめていく。

29



基本目標Ⅰ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　紀勢本線に関連する地域が会員となる「紀勢本線活性化促進協議会」に協力し、紀勢本線の活性化に向けた取組を行う。
1.住民の鉄道利用について、広報紙等を活用してその啓発に努める。
2.主催するイベントなどへの来場案内の際は、JRなどの公共交通機関を積極的に利用するよう呼びかける。
3.職員の出張等に伴う利用交通手段として可能な限りＪＲを活用する。
※紀勢本線活性化促進協議会負担金（5千円）
※紀勢本線活性化促進協議会　新宮白浜区間部会負担金（150千円）

　輸送密度2,000人/日未満に該当する紀勢本線新宮白浜区間の沿線市町村、県、ＪＲ西日本が会員となる「紀勢本線活性化促進協議会新
宮白浜区間部会」に協力し、路線の維持や地域の活性化のため、移動特性やニーズを把握した取組を行う。

安全・安心のまち

地域交通網の充実

事業年度 交通手段の維持と利便性向上

事　業　名 ＪＲ利用促進啓発事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　地域の公共交通におけるJR西日本の役割は重要なものであり、利用促進へつながる取組を進め産業や観光などによる地域の活性化を目
的とする。

成果目標

　JRの利用促進の啓発に努め、運行本数や快適性向上などの要望を行うとともに、今後予定されるロケット発射時のマイカーの渋滞緩和対
策として、JRの積極的な利用を促進する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5 9 200 200

国・県 支出金

一般財源 5 9 200 200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　利用促進については、JR利用を呼びかける職員向け庁内Web掲示板へ掲載、「JR西日本ネット予約e5489」会員登録職員向け説明会の開
催、広報くしもと10月号にて「サイクルトレイン」の便利なサービスを紹介。要望活動では、毎年10～12月にJRに対し、バリアフリー化等の快適
性向上を要望。また、ロケット発射は、新型コロナウイルス感染症やロシア侵攻などの影響で、部品調達ができないためR5年に延期された
が、ロケット「カイロス」初号機を応援し打上げを盛り上げるため、和歌山県・串本町・那智勝浦町・JR西日本和歌山支社が連携し、特急くろし
おへロケットロゴマークをラッピングした「ロケットカイロス号」の運行がR5年3月31日より開催された。

R5
（2023）

　利用促進として、町広報へ「紀勢本線利用の呼びかけ」、JRへの要望活動として、例年通りバリアフリー化等の快適性向上を要望。また、ロ
ケット発射に向けた取組みとして、R5年3月31日より特急くろしお「ロケットカイロス号」の運行や、R6.3月ロケット打ち上げに伴い、JR西日本和
歌山支社に臨時電車の運行を要請し、3/9（土）の紀伊田原駅降車人員は約900人、仕切り直しとなった3/13（水）の降車人数は約400人と利
用客増加につながった。また、R4年度より立ち上げした新宮白浜区間部会による会合も6回重ね、令和6年度より新たな利用促進策となる補
助事業を計画するなど、紀勢本線活性化に向けた取り組みを行った。

今後の
取組み方針等

　引き続きJR利用促進の啓発や「紀勢本線活性化促進協議会新宮白浜区間部会」での路線の維持や活性化への取組を行い、あわせてロ
ケット発射時の交通渋滞緩和の対策に取り組みたい。
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基本目標Ⅰ

4

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に点検、修繕設計、修繕工事を実施する。

安全・安心のまち

地域交通網の充実

事業年度 道路網の整備促進

事　業　名 長寿命化修繕事業（橋梁道路構造物）

所　　　管 建設課

事業の内容

目　的

　損傷が大きくなってから対策を行う「事後保全的な維持管理」ではなく、定期的な点検により橋梁の状態を把握し、損傷が大きくなる前に
予防的な補修を行う「予防保全的な維持管理」に転換を図り、橋梁の長寿命化と橋梁の修繕に係る費用の縮減を図る。

成果目標

　定期的な橋梁の点検。
　危険度判定Ⅲ以上の橋梁については判定後5年以内に修繕を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

長寿命化修繕事業（橋梁道路構造物） 橋梁修繕数 32件（5年間累計）※橋梁点検結果等により変動する。

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 172,230 93,914 21,759 91,200

国・県 支出金 103,926 48,103 12,926 54,070

一般財源 68,304 45,811 8,833 37,130

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証【済】 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

定期的な橋梁の点検。
危険度判定Ⅲ以上の橋梁
については判定後5年以内
に修繕を行う。

定期的な橋梁の点検。
危険度判定Ⅲ以上の橋梁
については判定後5年以内
に修繕を行う。

定期的な橋梁の点検。
危険度判定Ⅲ以上の橋梁
については判定後5年以内
に修繕を行う。

定期的な橋梁の点検。
危険度判定Ⅲ以上の橋梁
については判定後5年以内
に修繕を行う。

実績

点検　104橋
修繕工事　　 9橋

修繕工事　  2橋
修繕設計　  2橋

トンネル点検　　2本

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　橋梁点検　104橋（全190橋中）
　橋梁修繕工事　9橋（安指橋、大追平橋、根木地橋、熊谷橋、冠者口橋、宮平橋、新田橋、観音橋、二川橋）

R5
（2023）

　橋梁修繕工事　2橋（田子大橋、亀の甲橋）
　橋梁修繕設計　2橋（太鼓橋、丸ノ元橋）
　トンネル点検  　2本

今後の
取組み方針等

　（R６）
　　橋梁修繕設計　 ４橋
　（R７）
　　橋梁点検　66橋
　　橋梁修繕　 ４橋
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基本目標Ⅰ

5

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　R2～3年度
　串本低区配水池から二色地区との相互送配水を可能にすることにより、西ノ岡配水池を廃止する。あわせて給水原価の低い水を配水す
ることにより、費用削減を目指す。
　R2年度以降
　新古田浄水場からコメリ前までの送水管改修を段階的に取り組む。この改修により、地震等の災害時における串本低区配水池への送水
を可能にする。

安心・安全のまち

水道施設の整備

事業年度 水道施設の維持更新

事　業　名 管路更新整備事業

所　　　管 水道課

事業の内容

目　的

　老朽管更新や耐震適合化などを計画的に進め、安全、安心な水道水の供給を目的とする。

成果目標

　地震等の災害時の断水日数削減と復旧の迅速化。
　膜ろ過処理水から緩速ろ過処理水への転換（500㎥／日）により経費削減を見込む。
　漏水調査の強化の取組とあわせ、老朽管の更新により、有収率80％台達成を目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 249,082 68,439 68,527 68,527

国・県 支出金 62,270 21,609 21,903 21,903

一般財源 22,418 46,830 46,624 46,624

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 164,394

R7（2025）

目標
石綿管更新　12,276千円 石綿管更新　13,816千円

送水管更新　54,623千円
石綿管更新　13,904千円
送水管更新　54,623千円

石綿管更新　13,904千円
送水管更新　54,623千円

実績 石綿管更新　18,553千円 石綿管更新　23,772千円

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　該当地区において、L＝176.1ｍの石綿管更新工事を実施。現場の状況により、その時点での最適距離まで工事を行ったため、事業費（単
独）が当初予定額より増加している。

R5
（2023）

 該当地区において、L＝279.7ｍの石綿管更新工事を実施。送水管更新については高速道路建設に伴う関連工事を優先したため実施でき
ず、次年度以降の実施を予定している。

今後の
取組み方針等

　生活基盤施設耐震化等交付金を活用しながら事業を進める。R6以降は、水道管路耐震化等推進事業として、石綿管更新及び基幹送水
管の水管橋部分を先行して更新し、その他の管路についてはR10以降順次実施する。（県に提出済み。）
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基本目標Ⅰ

5

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　施設や設備の合理化、効率化の推進を行い、様々な事業及び資産維持費を試算する中で、赤字が継続、内部留保金が大きく減少する場
合は、水道料金、手数料、分担金等の見直しを図り、経営の安定化を目指す。

安心・安全のまち

水道施設の整備

事業年度 経営の健全化

事　業　名 水道料金の適正化

所　　　管 水道課

事業の内容

目　的

　水道料金の適正化を行い、経営の安定化を図る。

成果目標

　赤字が継続する状況になれば、老朽管更新及び資産維持費を見込んだ総括原価を適正に試算し、水道料金の見直しを検討する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　黒字決算で15,691,866円の純利益を計上。特に対策を実施していない。

R5
（2023）

　黒字決算で31,671,948円の純利益を計上。特に対策を実施していない。

今後の
取組み方針等

　複数の高速道路関係事業により留保資金、特に現金預金の減少が目立っている。加えて、人口減少と共に収入減が予測される為、毎年継
続的に経営の安定化を図るよう努める。
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基本目標Ⅰ

5

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　管路の漏水調査を強化する。あわせて配水流量管理を強化、漏水の早期発見に努める。

安心・安全のまち

水道施設の整備

事業年度 経営の健全化

事　業　名 有収率向上による経費の削減

所　　　管 水道課

事業の内容

目　的

　有収率取組の向上を通して、変動費用（動力費、薬品費等）の削減を行う。

成果目標

　有収率80％台を達成し、動力費及び薬品費の経費について、5％の削減を目指す。
　R４年度以降、削減率3.0％へ下方修正。

総
合
戦
略

数値
目標

有収率向上による経費の削減 R7(2025)年度までに有収率80％を目指す。

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
有収率　　　　80％

経費削減　　▲3.0％
有収率　　　　80％

経費削減　　▲3.0％
有収率　　　　80％

経費削減　　▲3.0％
有収率　　　　80％

経費削減　　▲3.0％

実績
有収率　　67.86％

経費削減　 ▲2.7％
有収率　　　66.36％

経費削減　　   1.0 ％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　今年度は、光熱費の高騰による経費増加が予想以上で、対前年比1.6％の増額となった。しかし、他の項目で経費削減を実施したため黒
字で純利益を上げることができた。
　有収率については、大規模な配水管の漏水の発見により一時的に著しく低下した期間があった為、年間を通して対前年比▲5.55％となっ
てしまったことが原因と思われる。

R5
（2023）

　R5年度の有収率は前年度比1.5%の減少となった。これは各営業区内配水管の老朽化のためか全体的に悪化傾向にあるためである。ま
た経費も前年度比１％増加しており、漏水の増加はその一因であると考えられる。

今後の
取組み方針等

　R6以降はR5に未達成であるR4の経費を基に推移していた約3.0％の削減率を再び目標に定める。また今後も光熱費高騰による経営圧迫
が懸念される為、費用分析は毎年行うこととし、目標値もその都度見直す。
　有収率については、水道管の老朽化に伴い年々下降傾向にあるため現在行っている漏水調査を維持しつつ、漏水が多い地域を集中して
調査を行うことも視野に入れている。
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基本目標Ⅰ

6

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　校務用ＰＣ等はR4年8月末で更新から丸5年となるので、R4年度に更新した。
　教育用端末は、GIGAスクール構想により、1人1台タブレット端末を整備したため、そちらを使用している。
　教育用サーバーは、R5年度中に更新した。
　R2年度に整備した教育用端末が５年を迎えるため、R7年度中に更新調達する。（GIGAスクール構想第2期）

安全・安心のまち

ＩＣＴ基盤の整備促進

事業年度 ＩＣＴ教育の推進

事　業　名 教育施設の老朽化PC・ソフトウェアの更新

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　更新時期を迎えるパソコン等（校務用及び教育用）について、計画的に整備を進め、教職員の業務の効率化を図るとともに、学校におけ
る情報教育環境の充実に努め、児童生徒の情報活用能力等の育成を図る。

成果目標

　校務用のＰＣ、ソフトウェア、セキュリティシステム等はR5年度中、教育用PCについては、R5年度までに計画的に整備する。
　GIGAスクール構想第２期により、R7年中に１人１台教育用端末を更新調達する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 29,426 23,814 19,133 15,376

国・県 支出金 7,700

一般財源 29,426 23,814 19,133 7,676

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　計画的に整備を行う。

R5
（2023）

　計画的に整備を行う。

今後の
取組み方針等

　教育用PCについては、R2年度に整備した1人1台タブレット端末を、5年が経過するR7年度に更新する予定。
　校務用PCについては、機器の状態にもよるが、約6年毎に更新が必要となる。
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基本目標Ⅰ

6

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　パソコン教室(エクセル・パワーポイント）、タブレット教室、ドローン学習会等開催

安全・安心のまち

ＩＣＴ基盤の整備促進

事業年度 ＩＣＴ教育の推進

事　業　名 ＩＣＴ講習会等知識・能力習得支援事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　昨今の高度情報通信技術の急激な発展・進歩に対応するため、インターネットその他の情報通信ネットワーク等の初歩的な知識を身につ
けてもらい、地域情報発信力の醸成を行うことを目的とする。

成果目標

　2回／年　以上開催

総
合
戦
略

数値
目標

ICT講習会等知識・能力習得支援事業 パソコン教室等開催 2回／年以上（5年間累計 10回以上）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 45 45 45 45

国・県 支出金

一般財源 45 45 45 45

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 2回 2回 2回 2回

実績 2回 2回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標達成。パソコン教室2回実施（串本町文化センター：参加人数15人／串本町立町民文化センター：参加人数10人）

R5
（2023）

　目標達成。パソコン教室2回実施（串本町文化センター：参加人数12人／串本町立町民文化センター：参加人数10人）

今後の
取組み方針等

　引き続き講座を開催することで、地域の方の初歩的知識の習得につなげたい。
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基本目標Ⅰ

6

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　マイナポータル等を利用した各種行政サービスのさらなる電子申請化をはかり、ホームページなどでより多くの情報が発信できるよう推進
をはかる。

安全・安心のまち

ＩＣＴ基盤の整備促進

事業年度 情報発信体制の整備

事　業　名 行政サービスの情報化推進

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　人々の生活を支えるツール・基盤となっているパソコンやスマートフォンを活用した各種行政サービスの電子申請化や、ホームページなど
による情報発信の推進を目的とする。

成果目標

　コンビニ交付や電子申請化等の各種行政サービスの電子化については、マイナンバーカードの発行状況をふまえながら調査・研究
していく。
　情報発信の推進については、各種行政データについてオープンデータ化を推進することで、より多くの情報を発信する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6,601 502 955 955

国・県 支出金 2,635

一般財源 3,966 502 955 955

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

・オープンデータについて、既存オープンデータの更新及び公開継続を実施できたが、新規オープンデータを公開することができなかった
・一部の業務について、オンライン化することができた

R5
（2023）

・一部の業務について、新しくオンライン化することができた

今後の
取組み方針等

・更なるオープンデータ化、オンライン化を計っていく
・10月1日からのコンビニ交付開始に向けて構築中
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基本目標Ⅱ

健やかで笑顔あふれるまち

1 地域医療・保健・福祉の充実

2 高齢化社会への対応

3 出会い・結婚支援

4 出産・子育て支援

基本目標Ⅱ

   39
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　毎年度、計画的に老朽化した医療機器の更新又は新規導入を行う。
　多額の経費を要する電子カルテシステムの更新は6年ごとに実施する予定である。R5年度に実施しており、次回はR11年度に予定。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 医療機器等整備事業

所　　　管 くしもと町立病院

事業の内容

目　的

　くしもと町立病院は、地域の中核病院、新宮二次保健医療圏における二次医療を行う病院、救急告示病院の指定を受けて二次救急医療
を行う病院としての役割を担っている。また、治療のみならず、健康増進、疾病予防、リハビリ、健康診断まで包括的な医療を提供してい
る。
　計画的に医療機器を更新することで、充実した医療サービスを提供していくことを目的とする。基本計画の主要施策である「町立病院を安
定的に存続させるための対策実施」に係る事業。

成果目標

　医療機器の購入費用が多額となることで、財源となる企業債の発行額、元利償還金が増大し、財政を圧迫する要因となるため、費用を抑
制する必要がある。H30年度に策定し、和歌山県に提出した公立病院経営健全化計画書の収支計画における医療機器の更新費用は、R5
年度以降電子カルテシステム更新分を除く通常分は100,000千円としている。更新費用については当該額を下回ることとし、機器は10年以
上使用した後に更新することを目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 53,244 389,693 100,000 100,000

国・県 支出金 2,750 48,910 2,750 2,750

一般財源 43 737 50 50

97,200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 50,451 340,046 97,200

R7（2025）

目標 50,000千円 400,000千円 100,000千円 100,000千円

実績 53,244千円 389,693千円

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　総額は53,244千円となり、目標額の50,000千円を超過したが、コロナ対策として、全額を国庫補助金で購入した電子ｶﾙﾃ用端末 1,650千
円や、R4.7月に新規で開設した介護医療院用のベッド 1,958千円（全額、国庫補助金）を除く、通常購入分は49,636千円となったため、目標
額内で抑えることができた。

R5
（2023）

　総額は389,693千円となり、電子カルテ分325,509千円を除き、目標額の100,000千円以内に抑えることができた。

今後の
取組み方針等

　新病院建設から10年以上が経過し、当時購入した医療機器の大半は耐用年数を超えて使用されており、MRIやCTなど高額な機器を含む
多くの医療機器が更新時期を迎えている。そのため、R6年度以降は通常分で100,000千円を目標額とする。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

R5（2023）

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　医療技術職の資格を取得するために養成学校に入学を希望する学生のうち、資格取得後、病院へ就業を希望するものに対し、無利子で
月額5万円を貸し付ける。貸付期間は、貸付決定の際に定める月から在学している養成学校を卒業するまでの月とする。養成学校を卒業
後、1年以内に医療技術職の免許を取得し、当病院において貸与期間以上従事したときは貸付金の返還を免除する。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 修学資金貸付事業

所　　　管 くしもと町立病院

事業の内容

目　的

　くしもと町立病院は、地域の中核病院、新宮二次保健医療圏における二次医療を行う病院、救急告示病院の指定を受けて二次救急医療
を行う病院としての役割を担っている。また、治療のみならず、健康増進、疾病予防、リハビリ、健康診断まで包括的な医療を提供してい
る。
　当病院に勤務することを希望し、医療技術職の資格を取得するために養成学校に通うものに対して修学資金を貸し付けることで、当病院
の医療技術職員を確保し、安定した地域医療サービスを提供することを目的とする。基本計画の主要施策である「地域医療を支える医療
スタッフの確保」に係る事業。

成果目標

　貸付制度の活用促進を図り、毎年度1名以上に対し貸付金を貸与する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,800 0 3,000 3,000

国・県 支出金

一般財源

3,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R6（2024） R7（2025）

財
源
見
込 その他 1,800 0 3,000

目標

１名以上に修学資金の貸
し付けを行う

１名以上に修学資金の貸
し付けを行う

１名以上に修学資金の貸
し付けを行う

１名以上に修学資金の貸
し付けを行う

実績

３名に修学資金の貸し付
けを行うことができた

対象者なし

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 25% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　3名に修学資金の貸し付けを行うことができた。

R5
（2023）

　対象者なし

今後の
取組み方針等

　今後も１名以上の学生に貸し付けを行う。貸し付けを行った学生の新規採用に取り組む。（養成学校を卒業後、1年以内に医療技術職の
免許を取得した者の新規採用１名以上）

42



基本目標Ⅱ

1
2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　訪問看護ステーションを設置して3名の看護師を配置し、継続的に訪問看護を実施していく。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実
高齢化社会への対応

事業年度 保健・医療の充実/高齢者の生活支援

事　業　名 訪問看護事業（地域包括ケアシステムの構築）

所　　　管 くしもと町立病院・福祉課

事業の内容

目　的

　くしもと町立病院は、地域の中核病院、新宮二次保健医療圏における二次医療を行う病院、救急告示病院の指定を受けて二次救急医療
を行う病院としての役割を担っている。また、治療のみならず、健康増進、疾病予防、リハビリ、健康診断まで包括的な医療を提供してい
る。
　R5年3月に訪問看護ステーションを設置。訪問看護を実施することで、在宅医療体制の整備構築を推進することを目的とする。地域包括
支援センター等とも連携し、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指していく。基本
計画の主要施策である「在宅医療体制の整備構築」に係る事業。

成果目標

　毎年度600件以上の訪問看護を実施する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 48,225 21,388 21,388 21,388

国・県 支出金 9,561 0 0 0

一般財源 31,669 21,388 21,388 21,388

0

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 6,995 0 0

R7（2025）

目標 800件 800件 600件 600件 

実績 962件 611件 

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 76% % % %

説
　
明

R4
（2022）

  962件実施（通所リハ等の訪問看護以外を含む）
　※訪問看護　248件

R5
（2023）

  611件実施（通所リハ等の訪問看護ステーション業務以外は除く）

今後の
取組み方針等

　毎年度600件以上を目標に、継続的に訪問看護を実施していく。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　国保担当課（住民課）との連携による特定健診、特定保健指導の実施
　H30年度より、和歌山県糖尿病性腎症重症化予防プログラムが策定され、糖尿病が重症化し透析に移行する者を増加させない（医療費
の抑制）ことを目的に事業を実施。
　R4年度より、当町は収縮期血圧が男女ともに県・医療圏より高い傾向にあり、循環器疾患の重要化による医療費の増加が懸念されるこ
とから、高血圧等の重症化を防ぎ、循環器疾患の医療費抑制を目的として高血圧等の重症化予防事業を実施。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 特定健診事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　年々高齢化が進んでいく中で、疾病構造では生活習慣病が増加している。3大死因（がん、虚血性心疾患、脳血管疾患）は生活習慣が主
な原因であり、メタボリックシンドロームの予防のために特定健診を受診することが重要である。特定健診を受診することで、生活習慣病の
早期発見・早期治療の向上を図るものである。

成果目標

　国保担当課（住民課）と連携し、特定健診受診率の目標を40％（R7年度）とし、生活習慣病を予防する。

総
合
戦
略

数値
目標

特定健診事業 特定健診 受診率 31.9％（R1(2019))  → 40％（R7(2025)）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 23,016 25,808 32,114 32,114

国・県 支出金 12,242 11,810 14,170 14,170

一般財源 10,774 13,998 17,944 17,944

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 受診率　34％ 受診率　36％ 受診率　35％ 受診率　40％

実績 受診率　30.3％ 受診率　32.8％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R4年度も業者委託により電話勧奨と受診勧奨ハガキを送付したが、実施方法を変更した。先に電話勧奨を行い特定健診を受診しない理
由別に対象者を5種類に分類し、受けない理由にあった受診勧奨ハガキを作成し送付した（例：通院中、忙しいなど）。また健康づくり講演会
の実施や担当職員による電話勧奨、町内スーパーでの受診勧奨を行った。

R5
（2023）

　R5年度は、受診勧奨ハガキのマンネリ化防止のため委託業者を変更しハガキを送付した。また、電話勧奨は国保連合会の在宅保健師
に委託し、庁舎内に電話を設置し、電話番号に不信感を持たないよう配慮をし電話勧奨を行った。

今後の
取組み方針等

　治療中や職場健診受診等で特定健診を受診されない方の検査結果や受診結果を提供いただくことで、特定健診を受診したとみなすこと
ができる（みなし健診）ため、特定健診受診率につながると想定される情報提供事業の体制の見直しを行う。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・健康増進法による事業の実施
　健康相談、健康教育、訪問指導、健康診査（骨粗しょう症検診、歯周病検診含む）

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 健康増進事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　生活習慣病の予防のための日常生活上の心得、健康増進の方法、食生活のあり方やその他健康に関することと、心身の健康に関する相
談に応じ、必要な指導及び助言を行うことで、家庭における健康管理に資すること。

成果目標

・健康相談、健康教育事業を通して健康増進に関する正しい知識の普及・啓発を図り、町民自らが健康増進に努められるように支援する。
・健康管理システム活用による、相談、教育等の事務効率化を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,871 1,638 1,782 1,782

国・県 支出金 1,016 1,092 1,187 1,187

一般財源 855 546 595 595

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　集団健康教育として「オーラルフレイル予防」と題し、医師、認定看護師、理学療法士、言語聴覚士、栄養士による講演会を開催し知識の普
及・啓発を行った。依頼のあった高齢者サロンに出向き、病態別の講話や頭の体操等を行った。
　月１回保健師、栄養士による個別健康相談を実施し、血圧測定、尿検査を実施、日々の過ごし方等助言、指導を行った。

R5
（2023）

　集団健康教育として、要介護の主要要因の一つでもある「骨粗しょう症について」の講演会を実施。予防や早期発見の必要性等を学んでい
ただく機会となった。また、依頼のあった高齢者サロンに出向き、健康教育や脳トレなどを実施。幅広い世代への健康管理 のきっかけや交流
の機会となった。また働き盛り世代の壮年期層への心身の健康と運動習慣の定着を目的に運動教室を複数回実施。
骨粗しょう症検診、歯周病検診の対象者で未受診の方には再勧奨通知や電話勧奨などを行い検診受診につながるよう働きかけを行った。
健康相談を毎月実施し血圧測定や骨密度測定を行ったり、随時電話や来所相談で健康に関する相談に応じ助言を行っている。

今後の
取組み方針等

　引き続き関係機関の協力を経て、健康についての正しい知識の普及、啓発を行うとともに、健康づくりのきっかけとなるよう健康教育の内容
などを企画調整していく。新規事業である健康ポイント事業について周知し、働き盛りの３０代～５０代を中心に運動教室を通して健康意識を
もってもらえるように働きかける。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・健康増進法による事業の実施
　集団及び個別（委託医療機関）による各種がん検診
　（胃がん50歳以上・隔年、大腸がん40歳以上・毎年、肺がん40歳以上・毎年、子宮頸がん20歳以上・隔年、乳がん40歳以上・隔年）

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 がん検診事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　国民の2人に1人ががんになり、3人に1人ががんで亡くなっている現状に対し、がん検診による早期発見・早期治療を推進し、がんによる
死亡者を減少させるものとする。

成果目標

・健康管理システム活用による各検診の事務効率化を図るとともに、各種がん検診受診率の目標を県平均以上とする。
　【H29年度和歌山県受診率データより】
　胃がん　11.5％　大腸がん　10.1％　肺がん　9.9％　子宮頸がん　20.9％　乳がん　20.6％

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 18,830 22,026 24,379 24,379

国・県 支出金

一般財源 18,545 21,515 23,726 23,726

653

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 285 511 653

R7（2025）

目標

胃がん　11.5％
大腸がん　10.1％

肺がん　　9.9％
子宮頸がん　20.9％

乳がん　20.6％

胃がん　11.5％
大腸がん　10.1％

肺がん　　9.9％
子宮頸がん　20.9％

乳がん　20.6％

胃がん　11.5％
大腸がん　10.1％

肺がん　　9.9％
子宮頸がん　20.9％

乳がん　20.6％

胃がん　11.5％
大腸がん　10.1％

肺がん　　9.9％
子宮頸がん　20.9％

乳がん　20.6％

実績

胃がん  13.5 ％
大腸がん10.9％

肺がん10.1％
子宮頸がん 17.3％

乳がん　19.5％

胃がん 12.6％
大腸がん 10.3％

肺がん 11.2％
子宮頸がん 16.5％

乳がん18.1％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　町内スーパーにて健（検）診の啓発、受診勧奨を行った。
　また、女性若い年齢層に増加してきている乳がんや子宮頸がん検診について、節目無料検診対象の方（25・30・40歳）に個別通知にて受診勧奨を行っ
た。
　ピンクリボン運動の一環で、街頭啓発を行った。（乳がん触診体験や、啓発ティッシュ配布等）

R5
（2023）

　節目無料検診対象者である２０歳２５歳の子宮頸がん検診対象者と４０歳の乳がん検診対象者に、若い年齢層に増加してきている乳がんや子宮頸がん
について情報提供を個別通知で行うとともに、検診受診勧奨を行った。
　広報紙を利用し、がん検診のキャンペーン月間を周知したり、集団健診の空き状況などを掲載し、町民に検診の必要性や受診へのきっかけ作りを行っ
た。
　精密検査対象者には、郵送又は訪問にて個別にお知らせし、受診勧奨を行った。

今後の
取組み方針等

　がん検診による早期発見・早期治療の観点から、検診受診の必要性をを引き続き周知していく。
　保健事業等で住民に健康ポイント事業の周知を行うとともに受診勧奨をしていく。
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基本目標Ⅱ

1
4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・予防接種法に基づく定期接種の対象である乳幼児、児童・生徒、成人、高齢者に対し実施。
・高齢者を対象とした新型コロナワクチン予防接種（R6年度から定期化）、季節性インフルエンザ予防接種は毎年度実施。肺炎球菌
　予防接種は65歳になる方のみ実施。
・乳幼児・児童・生徒に対しては、対象となる月齢・年齢に対して個別案内し接種勧奨を実施。
・成人男性に対しては、対象年齢となる方に風しんの抗体検査および予防接種を実施。（R6年度で終了）
・風しん予防接種の費用助成をR４年度からは町単独で実施。また、令和元年度より子どもインフルエンザ予防接種費用助成を実施。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実
出産・子育て支援

事業年度 保健・医療の充実/各種相談・教室・健診等体制の充実

事　業　名 予防接種事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　各種感染症に対し、免疫をもたない個人を対象に感染予防又は重症化の防止として、集団に対しては流行・蔓延を防ぎ、住民の健康を守
ることを目的とする。

成果目標

・接種対象者が各予防接種の対象年齢中に確実に接種を受けられるようにする。
・接種対象者が接種期間内に受けられるよう十分な接種機会を設け、保護者に対し予防接種に関する知識の普及、乳幼児健診での
　声掛けや個別通知電話などで接種勧奨を行う。
・風しん予防接種について、特に抗体化の低い対象者に対する費用助成事業をPRし、接種勧奨を実施する。（R6年度で終了）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 38,939 37,815 106,856 105,850

国・県 支出金 203 227 36,957 36,811

一般財源 38,736 37,588 69,899 69,039

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
高齢者インフルエンザ予防接種率

60％
高齢者インフルエンザ予防接種率

60％
MR予防接種率（1期・2期）

95％以上
MR予防接種率（1期・2期）

95％以上

実績
高齢者インフルエンザ予防接種率

65.1％
高齢者インフルエンザ予防接種率

59.3％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　高齢者インフルエンザ予防接種について対象者6,639人に対して9月末に個別通知を実施。4,320人が接種した。

R5
（2023）

　高齢者インフルエンザ予防接種について対象者6,927人に対して9月末に個別通知を実施。4,106人が接種。

今後の
取組み方針等

　MR（麻しん・風しん）接種について、国の目標値が95％以上となっているが、串本町の接種率は1期が93％2期が85.7％（令和５年度）と低
率となっている。
　麻しんの国外輸入による集団感染も発生していることからも、国の目標値である接種率95％以上を目標に、感染・蔓延予防のため接種勧
奨を積極的に行う。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　国保事業費納付金は、医療費・年齢構成・所得・被保険者数・保険者努力による国や県の補助金等に応じて算定されるため、この納付額を
できるだけ少なくするための対策を講じる。
　①特定健診の受診率向上
　②国保特別交付金（主に保険者努力支援分）の確保
　③税収納率の維持

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 保健・医療の充実

事　業　名 国民健康保険運営事業

所　　　管 住民課・税務課

事業の内容

目　的

　国保制度の改革にて、都道府県が国保財政の責任主体となり、市町村の国保事業は県への納付金を基準に運営することとなった。将来的
な県内保険料（税）率の統一も視野に含め、医療費適正化等、新制度の内容に応じた財政対策を講じる。

成果目標

　①データヘルス計画で定めている受診率
　②（保険者努力支援金は点数制であるが、昨年度の実績等により減点されることも考慮し）昨年度と同水準の県内順位
　③現状維持

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,438,907 2,257,352 2,257,352 2,257,352

国・県 支出金 1,728,788 1,607,683 1,607,683 1,607,683

一般財源 710,119 649,669 649,669 649,669

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

①データヘルス計画で定めている
   受診率（38％）
②（保険者努力支援金は点数制で
    あるが、 昨年度の実績等により
    減点されることも考慮し）
    昨年度と同水準の県内順位
③現状維持

①データヘルス計画で定めている
   受診率（40％）
②（保険者努力支援金は点数制で
     あるが、 昨年度の実績等により
     減点されることも考慮し）
     昨年度と同水準の県内順位
③現状維持

①データヘルス計画で定めている
   受診率（35％）
②（保険者努力支援金は点数制で
     あるが、 昨年度の実績等により
     減点されることも考慮し）
     昨年度と同水準の県内順位
③現状維持

①データヘルス計画で定めている
   受診率（40％）
②（保険者努力支援金は点数制で
     あるが、 昨年度の実績等により
     減点されることも考慮し）
     昨年度と同水準の県内順位
③現状維持

実績

①　30.3％
②　昨年度と同水準（県内１位）
③　90.36％

①　32.8％（暫定）
②　昨年度より下降（県内５位）
③　90.42％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　特定健診については、受診勧奨（電話勧奨、勧奨通知の送付、健康づくり講演会の実施等）を精力的に行ったが、目標の受診率に達することができていない。
　保険者努力支援制度については、県内順位として１位（毎年県内上位）となっている。
　徴収率については、概ね現状維持できている（国民健康保健税徴収率90.36％）。

R5
（2023）

　特定健診の受診率については、受診勧奨（通知勧奨、電話勧奨、健康づくり講演会の実施等）を行ったが、昨年度より向上しているものの、目標に達することが
できなかった。
　保険者努力支援制度　（取組評価分）については、昨年度よりも順位が下がってしまった。
　国保税の収納率については、概ね現状維持できている（国民健康保険税徴収率90.42%）。

今後の
取組み方針等

　特定健診受診率向上につながる取組を継続し、医療費適正化につなげていくことで、安定した国保運営を行っていく。
　国民健康保険税徴収率向上に努める。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

【対象者】
　・障害者総合支援法、児童福祉法に規定する者
【地域生活支援事業】
　・相談支援事業　　　　　　　　　　　　　　　  ・地域活動支援センター事業
　・成年後見制度利用支援事業　 　　　　　 ・地域活動支援センター機能強化事業
　・意思疎通支援事業　　　　　　　　　　　　　・巡回支援専門員整備事業
　・日常生活用具給付事業　　　　　　　 　　 ・身体障害者自動車改造費助成事業
　・移動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　  ・日中一時支援事業
　・手話奉仕員養成研修事業　　　　　　　　 ・手話講座事業

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 障害者福祉の充実

事　業　名 地域生活支援事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　障害者及び障害児が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生活又は社会生活を営むことができるよう、地域の特性
や利用者の状況に応じた柔軟な事業形態による事業を計画的に実施し、もって障害者及び障害児の福祉の増進を図るとともに、障害の有
無に関わらず国民が相互に人格と個性を尊重し、安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

成果目標

　障害者及び障害児の福祉の増進を図るとともに、障害の有無に関わらず住民が相互に人格と個性を尊重し、安心して暮らすことのできる
地域社会の実現に寄与する。
　小・中学校の手話講座や、一般住民向けの手話講座の実施を目標に設定。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 31,536 33,643 35,376 35,376

国・県 支出金 12,613 14,281 14,946 14,946

一般財源 18,923 19,362 20,430 20,430

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

学校教育の場における手話
講座の実施（2校）

小・中学校の手話講座の実
施（3校）
一般住民向けの手話講座の
実施（10名）

小・中学校の手話講座の実
施（3校）
一般住民向けの手話講座の
実施（10名）

小・中学校の手話講座の実
施（3校）
一般住民向けの手話講座の
実施（10名）

実績

小・中学校の手話講座の実
施（2校）

小・中学校の手話講座の実
施（2校）
一般住民向けの手話講座の
実施（7名）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　計画していた各事業は問題なく実施できた。また、新型コロナウイルス感染症の影響が依然大きい中、学校の協力により、目標である2校
での手話講座を実施できた。

R5
（2023）

　広報等により周知を行い、手話講座事業を実施したが、目標数を達成することができなかった。

今後の
取組み方針等

　R5年度と同様に事業を実施し、障害児・者の福祉の増進を図る。特に、昨年度に実施した小・中学校及び一般住民向けの手話講座事業
については、目標数に達することができなかったため、チラシや広報誌にて積極的に周知し、より多くの参加者を募る。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　福祉タクシー利用券を交付する。
【対象者】在宅の者のうち次の者。身体障害者手帳1級か2級、又は第1種の者、療育手帳Ａ判定の者、精神障害者保健福祉手帳1級の者。
【助成範囲】 1枚につき福祉タクシー基本料金相当額。（年間1人12枚）
【利用方法】 1回の乗車につき利用券1枚を渡し、手帳を提示する。本人と他の者との同乗の場合も利用可。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 障害者福祉の充実

事　業　名 福祉タクシー事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　重度心身障害者（児）に対し、福祉タクシーの利用料金の一部を助成することにより、重度心身障害者（児）の生活行動範囲の拡大及び
社会参加の促進に寄与し、もって福祉の向上を図ることを目的とする。

成果目標

　重度心身障害者（児）の生活行動範囲の拡大及び社会参加の促進に寄与する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 391 407 420 420

国・県 支出金

一般財源 91 7 20 20

400

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 300 400 400

R7（2025）

目標

アンケート調査または聞き取
りを行い、結果の分析を行
う。

アンケート調査の集計をし、
結果の分析を行う。

アンケート調査の集計をし、
結果の分析を行う。

アンケート結果に基づき、事
業の見直しに向けて準備を
行う。

実績

前年度実績の分析後、アン
ケート調査を行った。
発行件数　685件
利用人数　87人

前年度に実施したアンケート
調査についての回答は得ら
れたものの、集計、分析まで
には至らなかった。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 25% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　前年度実績の分析後、アンケート調査を実施することができた。

R5
（2023）

　アンケート調査の集計、結果の分析はできなかった。

今後の
取組み方針等

　アンケート調査の集計をし、結果の分析を行う。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

【対象者】
　・障害者総合支援法、児童福祉法に規定する者
【自立支援給付サービス】
　・介護給付
　・訓練等給付
　・自立支援医療
　・補装具費
　・障害児給付
　・相談支援給付

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 障害者福祉の充実

事　業　名 障害者自立支援給付事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　障害者及び障害児がその有する能力及び適正に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービ
スに係る給付その他の支援を行い、もって障害者及び障害児の福祉の増進を図るとともに、障害の有無にかかわらず町民が相互に人格と
個性を尊重し、安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

成果目標

・障害者等の地域生活への移行を進める観点から、福祉施設入所者又は新たな入所希望者について、相談支援事業所等と連携を図り、
　自立訓練事業等の障害福祉サービスを活用し、地域生活に向けての検討を行い、グループホーム又は一般住宅等への移行を推進
　することで施設入所者数の減少を図り、より多くの障害者の自立支援を目指す。
・発達がゆっくりな子ども達が、通園等の障害福祉サービスを通じ、集団生活の中での人とのかかわりあいなど基本的な生活習慣の確立、
　社会的に自立することを目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 623,372 625,198 637,512 637,512

国・県 支出金 467,529 468,899 488,584 488,584

一般財源 155,843 156,299 148,928 148,928

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　地域への移行や親元からの自立に向け、一人暮らし体験ができる県指定の地域生活支援拠点施設があり、新型コロナウイルス感染症
の影響等により利用実績はなかったが、緊急時受入事業として1名の利用があった。

R5
（2023）

　地域への移行や親元からの自立に向け、一人暮らし体験ができる県指定の地域生活支援拠点施設があり、当町の地域生活支援拠点事
業のうち、一人暮らし体験事業として1名の利用があった。

今後の
取組み方針等

　新宮・東牟婁自立支援協議会等の取組を経て、各市町村又は各圏域において総合的・専門的な相談支援の実施及び地域の相談支援体
制の強化を引き続き実施する。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

○心身障害児（者）福祉年金
　【対象者】
　（者）身体障害者手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている20歳以上の者のうち障害程度等級が1級の者、又は療育手帳の交付を受けている
20歳以上の者。ただし、年間所得が10万円以上ある者を除く。
　（児）身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳の交付を受けている20歳未満の児童。
　【支給額】　年額30,000円
○心身障害児福祉手当
　【対象者】　身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳の交付を受けている満19歳に達する日以後最初の3月31日までの間にある者。ただ
し、児童手当受給年齢の心身障害児及び串本町重度心身障害児（者）医療費の支給に関する条例による医療費の支給を受けることができる者は除く。
　【支給額】　年額48,000円（在宅）、年額14,400円（在宅以外）
○心身障害児奨学金
　【対象者】　本町に居住し、本町の住民基本台帳に記録されている者で、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳の交付を受けている満
19歳に達する日以後最初の3月31日までの間にある特別支援学校に通学する者。
　【支給額】　年額15,600円

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 障害者福祉の充実

事　業　名 心身障害児（者）福祉年金等支給事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

○心身障害児（者）福祉年金
　社会保障の理念に基づき、心身障害児（者）に福祉年金を支給し、その生活の安定に寄与する等福祉の増進を図ることを目的とする。
○心身障害児福祉手当
　障害児の生活の安定及び福祉の向上を図ることを目的とする。
○心身障害児奨学金支給
　障害児の就学の奨励を図ることを目的とする。

成果目標

　利用案内をすすめ、障害をお持ちの方の生活安定を目指し、就学の奨励を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 11,610 9,495 9,942 9,942

国・県 支出金

一般財源 2,210 315 282 282

9,660

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 9,400 9,180 9,660

R7（2025）

目標

対象者に案内し、適切に支給
する。

対象者に案内し、適切に支給
する。

対象者に案内し、適切に支給
する。

対象者に案内し、適切に支給
する。

実績

年度当初に制度の案内を行った。
手帳交付時、住所変更の際に、
利用案内を行った。
　福祉年金　321件
　（内　者：311件 児：10件）
　福祉手当　2件
　奨学金  　13件

年度当初に制度の案内を行った。
手帳交付時、住所変更の際に、
利用案内を行った。
　福祉年金　306件
　（内　者：298件 児：8件）
　福祉手当　2件
　奨学金  　14件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　対象者に利用案内を送付し、適切に支給を行った。

R5
（2023）

　対象者に利用案内を送付し、適切に支給を行った。

今後の
取組み方針等

　対象者を把握し、利用案内を送付して適切に支給を行う。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　串本町社会福祉協議会の運営及び地域福祉事業に対する補助金を交付する。

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 地域福祉の充実

事　業　名 串本町社会福祉協議会助成事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　串本町社会福祉協議会は、社会福祉法に基づく福祉事業を運営し、地域の社会福祉の向上・増進を図り、安心して暮らすことができる地
域社会の実現を目指し継続的な地域福祉活動を行っているため、同協議会活動に対し助成を行うものである。

成果目標

　利用者のニーズにあった福祉サービスの提供など、同協議会が果たす役割は非常に大きく、毎年応分の助成が必要である。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 24,000 24,000 34,000 24,000

国・県 支出金

一般財源 24,000 24,000 34,000 24,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標どおり達成できた。

R5
（2023）

　目標どおり達成できた。

今後の
取組み方針等

　安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指し、継続的な地域福祉活動を行っていくため同協議会活動に対し助成を引き続き行
う。
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基本目標Ⅱ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　民生委員児童委員の調査、相談及び支援活動を尊重し、地域福祉の推進につながる同協議会の円滑な活動及び各委員の活動を継続さ
せていく。
＜串本町民生委員児童委員協議会＞
・委員構成　　73名 （民生委員69名、主任児童委員4名）
・委員任期　 　3年　（R4年12月1日～R7年11月30日まで）

健やかで笑顔あふれるまち

地域医療・保健・福祉の充実

事業年度 地域福祉の充実

事　業　名 民生委員児童委員協議会助成事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　串本町民生委員児童委員協議会の活動は、社会奉仕の精神をもって常に町民の立場に立って相談に応じたり必要な援助を行うなど、社
会福祉の増進に寄与するため、同協議会に対し助成を行うものとする。

成果目標

　地域住民の利益や権利を守り、地域福祉の増進を図るため、常に住民の立場に立った活動が一層求められている。また、組織的、計画
的な活動の実践とともに、個人情報やプライバシー保護に十分配慮しながら相談・支援活動を行っている。
　よって、串本町民生委員児童委員協議会が地域福祉の増進に果たす役割は大きいことから、毎年応分の助成を行うことが必要である。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,558 4,944 4,944 4,944

国・県 支出金 4,494 4,557 4,557 4,557

一般財源 64 387 387 387

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　欠員となっている民生委員（6名）の解消ができなかった。

R5
（2023）

　欠員となっている民生委員（6名）の解消ができなかった。

今後の
取組み方針等

　今後も地域福祉の推進につながる同協議会の円滑な活動及び各委員の活動を継続させていく。
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基本目標Ⅱ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

＜利用対象者＞
　おおむね65歳以上で身体虚弱等の理由により食事の調理が困難な単身世帯、高齢者のみの世帯及びこれに準ずる世帯に属する高齢
者。
＜事業内容＞
　指定居宅サービス事業者が調理した食事を利用者の居宅へ配送するとともに利用者の安否を確認する。
　1日2食の範囲内で、普通食1食につき500円、療養食1食につき600円を利用者が自己負担。
　安否確認に対する委託料として、1食あたり300円を町から事業者へ支払う。

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者の生活支援

事　業　名 配食サービス事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　虚弱等によって調理が困難な高齢者に対して配食サービスを実施することで、高齢者の自立した生活を支援するとともに、配食時の安否
確認により緊急事態の早期発見・対応につなげる。

成果目標

　高齢者一人暮らし、高齢者のみの世帯又はそれに準ずる世帯に属する高齢者及び身体障害者等について、配食サービスによる食生活
の援助及び安否確認を行い、在宅での生活を支援するものである。
　高齢者が住み慣れた地域で安心した生活が続けられるよう、今後も本事業を継続していく必要がある。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 74,331 80,000 80,000 80,000

国・県 支出金 16,070 17,325 17,325 17,325

一般財源 11,757 12,675 12,675 12,675

50,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 46,504 50,000 50,000

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　配食数合計　92,755食
　延べ利用者数（月ごとの利用者数の合計）　3,765人

R5
（2023）

　配食数合計　85,721食
　延べ利用者数(月ごとの利用者数の合計)　3,771人

今後の
取組み方針等

　前年度と比較すると、配食数は若干減少したが、利用者数は増加しており、、依然として配食サービスの需要は高い。また、R6年4月死亡
者の7人に１人が、同年5月死亡者の約5人に1人が配食サービス利用者であることから、高齢の町民にとって重要なサービスであるため、
事業を継続する。
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基本目標Ⅱ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　田子～和深地区までの65歳以上の元気な老人等で、介護保険が非該当の方を対象に、毎週火曜日（1回15人）に隣保館デイサービス事
業を実施する。
・日常生活訓練
　　日常生活動作、歩行、家事訓練等
・創作、軽作業
　　アートフラワー、工作、四季の催し物作成
・レクリエーション
　　カラオケ、軽運動（ストレッチや室内でのボーリング・グラウンドゴルフなど）、頭の体操、給食等

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者の生活支援

事　業　名 隣保館デイサービス事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　田子～和深地区の65歳以上の元気老人を対象に、福祉の向上や人権のための住民交流の拠点として、老人の自立支援や生きがい等
の地域福祉を高めていくため、隣保館デイサービス事業の利用拡大を図る。

成果目標

　田子～和深地区の65歳以上の元気老人の福祉の増進を図る事業として、串本町社会福祉協議会と連携しながら地域住民の積極的な参
加を促進し、1回あたりの利用者13人～15人を目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,544 2,544 2,736 2,736

国・県 支出金 893 893 893 893

一般財源 1,651 1,651 1,843 1,843

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 １回当り利用者　13人～15人 １回当り利用者　13人～15人 １回当り利用者　13人～15人 １回当り利用者　13人～15人

実績 １回当り利用者　8人～9人 １回当り利用者　8人～9人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　登録者9人で実施。検温・手指消毒・マスクの着用・換気などの新型コロナウイルス感染症対策をしながら通年実施した。利用者について
は、前年度に引き続き勧誘等による増加に努めたが、登録には至らなかった。

R5
（2023）

　登録者9人で始まり、年度途中に登録者1人増加したが、入院された利用者もあった。検温・手指消毒・マスクの着用・換気などの新型コロ
ナウイルス感染症対策をしながら通年実施した。利用者については、前年度に引き続き勧誘等による増加に努めたが、目標には至らな
かった。

今後の
取組み方針等

　串本町社会福祉協議会と連携しながら、継続して実施する。また利用者の増加にも引き続き取り組む。
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基本目標Ⅱ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

【計画策定】
　・策定委員の委嘱
　・策定委員会の開催
　・計画書の印刷製本
【計画期間】
　第9期介護保険事業計画：R6～8年度、第10期介護保険事業計画：R9～11年度、第11期介護保険事業計画：R12～14年度
【記載事項】
　圏域の設定、種類ごとの介護サービス量の見込み、施設の必要定員総数、地域支援事業、認知症支援策、医療との連携、高齢者の居
住に係る施策との連携、生活支援サービス　など

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者の生活支援

事　業　名 介護保険事業計画策定事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　高齢期を迎えた町民がいつまでも住み慣れた地域で健康にいきいきと暮らすことができ、また、社会支援が必要となったときに適切な
サービスが受けられる地域社会づくりを目指し、高齢者福祉施策及び介護保険事業の計画的な推進を図るため、「高齢者福祉計画・介護
保険事業計画」を策定するものである。

成果目標

　老人福祉法及び介護保険法の規定により、介護保険給付の円滑な実施のため、3年を1期とする介護保険事業計画を策定する。
（計画期間初年度の前々年度にアンケート調査、前年度に計画策定）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,595 2,750 ― 1,595

国・県 支出金

一般財源 1,595 2,750 1,595

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　アンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、在宅介護実態調査）を実施

R5
（2023）

　R6～8年度を計画期間とする第9期介護保険事業計画を策定

今後の
取組み方針等

　R7年度には、R9～11年度を計画期間とする第10期介護保険事業計画の策定に着手（アンケート調査）
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基本目標Ⅱ

2

» 6 7 »

削除検討

【済】

進
捗
状
況

説
　
明

R4
（2022）

　延べ利用者数（月ごとの利用者数の合計）　302人

R5
（2023）

　延べ利用者数（月ごとの利用者数の合計）　289人

今後の
取組み方針等

　対象者に対して引き続き適切な運用を行い、介護する家族の負担軽減に努める

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

R7（2025）

目標 延べ利用者数　280人 延べ利用者数　280人

実績 延べ利用者数　302人 延べ利用者数　289人

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

国・県 支出金

一般財源

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 11,287 11,532 11,500 11,500

成果目標

　要介護者を介護する家族の身体的、精神的及び経済的負担の軽減し、あわせて要介護者の福祉の増進を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業の
概　要

　在宅の常時失禁状態の者等に、介護用品（紙おむつ等）を支給する。
【対象者】
　住民基本台帳に記録され、かつ、本町に居住し、次の1.2いずれかに該当する者。ただし、法第48条規定の施設介護サービス費としてお
むつ代給付を受けている者、他の制度により給付を受けている者、医療機関に入院している者及び、生活保護法第6条第1項に規定する被
保護者は除く。
　1.要介護4又は5と認定された要介護者で、住民基本台帳による当該要介護者が属する世帯全員が、申請年度の市町村民税が非課税で
あるもの。
　2.常時失禁状態の要介護者で、当該介護者の申請年度の市町村民税が非課税であり、かつ、住民基本台帳による当該要介護者が属す
る世帯全員が、申請年度の市町村民税所得割が非課税であるもの。

【助成範囲】
　1の対象者　1人当たり年額7万5,000円
　2の対象者　1人当たり年額5万5,000円

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者の生活支援

事　業　名 家族介護用品支給事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　介護保険法第7条第3項第1号に規定する要介護者に家族介護用品を支給することにより、当該要介護者を介護する家族の身体的、精神
的及び経済的負担の軽減を図るとともに、要介護者の福祉の増進を図ることを目的とする。
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基本目標Ⅱ
基本目標Ⅲ

2
2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　本州最南端グラウンドゴルフ交歓大会、サン・ナンタンゲートボール大会の開催

健やかで笑顔あふれるまち
郷土愛あふれる教育のまち

高齢化社会への対応
生涯学習・スポーツの推進

事業年度 高齢者の活躍場所の拡大支援/スポーツ活動支援

事　業　名 各種高齢者スポーツ大会事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　高齢者の諸活動への参加を促すため、諸施策を推進し、高齢者が年齢に応じた社会的能力を高め、積極的な社会参加や役割分担を行
い、生きがいのある生活を樹立することを目的とする。

成果目標

　本州最南端グラウンドゴルフ交歓大会参加者
　サン・ナンタンゲートボール大会参加者
　前年度の参加者、チーム数を上回ることを目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,990 1,917 1,790 1,590

国・県 支出金

一般財源 1,990 1,917 1,790 1,590

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

グラウンドゴルフ交歓大会400名
ゲートボール大会　　200名

寿野球大会　　200名

グラウンドゴルフ交歓大会400名
ゲートボール大会　　200名

寿野球大会　　200名

グラウンドゴルフ交歓大会400名
ゲートボール大会　　200名

グラウンドゴルフ交歓大会400名
ゲートボール大会　　200名

実績

グラウンドゴルフ交歓大会0名
ゲートボール大会　0名

寿野球大会　0名

グラウンドゴルフ交歓大会237名
ゲートボール大会　 0名

寿野球大会200名

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の影響で開催中止。

R5
（2023）

　GG … 4年ぶりに開催できたが、長らく中止が続いたこともあり参加者が大きく減少した。
　寿野球…実行委員の高齢化に伴い、R5年度をもって大会開催が終了となった。

今後の
取組み方針等

　ポスターの作成やHPでの紹介など、より一層参加者募集に力を入れて取り組む。
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基本目標Ⅱ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　高齢者の雇用の安定に関する法律に基づき、高齢者等の健康で生きがいのある生活の実現と、地域社会の活性化、福祉の向上に資す
るため、臨時的かつ短期的な就業を希望する方に就業の機会を提供する団体を育成することを目的とし、事務局体制の強化確立が図られ
るまでの間、助成を行う。

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者の活躍場所の拡大支援

事　業　名 串本町シルバー人材センター助成事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　串本町シルバー人材センターの活動については、高齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づき、高齢者等の生きがいづくり、地域社
会への貢献等、健康で働く意欲のある方に就業の機会・場を提供し、高齢者がこれまで長年培ってきた能力を生かした活力ある地域社会
づくりに寄与するため、同センターに対し助成を行うものとする。

成果目標

　串本町シルバー人材センターは、H18年2月設立後、事務局体制も整備され、安定化の兆しが見られるが、今後、更に事業活動内容を精
査し、組織の強化、経営の安定化が求められることから、それまでの間、応分の助成を行っていくことが必要である。
　R4年度から就業延べ人数9,000人以上を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,800 1,800 1,800 1,800

国・県 支出金

一般財源 1,800 1,800 1,800 1,800

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
就業延べ人数

9,000人以上
就業延べ人数

9,000人以上
就業延べ人数

9,000人以上
就業延べ人数

9,000人以上

実績 12,595人 13,692人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　就業延べ人数　12，595人

R5
（2023）

　就業延べ人数　13，692人

今後の
取組み方針等

　高齢者等の健康で生きがいのある生活の実現と就業を希望する方に安定的な就業の機会を提供する団体を育成する。
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2
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　実施主体は串本町で、事業を民間事業者に委託して実施。
【対象者】　住民基本台帳に記録されている在宅の65歳以上の方で、①身体の状況が「疾病等により日常生活上注意を要する状態であり、
継続して安否の確認が必要」「身体障害者手帳1級から2級」「要介護３以上」のいずれか、②世帯の状況が「一人暮らし」「高齢者のみ又は
これに準ずる世帯」「同居人はいるが、同居人が定期的・継続的に仕事等で長時間外出するため、実質的に一人暮らし」のいずれかに該当
する方。
【受信センター】　受託者は、緊急通報システム受信等の設備を整えるとともに、保健師や看護師等の専門スタッフが24時間体制で利用者
からの通報・相談を受け、その状況を迅速に把握し、適切な措置・対応を講じるため、受信センターを置く。また、月に一度、対象者（不通の
場合は協力員又は家族）に対して「お元気コール」を実施し、対象者の状況等を確認する。
【利用者負担】　装置の電気代及び利用者からのシステム通話料は自己負担とする。故意・過失による装置の紛失・故障について補てん・
修理費を負担するものとする。

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者に優しい社会の実現

事　業　名 緊急通報システム運営事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　一人暮らしの高齢者等の急病や事故等の緊急事態に対処するとともに平時の安否確認を実施するため、緊急通報システムの装置を設
置することにより、日常生活における不安の解消及び安全の確保を図ることを目的とする。

成果目標

　本事業を通じ、一人暮らしにおける不安を払拭し、安心して日々の生活が送れることに寄与するため、今後も継続して実施することが必
要である。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,067 1,958 2,495 2,495

国・県 支出金 1,194 1,130 1,440 1,440

一般財源 873 828 1,055 1,055

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　利用者数合計　108人（R5年3月31日時点）
　「串本町緊急通報システム運営事業実施要綱」の一部改正（R5年4月1日施行）　→実際の運用に合わせ、対象者についての規定を整理

R5
（2023）

　利用者数合計　84人（R6年3月31日時点）

今後の
取組み方針等

　本事業を通じ、一人暮らしにおける不安を払拭し、安心して日々の生活が送れることに寄与するため、今後も継続していく。
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削除
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進
捗
状
況

事業の
概　要

　毎年、敬老の日の前後に長寿をお祝いする敬老会を開催する。また、90歳以上の高齢者に対し、年齢区分に応じた記念品を贈呈する。
　本事業については、各区及び婦人会等に委託して実施する。
【敬老会】
　・委託料　　対象人数×1,500円
　・対象者　　75歳以上の高齢者
【記念品】
　・90歳以上94歳未満      商品券　3,000円
　・95歳以上100歳未満    商品券　5,000円
　・100歳以上                 商品券10,000円

健やかで笑顔あふれるまち

高齢化社会への対応

事業年度 高齢者に優しい社会の実現

事　業　名 敬老会事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　多年にわたり社会に貢献された高齢者の方々に敬意を表し、長寿を祝福するため、敬老会を開催する。　また、90歳以上の方について、
年齢に応じた記念品を贈呈する。

成果目標

　長寿をお祝いする住民意識の高揚を図るとともに老人福祉の向上につなげるため、今後も継続して実施することが必要である。

総
合
戦
略

数値
目標

敬老会事業 町内各地区と協力し、年1回敬老会事業を開催する（5年間累計 5回）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5,519 8,070 9,779 9,779

国・県 支出金

一般財源 5,519 8,070 9,779 9,779

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 敬老会事業　1回 敬老会事業　1回 敬老会事業　1回 敬老会事業　1回

実績 敬老会事業　1回 敬老会事業　1回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　一部は各地区等に委託し、対応困難な地区は町で対応するなど、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、従来とは異なった
かたちで実施。なお、一部費用は、新型コロナウイルス対応事業費の内数となっており分離困難なため、実績額には老人福祉費の該当部
分のみを計上している。

R5
（2023）

　敬老会の一部は各地区等に委託し、対応困難な地区は町で別途記念品の送付にて対応した。

今後の
取組み方針等

　従来の敬老会事業の形で実施していく。実施が困難な地区についての対応を協議していく。

62



基本目標Ⅱ

3

» 6 7 »
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★

【済】

進
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状
況

事業の
概　要

　串本町に縁のある男性（在住・在勤・両親が在住）と全国各地の女性を対象とした、観光や体験をしながら親睦を深める事業を企画する
事業所に委託し実施する。

健やかで笑顔あふれるまち

出会い・結婚支援

事業年度 若者出会いの場創出支援

事　業　名 であいふれあい事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　現在、日本全体の傾向と同じく、本町も晩婚化・未婚化の傾向が強まりつつある。経済的な理由もある一方で、若者の結婚に対する意識
の変化、出会いの機会の欠如などが考えられる。
　都市部と比較すると民間の婚活イベントの開催が少ない地域であるため、町が婚活イベントを実施することで、新たな男女の出会いの場
を提供し、結婚に対する意識の醸成を目的とする。

成果目標

　H28年度からR1年度にかけて実施している年1回の婚活イベントでは、募集定員を男女各25名とし、H28年度は8組、H29年度とH30年度
はそれぞれ10組、R1年度は7組のカップルが成立。
　この結果を受け、新型コロナウイルス感染症対策を徹底したうえで、引き続き年1回のイベントで男女それぞれ20名以上ずつの参加を目
指す。また、参加者がイベント後も串本町を訪れたくなるよう、観光や体験イベントで町をアピールできる内容を企画する。

総
合
戦
略

数値
目標

であいふれあい事業 婚活イベント開催1回／年（5年間累計 5回）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― 1,806

国・県 支出金 333

一般財源 473

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 1,000

R7（2025）

目標 婚活イベント　1回 婚活イベント　1回

実績 婚活イベント　0回 婚活イベント　1回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　実施に向けての打ち合わせ・検討等を行ったが、国内での新型コロナウイルス感染症感染拡大が顕著となり、やむなく婚活イベントを中
止した。
　R5年度の開催に向けて関係機関との協議を実施。

R5
（2023）

　婚活イベントを開催。スキルアップセミナーの実施や、和歌山県の婚活支援ボランティアに協力いただき、フォロー体制を整えるなど企画
内容の検討を行った。
　男性14名、女性15名の参加で6組のカップルが成立。

今後の
取組み方針等

　個人情報の観点等から、カップル成立後の追跡調査は行ってきていないため、費用に見合う成果があったのかが不明。昨今のマッチング
アプリの普及からも、R6年度は婚活事業の予算は計上していない。
　従来の婚活イベントとは異なる結婚支援について今後検討していく必要がある。
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進
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事業の
概　要

【支給対象者】
・H22年12月1日以降に婚姻届を提出し、婚姻日から起算して90日以内であること。
・住民基本台帳法に基づく本町の住民基本台帳に記載され、引き続き町内に在住する意思を有すること。
・町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、各種町営施設使用料、各種手
数料、各種貸付金並びに水道料金を滞納していないこと。
・過去において、夫婦のいずれかが、この祝い金の支給を受けていないこと。
・串本町結婚新生活支援補助金の交付を受けていないこと。
【祝い金の額等】
　1組につき10万円を支給する。

健やかで笑顔あふれるまち

出会い・結婚支援

事業年度 結婚生活支援

事　業　名 結婚祝い金事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　町民及び婚姻後本町に住民登録をし、居住する夫婦に対し、その結婚を奨励祝福し、結婚祝い金(以下「祝い金」という。)を支給すること
により、町の活性化に資する。

成果目標

　R2内閣府「少子化社会に関する国際意識調査」によると、結婚生活について不安に感じることについて聞いたところ、日本では「結婚生活
にかかるお金」が最も多いことから、これまで同様祝い金を給付することで経済的な支援を実施し、支給件数はH29年からR3年実績数の平
均である25件／年を目標としてきた。R6年度からこども未来課による串本町結婚新生活支援補助金制度が開始されたため、結婚祝い金の
支給対象となる夫婦は少なくなると見込まれるので、５件／年を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 850 900 500 500

国・県 支出金

一般財源 850 900 500 500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 支給件数　25件　 支給件数　25件　 支給件数　5件　 支給件数　5件　

実績 支給件数　17件　 支給件数　 18件　

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　17件支給

R5
（2023）

　18件支給

今後の
取組み方針等

　引き続き婚姻届出者及び婚姻予定者にむけて施策の周知を行う。
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事業の
概　要

○一般不妊治療費助成
　【対象治療】　医療保険各法に規定する療養の給付が適用となる不妊治療及び不育治療
　【対象経費】　一般不妊治療に要する費用の自己負担分
　【助 成 額】　 上限30,000円
○未熟児養育医療費助成
　養育のため病院又は診療所に入院することを必要とする未熟児に対し、その養育に必要な医療の給付を行い、又はこれに代えて養育医療に要する費
用を支給する。 当該措置を受けた者は、徴収金を支払う。
○生殖補助医療先進医療費助成
　【対象治療】　先進医療として告示されている不妊治療とし、保険適用の生殖補助医療と併用して実施した治療
　【対象経費】　先進医療に要する費用の自己負担分
　【助 成 額】　 上限50,000円

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 出産支援体制の充実

事　業　名 不妊不育治療費助成事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

○一般不妊治療費助成事業
　不妊や不育に悩む夫婦に対し、体外受精及び顕微授精を除く不妊治療及び不育治療（一般不妊治療）に要する費用の一部を助成することにより、その
経済的負担の軽減を図り、もって一般不妊治療を受けやすい環境づくりに資することを目的とする。
○未熟児養育医療
　生後速やかに適切な処置を講ずることが必要な未熟児に対し、養育に必要な医療の給付を行うことにより、乳児の健康管理と健全な育成を図ることを
目的とする。
○生殖補助医療先進医療費助成事業（令和５年度より新規実施）
　保険適用の不妊治療のうち生殖補助医療と併用して実施される先進医療に要した費用への一部助成をすることにより、その経済的負担の軽減を図るこ
とを目的とする。

成果目標

　本人の身体的、精神的、経済的な負担の軽減や、より安心、安全な妊娠、出産に資するという観点から、今後も引き続き支援が必要であ
る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 299 870 691

国・県 支出金 238 374 374

一般財源 61 464 285

32

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 32

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

R5
（2023）

　不妊治療の助成について問い合わせや来所相談が作年より増え、一般不妊治療の申請件数も昨年より増えた。
　R５年度より新規事業の生殖補助医療は１件申請があった。串本支所にて申請手続きができるため、本人の事務手続きの負担が軽減できたと感じる。

今後の
取組み方針等

　不妊治療の助成について相談件数が増えているため、助成内容等について広報での周知回数を増やす。また、来所された際には、別室（相談室等）に
移動しプライバシーに配慮しながら、相談支援および申請手続きの説明を行い、本人・家族の心身・経済的負担の軽減を図っていく。
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【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　第3子に対しては10万円、第4子以降に対しては30万円の出産祝金を支給する。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 出産支援体制の充実

事　業　名 出産祝金事業

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　少子化対策と出産に対する経済的負担の軽減を図るため、出産祝金を支給し、将来の地域づくりを担う出生児の健全な育成を図ることを
目的とし、第3子以降の出産に対し出産祝金を支給する。

成果目標

　町の出生数は減少傾向にあるが、第3子以降の出生数は横ばいであるので、少子化対策として事業を継続する。
　第3子以降出産祝金　　12件／年

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,800 1,700 2,500 2,500

国・県 支出金

一般財源 2,800 1,700 2,500 2,500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 第3子以降出産祝金　12件 第3子以降出産祝金　　12件 第3子以降出産祝金　　12件 第3子以降出産祝金　　12件

実績 第3子以降出産祝金　15件 第3子以降出産祝金　 11件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　第3子：9名　第4子：4名　第５子：2名
　合計15名（町内の出生は39名）

R5
（2023）

　第3子：8名　第4子：1名　第5子：1名　第6子：1名
　合計11名（町内の出生は40名）

今後の
取組み方針等

　町の出生数は減少傾向にあるが、第3子以降の出生数は横ばいであるので、少子化対策として事業を継続していく。　
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基本目標Ⅱ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

○産前産後サポート事業
　H31年度より実施。保健師・助産師・管理栄養士等をスタッフとし各会のなかで妊産婦の不安や悩みを聞き出し適切な情報提供や指導を行
いながら不安や悩みの解消を図り、安心して出産や子育てに臨めるよう支援する。また、妊産婦同士の交流の場としても実施し妊産婦の孤
立化防止に努める。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 各種相談・教室・健診等体制の充実

事　業　名 産前・産後各種教室の支援整備事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　妊産婦の不安や悩みを解消し、正しい知識を身につけて、安心して出産や子育てができるように支援する。また、同じ時期のお母さん同士
の情報交流を促進し、出産後も親子そろって交流を続けられることを目的とする。また、妊産婦だけでなく夫やパートナーに対しても知識の普
及や啓発、交流促進等を行う。

成果目標

○産前産後サポート事業　16回／年

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 118 729 2,053 1,195

国・県 支出金 57 364 1,026 597

一般財源 61 365 1,027 598

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
産前産後サポート事業　11回

パパママ教室　　　　　12回
産前産後サポート事業　15回 産前産後サポート事業　16回 産前産後サポート事業　16回

実績
産前産後サポート事業  13回

パパママ教室　　　　  0回
産前産後サポート事業　12回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　産前産後サポート事業のマタニティヨガは対象者が少ないうえに、仕事を続けている方が多いことから、申込がなかったため2回中止とし
た。それ以外の各会については、事後アンケートからも好評であったが、やはり産前は仕事を続けている妊婦が多いため、妊婦の参加は少
なかった。

R5
（2023）

　やはり産前は仕事を続けている妊婦さんが多く、マタニティヨガの申込がなかったため、予定していた2回は中止とした。それ以外の各会に
ついては、事後アンケートからも好評であり、目的とする何でも相談できる場、仲間づくりの場となった。

今後の
取組み方針等

　今後も、妊娠・出産・子育てに関する不安や悩みなどをママ友・専門家・先輩ママに相談できる場、お母さん同士の仲間づくりの場として、妊
産婦・子育て世代のニーズを把握しながら、その都度、産前産後サポート事業の内容の検討を図り、ニーズに応じた教室を開催していく。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・生後4か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、育児等に関する様々な不安や悩みを聞き相談に応じるほか、子育て支援に関する
　情報提供等を行う。
・親子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、支援が必要な家庭に対し適切なサービス提供につなげる。
・訪問結果により、支援が必要と判断された家庭について、適宜、関係者によるケース会議を行い、養育支援訪問事業をはじめとした適切
　なサービスの提供につなげる。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 各種相談・教室・健診等体制の充実

事　業　名 こんにちは赤ちゃん訪問事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　生後4か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供等を行うとともに、親子の
心身の状況や養育環境等の把握や助言を行い、支援が必要な家庭に対しては適切なサービス提供につなげ、乳児のいる家庭と地域社会
をつなぐ最初の機会とすることにより、乳児家庭の孤立化を防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図ることを目的とする。

成果目標

・訪問率を100％とする。ただし、里帰り等で訪問できなかった場合は電話連絡等で状況を把握し、未把握児を作らない。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6 3 4 4

国・県 支出金

一般財源 6 3 4 4

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 訪問率　100％ 訪問率　100％ 訪問率　100％ 訪問率　100％

実績 訪問率 　93％ 訪問率　  95％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　訪問率93％の実績となっているが、残り7％については訪問ではなく、子育て世代包括支援センターへ母子で来所にて対応した。すべて
の乳児・母と対面できている。

R5
（2023）

 訪問率95％の実績となっているが、残り５％については来所での対応を希望、転出が含まれる。転出以外は、子育て世代包括支援セン
ターへ母子で来所にて対応し、すべての乳児・母と対面できている。

今後の
取組み方針等

　今後も生後4か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、親子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、乳児の健全な育
成環境の確保を図っていく。
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削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

○4か月児健診
　　　1回／月　（身体測定、内科診察、発達確認、保健指導、離乳食指導）
○10か月児健診
　　　1回／月　（身体測定、内科診察、発達確認、保健指導、離乳食指導、ブックスタート）
○1歳8か月児健診
　　　1回／2月（身体測定、内科診察、歯科診察、発達確認、保健指導、ブラッシング指導）
○2歳6か月歯科健診・相談
　　　1回／2月（身体測定、歯科診察、発達確認、保健指導、ブラッシング指導）
○3歳6か月児健診
　　　1回／2月（身体測定、内科診察、歯科診察、発達確認、保健指導、ブラッシング指導）

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 各種相談・教室・健診等体制の充実

事　業　名 乳幼児健康診査事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　乳幼児期の心身の健康や発達の状況を定期的に診査し、疾患や障害の可能性を早期に発見・把握し対応することを目的とする。

成果目標

・乳幼児健診後のフォローアップを確実に行い、支援の必要な子ども・保護者・家庭を支援する。
　保健所の発達相談などの支援事業や、親子教室への勧奨、精密検査による早期発見、治療など。
・受診率100％を目標とする。
　健診未受診者に対してはハガキや電話等受診勧奨や、こども園等各関係機関と連携し対象児の状況把握を実施し、未把握児ゼロを
　目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

乳幼児健康診査事業 乳幼児健診 受診率97.5％（R1(2019)） → 100％（R7(2025)）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,242 2,089 2,153 2,153

国・県 支出金

一般財源 2,242 2,089 2,153 2,153

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 受診率　100％ 受診率　100％ 受診率　100％ 受診率　100％

実績 受診率　99.5％ 受診率　100.5％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　受診率は100％ではないが、未受診者に対しては電話連絡し、個別問診は実施している。また、未受診者に対しては、こども園と連携し受
診につなげている。

R5
（2023）

　前年度未受診者がR5年度の受診者に含まれているため、受診率が100％を超えている。
　連絡なく未受診の場合は、こども園と連携し受診につなげたり、自宅を訪問し受診につなげた。

今後の
取組み方針等

　疾病又は異常の早期発見に努め、年齢に応じた発達を評価し、保護者とともに一人ひとりの成長発達に添った対応方法を考え、発達・生
活の見通しを立てる。乳幼児期における心身の発達の遅れやつまずきの見過ごしをゼロにする。
　出生児の減少により健診対象者が年々減少してきているため、健診体制を整備していく必要がある。
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削除
検討

【済】

進
捗
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事業の
概　要

・発達相談指導事業
・公立こども園、子育て支援センター、通園施設等の協力による発達、発育の気になる親子対象の親子教室
　「きらきらくらぶ」、「おひさまくらぶ」
・保健所事業への参加
　医師による発達相談（年1回）、言葉の相談（年3回）、作業療法（年8回）

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 各種相談・教室・健診等体制の充実

事　業　名 発達相談指導事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　乳幼児健診後の発達フォロー児の保護者が子どもの発達課題・発達段階について理解し、育てにくさへの「気づき」を支援することで子ど
もの豊かな発達を保障することを目的とする。

成果目標

・発達相談　15回以上開催維持

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,397 1,576 1,901 1,901

国・県 支出金

一般財源 1,397 1,576 1,901 1,901

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 発達相談　15回 発達相談　15回 発達相談　20回 発達相談　20回

実績 発達相談　18回 発達相談　 20回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　児童発達支援施設での発達相談枠設定により発達相談回数を3回追加。新型コロナウイルス感染症拡大の影響により事業の中止や日程変更を行う
ことがあった。発達フォローが必要な児について保護者からの相談、乳幼児健診、親子教室、こども園との情報共有により把握して適切な時期に発達
フォローを各関係機関の協力のもと行った。

R5
（2023）

　児童発達支援施設での発達相談枠が利用児数により増加。実施回数はそのままだが子ども又は保護者の体調により日程変更を行うことがあった。
　発達フォローが必要な子どもについて保護者からの相談、乳幼児健診、親子教室、こども園との情報共有により把握して適切な時期に発達フォロー
を各関係機関の協力のもと行った。

今後の
取組み方針等

　引き続き、発達フォロー児の保護者が子どもの発達課題・発達段階について各専門の先生に相談して理解を深め、子育てを楽しめるように事業につ
なげる。
　発達相談を受けたいと思った時に入れるように回数・時期・枠の設定を考えていく。
　各関係機関と情報共有・協力体制を引き続き行う。
　新型コロナ感染流行によりできなかった親子教室でのクッキングなどを実施していく。
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削除
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【済】

進
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況

事業の
概　要

　安定して給食の提供を行えるようになってきたので、維持・充実に努める。また施設、設備については定期的な保守点検や経年劣化等に
よる必要な修繕・交換等を行い、維持に努める。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 職業と家庭生活の両立支援

事　業　名 学校給食実施事業の維持・拡充

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　安全・安心な学校給食を安定して提供できるよう努めるとともに、給食施設、設備等の維持及び改善に取り組む。

成果目標

　給食の安定供給を目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 141,970 152,287 161,402 161,402

国・県 支出金 13,062

一般財源 128,908 152,287 161,402 161,402

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

１年を通して安定して給食を
提供することができた。

１年を通して安定して給食を
提供することができた。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　1年を通して安定して給食を提供することができた。また、施設・設備については、故障等について必要な修繕を行った。

R5
（2023）

　1年を通して安定して給食を提供することができた。また、施設・設備については、特にキュービクル等施設について塩害で劣化していたた
め、必要な修繕を行った。

今後の
取組み方針等

　安定した給食提供を目指すとともに、経年・塩害等で劣化した施設や機械類等の修理を行っていく。また、食器類等についても、計画的な
買替を行っていく。
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基本目標Ⅱ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

【対象者】
　町内に住所を有し、小学校（１年生から６年生）に通学する児童で、放課後家庭で保育を受けることができない児童
【現在の開設場所】　（全校に学童保育所を設置（H28年度より））
・串本学童保育所　　（旧）くしもとこども園 　・古座学童保育所　　串本町子育て支援センター内
・潮岬学童保育所　　私有家屋借家　　　・出雲学童保育所　　出雲小学校内
・錦富学童保育所　　（旧）錦富小学校
【開設時間】
　平日、下校時～午後7時00分迄　土曜日、春・夏・冬休みは、午前8時00分～午後7時00分迄

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 職業と家庭生活の両立支援

事　業　名 学童保育事業

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　児童福祉法（S22年法律第164号）第34条の8第1号の規定により、保護者が就労、病気その他の理由で下校後の児童を保育することがで
きない場合における当該児童の健全な育成を図ることを目的とする。

成果目標

・R6年度において、潮岬小学校の近接地に２支援単位の学童保育施設を新設し、令和７年度からは潮岬学童保育所・出雲学童保育所を
　統合し運営する。
・R7年度において、サンゴ台に新設される統合小学校敷地内に、２支援単位の学童保育施設を新設し、令和８年度より串本学童保育所
　および錦富学童保育所を統合し運営する。
・待機児童を出さないため、引き続き環境整備に努める。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 71,860 65,040 68,215 68,215

国・県 支出金 28,596 29,668 27,858 27,858

一般財源 37,788 30,004 34,843 34,843

5,514

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 5,476 5,368 5,514

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　待機児童を出すことなく、運営できた。
　R5年1月のくしもとこども園の新施設への移転に伴い空き施設となった旧つばき園舎の改修を行って、令和５年度当初から串本学童保育
所で使用することとした。

R5
（2023）

　待機児童を出すことなく、運営できた。
　潮岬小学校の近接地に学童保育施設を新設するための準備を進めることができた。

今後の
取組み方針等

　新設する学童保育所（出雲・潮岬及び串本・錦富）への移行を確実に進める。
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基本目標Ⅱ

4
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　子育て支援センターにおいて、未就園児を対象とした一般型の一時預かり事業を行う。
　また、こども園において、教育認定在園児の保育時間終了後や長期休暇中に、突発的な事情や社会参加、または保護者の育児負担軽減
のための一時預かり事業（幼稚園型）を実施し、保護者の社会参画、保護者の育児の負担軽減のための支援を行う。（継続事業）

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 職業と家庭生活の両立支援

事　業　名 一時預かり事業

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　少子化や地域社会の変化に伴い、核家族や共働き家庭が増加する中で、突発的な事情や社会参加により一時的に家庭での保育が困難
になる場合や、また育児の不安や悩みを持っている保護者の負担を軽減する為、子育て支援の立場から「一時預かり事業」を実施する。（継
続事業）

成果目標

一時預かり事業延べ人数　　（　）内は実施日数
【幼稚園型】
・くしもとこども園       R2年度　　10人（ 10日）　R3年度　10人（10日）   R4年度　10人（10日）　　  R5年度　10人（10日）　　  R6年度　10人（10日）    R7年度　10人（10日）
・潮岬こども園          R2年度　782人（249日）  R3年度　60人（60日）   R4年度　20人（200日）　　R5年度　20人（200日）　　R6年度　20人（200日）   R7年度　20人（200日）
【一般型】
・子育て支援センター R2年度　280人（ 230日）　R3年度　280人（230日） R4年度　280人（230日）  R5年度　280人（230日）  R6年度　280人（230日）  R7年度　280人（230日）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,426 4,797 4,651 4,651

国・県 支出金 2,902 3,100 3,100 3,100

一般財源 1,452 1,615 1,479 1,479

72

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 72 82 72

R7（2025）

目標
くしもとこども園    10人（10日）
潮岬こども園    20人（200日）

子育て支援センター 280人（230日）

くしもとこども園    10人（10日）
潮岬こども園    20人（200日）

子育て支援センター 280人（230日）

くしもとこども園    10人（10日）
潮岬こども園    20人（200日）

子育て支援センター 280人（230日）

くしもとこども園    10人（10日）
潮岬こども園    20人（200日）

子育て支援センター 280人（230日）

実績
くしもとこども園      　2人（ 7日）

潮岬こども園   　9人（190日）
子育て支援センター  149人（262日）

くしもとこども園  2人（53 日）
潮岬こども園  10人（242 日）

子育て支援センター  238人（242 日）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　一般型の一時預かり事業については、くしもとこども園「りぼん」と社会福祉法人杉の子会「にこにこひろば」で実施。
　教育認定在園児の保育時間終了後や長期休暇中に、突発的な事情や社会参加、または保護者の育児負担軽減のための一時預かり事業
（幼稚園型）については、くしもとこども園と潮岬こども園で実施。

R5
（2023）

　一般型の一時預かり事業については、くしもとこども園「りぼん」と社会福祉法人杉の子会「にこにこひろば」で実施。
　教育認定在園児の保育時間終了後や長期休暇中に、突発的な事情や社会参加、または保護者の育児負担軽減のための一時預かり事業
（幼稚園型）については、くしもとこども園と潮岬こども園で実施。

今後の
取組み方針等

　一般型の一時預かり事業については、くしもとこども園「りぼん」と社会福祉法人杉の子会「にこにこひろば」で実施していく。
　教育認定在園児の保育時間終了後や長期休暇中に、突発的な事情や社会参加、または保護者の育児負担軽減のための一時預かり事業
（幼稚園型）については、くしもとこども園と潮岬こども園で実施していく。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・かかりつけ医による病児保育が利用可能である証明を受け、利用申請を行う。病児保育室に保育を担当する保育士、看護師を配置し、
　安心して過ごせる環境で一時的な保育を行う。
○対象児童は串本町に住所を有していること。ただし、定員に空がある場合には、保護者が町内に勤務する町外の方も可とする。生後8ヶ月
　から小学校3年生までの者。
　保護者の就労、傷病、冠婚葬祭等の理由により、家庭での保育が困難な状況である者。
○対象となる病気は　・風邪、下痢などの腸炎等、日常的にかかる疾患　・インフルエンザ、おたふくかぜ、水痘等の伝染性疾患（麻疹は除く）
　・喘息などの慢性疾患　・骨折、熱傷などの外傷性疾患
　※いずれも急性期は過ぎているが、こども園等での集団生活が困難な場合。
○利用時間　　午前8時から18時まで　（土・日・国民の祝日、12月29日～1月3日は休みとする。）
○利用期間　　原則として連続７日間を限度とする
〇利用定員　　1日4名

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 職業と家庭生活の両立支援

事　業　名 病児・病後児保育事業

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、児童の健全な育成に寄与するため、児童が病気の治療中又は回復期にあり、家庭や集
団での保育が困難な場合において、当該児童を適切な処遇が確保される施設であるくしもと町立病院内の病児保育室において一時的に保
育を行う

成果目標

・保護者の子育てと就労の両立を支援すると共に安心して子育てができる環境を整備し、児童の福祉の向上をはかる。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,500 1,270 1,663 1,663

国・県 支出金 906 784 1,108 1,108

一般財源 454 380 325 325

230

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 140 106 230

R7（2025）

目標

実績 年間延べ人数　90人 年間延べ人数　 66人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　年間延べ人数　90人

R5
（2023）

　年間延べ人数　66人

今後の
取組み方針等

　保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、児童の健全な育成に寄与するため、児童が病気の治療中又は回復期にあり、家庭や集
団での保育が困難な場合において、当該児童を適切な処遇が確保される施設であるくしもと町立病院内の病児保育室において実施。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・広報活動
　子育てに関する部門が集まって一本化したパンフレットを作製・配布
・子育て支援ネットワーク会議の開催を継続し、情報共有する。
・赤ちゃん訪問や健診の場で保護者との関係づくり（保健師）
・各支援センターへの保健師訪問の実施

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 子育て環境支援

事　業　名 家庭内育児支援事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　保護者が、子どものことで気がかりや悩みが出てきた際の、気軽に相談できる場又は仲間づくりの場を提供し、孤立することなく今後の子
育ての見通しが立てられるよう支援することを目的とする。

成果目標

　保護者が子育てに関する気がかりや悩みを相談できる場・人を利用することができ、不安を持ちながらも子育てを前向きに捉えられる保
護者が増えること。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 175 71 82 82

国・県 支出金

一般財源 175 71 82 82

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　子育て支援関係機関に問い合わせを行い、パンフレットの内容を更新・作製・配布。公立支援センター協力のもと、妊娠期から気軽に相談できる場・
仲間ができるような産前産後事業を展開。子育て支援ネットワーク会議で関係機関と子育てに関する学習の機会を設定。公立支援センターと親子につ
いて電話や親子教室の時に情報交換。私立の運営する支援センターへの訪問は未実施。

R5
（2023）

　町が独自に作成していた子育て応援ガイドブックを廃止し、株式会社サイネックスと官民協働事業で串本町子育てガイドブックを作成し、子育て世代
の手元に届くように各こども園、支援センターに配布、設置をした。
　子育て支援ネットワーク会議で関係機関と学習会を開催して子育て支援の共通認識を図った。
　訪問・電話・面談・各教室で保護者との信頼関係を築いて保護者が前向きに子育てできるように対応した。

今後の
取組み方針等

　子育てガイドブックを活用して町の子育て支援について面談で丁寧に説明。子育てガイドブックを町民の手が届きやすい場所に配布。ホームページや
広報で最新の子育て支援に関する情報発信。
　今課題になっていることを中心に子育て支援ネットワーク会議を開催して関係機関と知識・技術を共有、意見交換を実施。
　各支援センターと情報共有や保護者へお互いの事業を紹介。赤ちゃん訪問・乳幼児健診・電話・来所相談等で保護者との関係づくりを継続。

75



基本目標Ⅱ

4

» 5 6 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　社会福祉法人杉の子会の子育て支援センター「にこにこ広場」及びくしもとこども園の子育て支援センター「りぼん」において、地域の子育
て支援機能の充実を図っている。
（事業内容）
①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
②子育て等に関する相談、援助の実施
③地域の子育て関連情報の提供
④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施
⑤保護者が一時的に家庭での保育が困難となった場合や育児疲れなどの負担軽減のため、未就園児の一時預かり保育事業を実施

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 子育て環境支援

事　業　名 子育て支援センター事業

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　少子化や核家族化による地域社会の変化により、子どもや子育てを巡る環境が大きく変化し、家庭や地域での子育て機能の低下や子育
て中の親の孤独感・不安感といった多くの問題が生じている。
　子育て支援センターを設置することにより、保育所、こども園等に通所前の、在宅で育児をしている親子の交流を促進し、育児に関する相
談を受けることで、地域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和することを目的とする。

成果目標

　【講演会の開催　年7回】

　R5年度は　ベビーマッサージ講習会　年6回、保護者学習会　年1回　　合計7回の講習会を開催する。
　保護者交流会としてワークショップ　年4回　実施する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 19,921 17,731 19,921 19,921

国・県 支出金 13,280 11,518 13,280 13,280

一般財源 6,641 6,213 6,641 6,641

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 講習会の開催 年７回
講習会の開催  年7回
保護者交流会　年4回

講習会の開催  年７回
保護者交流会　年４回

講習会の開催  年７回
保護者交流会　年４回

実績
講習会の開催 年７回

ベビーマッサージ講習会 6回
保護者学習会 1回

講習会の開催 年7回
ベビーマッサージ講習会 6回

保護者学習会 1回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　講習会として、ベビーマッサージ年６回、保護者学習会年１回、合計７回の講習会を実施した。

R5
（2023）

　講習会として、ベビーマッサージ年６回、保護者学習会年１回、合計７回の講習会を実施した。
　保護者交流会については、申込者がいなかったため実施には至らなかった。

今後の
取組み方針等

　子育て支援センターについては、くしもとこども園内の「りぼん」と、社会福祉法人杉の子会へ事業委託の2か所で実施する。
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基本目標Ⅱ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　条例整備等を行い、町内のこども園、児童発達支援センター等に通園、通所する第2子以降の子どもの保育料及び第3子以降の副食費を
無料とする。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 子育て環境支援

事　業　名 第２子以降に係る保育料及び副食費助成制度

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　県の施策である紀州っ子いっぱいサポート事業として、第2子以降の保育料及び第3子以降の副食費の無料化が取り組まれている。串本
町においても、多子世帯が安心して子育てができる支援体制を構築し、少子化対策の推進を行うことを目的とする。

成果目標

　国、県の制度に添った支援を継続し、子育て世帯に対する支援の取組により安心して産む育てることができる地域環境の構築を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 7,140 6,771 6,662 6,662

国・県 支出金 3,570 3,383 3,330 3,330

一般財源 3,570 3,388 3,332 3,332

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　通年で実施

R5
（2023）

　通年で実施

今後の
取組み方針等

　国及び県の制度に沿った支援を継続していく。
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基本目標Ⅱ

4

» 6 7 »

削除
検討

進
捗
状
況

説
　
明

R4
（2022）

　年度途中からの実施であったが、スムーズに事業を開始することができた。

R5
（2023）

　転出以外の全妊産婦と、支給要件である妊娠届出時の面談をはじめ、妊娠届出時のアンケート・妊娠８か月頃のアンケート・産後アンケートの回答に向け
た関わりをもつことができた。転出者には、本人の同意を得て、転出先の自治体に支給状況の情報提供をおこない、連携を図った。

今後の
取組み方針等

　全妊婦と妊娠届出時に面談を実施し、妊娠早期から関係性の構築を図るとともに、出産・子育て期まで切れ目ない一貫した伴走型相談支援として支給要
件に関する時期には確実に介入を図っていく。また、特定妊婦やハイリスク妊婦等にはハイリスクアプローチを行い、伴走型相談支援の充実を図る。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

R7（2025）

目標

実績

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

国・県 支出金 4,945 3,916 4,166 4,166

一般財源 725 484 834 834

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5,670 4,400 5,000 5,000

成果目標

・妊娠期から出産・子育て期まで切れ目ない一貫した伴走型相談支援の充実を図り、安心して出産・子育てができる。
・経済的支援として、妊娠・出産時の関連用品の購入や子育て支援サービス等の利用負担軽減ができる。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業の
概　要

・対象者
①出産応援給付金５万円：R４年４月１日以降に妊娠の届出をした妊婦（医療機関を受診し、妊娠の事実を確認した方）
　※妊娠届出後、何らかの理由により妊娠を中断された方、流産・死産となった方も対象に含む
②子育て応援給付金５万円：R４年４月１日以降に出生した子どもの養育者
　※多胎児の場合は子どもの数×５万円
・下記３項目を支給要件として、妊娠期から出産・子育て期まで切れ目ない一貫した伴走型相談支援を実施。
①妊婦が、妊娠届出時に助産師・地区担当保健師との面談を受け、妊婦アンケートに回答すること
②妊婦が、７～８カ月頃に送付される妊娠中アンケートに回答すること（必要時、面談を受けること、特定妊婦やハイリスク妊婦には全例面談実施）
③産婦が、赤ちゃん訪問（生後２カ月頃）等で面談を受け、出産後アンケートに回答すること

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 子育て環境支援

事　業　名 出産・子育て応援交付金事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出産・子育て期まで切れ目ない一貫した伴走型相談支援の充実を図るとともに、妊娠・出産
時の関連用品の購入や子育て支援サービス等の利用負担軽減を図る経済的支援を一体的に実施することを目的とする。
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基本目標Ⅱ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　児童虐待に関する相談や通報に応じる。関係機関と連携して児童相談所、学校・教育委員会、こども園、保健センター（子育て世代包括
支援センター）、医療機関等の関係機関との情報共有を行う。児童相談所と連携しながら、状況に応じて訪問や面談を行う。

健やかで笑顔あふれるまち

出産・子育て支援

事業年度 子育て環境支援

事　業　名 児童虐待等による相談業務の充実

所　　　管 こども未来課

事業の内容

目　的

　児童虐待等への早期対応、防止対策として、地域、関係機関との連絡・調整機関としての役割を推進し、児童の健全育成支援対策を進
める。

成果目標

　地域における関係機関との連絡・調整機関としての役割を果たすことで、児童虐待等への早期対策を図り、児童の健全育成を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 50 50 50 50

国・県 支出金

一般財源 50 50 50 50

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　「子ども家庭総合支援拠点」の機能を子育て世代包括支援センターとこども未来課で実施できているので、R4.10付けで「子ども家庭総合
支援拠点」設置となりました。

R5
（2023）

「こども家庭センター」のR9.4設置に向けて、関係課と協議を実施中。

今後の
取組み方針等

　努力義務となっている「こども家庭センター」設置に向けて関係課と協議をしていく。
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基本目標Ⅲ

郷土愛あふれる教育のまち

1 学校教育の充実

2 生涯学習・スポーツの推進

3 青少年健全育成の推進

4 文化交流の推進

5 歴史・文化・芸術の振興

基本目標Ⅲ

  81



  82



基本目標Ⅲ

1

» 5 6 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　統廃合を進めるにあたっては、保護者及び就学前児童保護者に対する統廃合に関するアンケート調査や各地区において説明会等を開
催し、地域住民の理解と同意を得ながら児童にとって最良な学校統廃合を慎重に推進する。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 教育環境の整備・充実

事　業　名 小中学校統廃合の検討推進事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　児童生徒が活力ある教育環境の中で、それぞれの個性や能力を最大限に伸ばせるよう、適正規模の学校づくりを目的とする。

成果目標

　当面は、R8年4月開校予定である統合小学校建設にむけた串本小、橋杭小の統合の準備をし、校舎完成時には、スムーズに学校運営が
出来るよう準備を進める。また、児童生徒数の減少状況等を注視し、統廃合を進めていく。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

25% 0% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　H18年に教育環境整備審議会から出された答申をもとに進めてきたが、前回答申からかなり年月が経過していることから、R4年度に新た
に審議会を設置（委員10名）し、小中学校の統廃合について諮問を行い、R5年3月に新たな答申書を提出いただいた。

R5
（2023）

　具体的な取組・検討は行っていない。

今後の
取組み方針等

　小中学校の統廃合については、新たに教育環境整備審議会から出された答申書をもとに児童生徒数の減少状況等を注視しながら進め
ていきたい。（中長期的）
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基本目標Ⅲ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　旬の食材や季節行事、地場産物、地域の歴史や文化に関連した食材や献立を学校給食に取り入れ、日本の食文化や串本町について学
習するための生きた教材として活用する。また学校と連携し、教科に関連づけた指導ができるような献立や資料を提供する。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 教育環境の整備・充実

事　業　名 学校給食を通じた食育の推進

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　安全・安心な学校給食を提供するとともに、学校給食を通じて、児童生徒が体に必要な栄養素や健康的な食生活、また食文化や食材の
旬、産地、生産者等について、理解と関心を深めることを目的とする。

成果目標

　「給食だより」の発行については、年3回以上とする。

総
合
戦
略

数値
目標

学校給食を通じた食育の推進
学校給食における地場産物活用割合 40％（和歌山県目標値40％）
「給食だより」年 3回以上発行（5年間累計 15回以上）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
地場産物活用割合　40％

「給食だより」発行 　3回
地場産物活用割合　40％

「給食だより」発行 　3回
地場産物活用割合　40％

「給食だより」発行 　3回
地場産物活用割合　40％

「給食だより」発行 　3回

実績
地場産物活用割合　38.8 ％

「給食だより」発行 3回
地場産物活用割合　35％

「給食だより」発行 3回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　地場産物活用割合については、月によっては地元産の農水産物の納入が少なく、目標を1.2％下回った。「給食だより」については達成で
きた。

R5
（2023）

　地場産物活用割合については、計算月に地元産・県内産の農水産物の納入が少なく、目標を5％下回った。「給食だより」については達成
できた。

今後の
取組み方針等

　食育指導については、自校で独自に行っていたり、栄養教諭による授業時間を確保できない学校があるため、全部の学校を訪問すること
が困難ではあるが、できるだけ多くの学校に行けるように、校長会や給食センター部会等を通じ働きかけていく。
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基本目標Ⅲ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　串本古座高等学校の魅力化及び活性化に向けて、H28年7月に地域協議会を設立、H29年度からの全国募集をサポートしている。串本古
座高校地域協議会にコーディネーターを置き、行政との連携及び地域の多様な教育資源を活用したグローカルコースのカリキュラムの確
立及び広報活動を行う。
　公立学校として全国初となる「宇宙探求コース」や「地域探求コース」「文理探求コース」の設置に向けた支援・協力を行う。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 教育環境の整備・充実

事　業　名 串本古座高等学校との協力及び連携事業

所　　　管 教育課・総務課

事業の内容

目　的

　串本古座高等学校の魅力化及び活性化を図る。

成果目標

　全国募集を実施し、3年間（R2年度～4年度）で10名の入学希望者を目標とする。
　全国募集を実施し、3年間（R5年度～7年度）で15名の入学希望者を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5,877 7,242 10,486 10,486

国・県 支出金

一般財源 5,877 7,242 10,486 10,486

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 入学希望者　　4名 入学希望者　　5名 入学希望者　　5名 入学希望者　　5名

実績 入学者　 6名 入学者　  12名

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　2018年に開設した校内塾「くろしお塾」を利用する生徒が増加したことにより、生徒個人の学力向上、進学実績に大きな成果をあげてい
る。この取り組みが認知されてきたことで全体的に入学希望者が増えてきている。

R5
（2023）

　R6から講師を2名（1名増）とすることを決定。くろしお塾の機能として、これまでの「勉学支援機能」に加えて「豊かな自分づくりを支援する
機能（地域みらい学）」に取り組むこととなった。
　地域みらい学では、「いろんなテーマの話を、いろんな人から聞いて」「自分をさらに大きくしてもらいたい」と考えている。

今後の
取組み方針等

　R5年度の入学者は12名と大幅増となったが、更に、魅力ある高校生活のPRと受け入れ体制の充実を図っていかなければならない。そし
て受け入れ体制の充実や、希望者が増えることによる予算の増額等について、地域協議会において理解と協力を求めていく必要がある。
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基本目標Ⅲ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内の小学校4年生から中学校3年生までを対象として、ポップコンクールを実施する。各部門において優秀賞・最優秀賞を決定し、表彰
を行い、結果を町内の各小中学校で共有する。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 特色ある教育の推進

事　業　名 小中学生ポップコンクール事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　学校教育において読む力、書く力の不足及び自己表現力の向上が課題となっていることから、　自分が読んだ本のオススメをポップとして
表現し、そのコンクールを町内の小中学校全体で行うことにより、個々の表現力を高め町内の小中学校全体での読書推進を図ることを目
的とする。

成果目標

　読書推進に繋げていくため、学校の協力を得て毎年の定例行事として定着していくことを目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 18 18 18 18

国・県 支出金

一般財源 18 18 18 18

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績
応募人数

小学生の部  126人
中学生の部  210人

応募人数
小学生の部  153人
中学生の部  194人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

参加率が100％の学校もあり定例行事として定着している。
　応募人数
　小学生の部　126人
　中学生の部　210人

R5
（2023）

参加率が100％の学校もあり定例行事として定着している。
　応募人数
　小学生の部　153人
　中学生の部　194人

今後の
取組み方針等

　引き続き学校を通じた周知・協力依頼を行う。
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基本目標Ⅲ
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内の各中学校で校内予選を行い、各中学校より選抜された生徒で町大会を行う。町大会では、チャンプ本（優勝者）・準チャンプ本（準
優勝者）を決定し、チャンプ本に選出された者は和歌山県大会に出場する。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 特色ある教育の推進

事　業　名 中学生ビブリオバトル事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　学校教育において読む力、書く力の不足及び自己表現力の向上が課題となっていることから、　自分が読んだ本のオススメを自分の言葉
で表現するコンテストを開催することにより、生徒が大衆の面前で自分の感想や意見をはっきりと主張できる力を養い、同時に読書推進に
繋げていくことを目的とする。

成果目標

 読書推進に繋げていくため、学校の協力を得て毎年の定例行事として定着していくことを目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 11 11 11 11

国・県 支出金

一般財源 11 11 11 11

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績
参加人数

中学生　6人
高校生　1人

参加人数
中学生　 6人
高校生　 1人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R3年度に続き高校生の部を開催。県大会高校生の部においてチャンプ本を獲得。県大会中学生の部でも決勝進出。
　参加人数
　中学生　6人
　高校生　1人

R5
（2023）

　高校生の部も開催。県大会中学生の部においてチャンプ本を獲得し全国大会出場。
　参加人数
　中学生　6人
　高校生　1人

今後の
取組み方針等

　学校を通じた周知・協力依頼を行う。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　郷土資源の認識を深める学習の場の提供と啓発に努める。文化財保護の意識高揚や笠島遺跡出土品の周知並びに活用、また、郷土資
料収集に取り組む。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 特色ある教育の推進

事　業　名 歴史・文化財の保存継承事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　郷土の貴重な財産である歴史的資料を次世代に保存継承する使命、責務がある。郷土の自然環境の保護、保存についての認識を深
め、その活用を促進することを目的とする。

成果目標

　認識を深め、郷土の豊かな自然や文化に関心を持ってもらう。
　収集した郷土資料を整理し、将来大切な教材として有効活用できる体制をつくる。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 380 380 380 380

国・県 支出金

一般財源 380 380 380 380

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 郷土資料の収集・活用 郷土資料の収集・活用 郷土資料の収集・活用 郷土資料の収集・活用

実績
笠島遺跡出土品管理委託

郷土資料収集　3件
郷土資料貸出（展示）　2件

笠島遺跡出土品管理委託
郷土資料収集　7件

郷土資料貸出（展示）　2件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　笠島遺跡出土品については、例年通り応挙芦雪館に保管・公開を委託した。
　郷土資料の収集については、バイ籠みやサデ、土門拳に関する資料などを収集した（3件）。
　また、展示会等に郷土資料の貸し出しを行った（2件）。

R5
（2023）

　笠島遺跡出土品については、例年通り応挙芦雪館に保管・公開を委託した。
　郷土資料の収集については、紀伊風土記の丘発行書籍や氷嚢、蓄音機などを収集した（7件）。
　また、資料館等の学芸員からの要望により、郷土資料の確認、調査に協力した（2件）。

今後の
取組み方針等

　郷土資料等の収集・保護に努める。
　展示会への貸し出し等を行い、周知活用に努める。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　学力向上・生徒指導に係る研修はもとより、新しい学習指導要領に則った教育に対応するため、プログラミング教育、英語教育など和歌
山県が主催する各種研修や串本町教育委員会が主催する研修に、各校から教員が積極的に参加するよう促す。出席した教員は、その研
修内容を各校に持ち帰り、校内伝達研修を行い、若手教員が学ぶ機会を多く設ける。

郷土愛あふれる教育のまち

学校教育の充実

事業年度 教職員教育体制の充実

事　業　名 教職員研修

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　ベテラン教員の定年退職と若手教員の大量採用に伴い、串本町においても各学校における若手教員の割合が高くなってきている。また、
学習指導要領の改訂に伴って、プログラミング教育、キャリア教育、小学校における外国語教育と、新しい教育内容が増えてきている中、こ
れからの教育に対応するため、教員の資質・能力を向上させるための研修を充実させていくことは、必要なことである。

成果目標

・対象者全員が参加し、研修内容は自校に持ち帰って伝達、共有することを求める。
・各校が実施するアンケート等で地域や子どもの実態に則した教育が行われているか等を問う項目において、8割以上が肯定的な意見と
　なることを目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 10回 10回 10回 10回

実績 10回 10回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　計画した内容・日時で実施することができた。
　若手教員の増加は、ここ数年継続して初任者を採用してきた結果で、採用5年未満の若手教員が町内どの学校にも1～5人程度いる現状
で、指導力・授業力向上が急務となる中、教育委員会主導で研修を実施できたことはよかった。

R5
（2023）

　今年度も計画した内容・日時で実施することができた。学校の多忙化や若年齢化に伴い、これまで学校が担ってきた部分を教育委員会が
主になって研修を行うことで指導力・授業力向上につなげられている。また、若手の先生方の横のつながりを深めたり、教頭先生方との協
議も行うことで縦のつながりもでき、学校だけでなく町全体でステップアップする形をとることができた。

今後の
取組み方針等

　引き続き、若手教員を中心に研修を実施し、授業力向上につなげていく。
R6年度は研修の一部で、こども園の協力を計画している。幼小連携でなく、幼小中みんなで串本町の子どもたちを育てるといった連携の意
識をもって取組を進めていきたい。

89



基本目標Ⅲ
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» 6 7 »

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

【団体数】　 　42団体（R6年4月1日現在）
【会員資格】　60歳以上の高齢者
【会員数】 　　1,406名　（R6年4月1日現在）
＜事業内容＞
・老人クラブに関する調査研究　（全国老人クラブ大会等への出席）
・老人クラブ指導者の育成　（単位老人クラブ指導者研修会、女性リーダー研修会等への出席）
・老人健康増進と老人福祉の広報宣伝
　（グラウンドゴルフ大会、ゲートボール大会、囲碁・将棋大会、レクリエーション大会の開催）
・その他目的達成に必要な事業

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 生涯学習・趣味活動支援

事　業　名 老人クラブ助成事業

所　　　管 福祉課

事業の内容

目　的

　仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行うとともに、その知識や経験を生かして地域の各団体と共同
し、地域を豊かにする社会活動に取り組み、明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努めることを目的とする。

成果目標

・地域高齢者の健康づくり、介護予防活動
・在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
・安全、安心の住みよいまちづくりを目指すボランティア活動
・老人クラブの組織活動の強化
・老人クラブ会員数　1,406名（R6年度）　→　会員数維持（R8年度）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,978 2,065 2,065 2,065

国・県 支出金 1,158 1,103 1,101 1,101

一般財源 820 962 964 964

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 会員数　1,582名 会員数　1,499名 会員数　1,406名 会員数　1,406名

実績 会員数　1,499名 会員数　1,406名

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

25% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、レクリエーション大会などを中止した。また、R3年度同様に各地区単位の老人クラブにおいても
十分な活動は行えなかった。

R5
（2023）

　新型コロナウイルスの5類移行により、コロナ前同様の会議開催と町主催イベントを開催した。レクリエーション大会についてはロケット打
ち上げ日と重なり、急遽中止となった。各地区単位の老人クラブ活動については十分な活動を行えなった。

今後の
取組み方針等

　新型コロナウイルス感染症にかかる制限はなくなったものの、対象者が高齢者であるため、今後も必要な感染対策を行いつつ、老人クラ
ブの活動を行っていくことで、会員数の維持を図る。
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基本目標Ⅲ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　2年に一度、文化自主事業実行委員会により文化自主事業公演を実施。
　公民館サークル活動を行っている各種団体等の代表者で構成した串本町文化自主事業実行委員会にて内容を検討し、質の高い芸術公
演等を開催する。
　自主財源の文化自主事業公演を実施しない年度に宝くじ公演を開催できるよう、県へ申請を行う。
　宝くじ公演は県による抽選で決定されるため、空白の年度に毎回実施できるわけではない。

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 生涯学習・趣味活動支援

事　業　名 文化自主事業公演助成事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　町民が普段触れることのできない質の高い芸術に親しむ機会を提供し、地域芸術文化の向上を目的とする。

成果目標

　自主財源・宝くじ公演関わらず、公演を開催した場合は定員の9割を目標とする。（600席なら540席、感染症等を考慮して半分の300席を
定員とした場合は270席）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 127 ― 2,000 ―

国・県 支出金

一般財源 127 2,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 公演来場者　270人 公演来場者　540人

実績
チケット販売数：268枚

当日来場者：208名
（スタッフ除く）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% % % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標である270枚と遜色ない268枚のチケットを販売した。
　R5年度の宝くじ公演について、申請はしたが採択には至らなかった。

R5
（2023）

　隔年実施のため、実績なし。

今後の
取組み方針等

　質の高い芸術に親しむ機会を提供する本事業は有意義であるため、町民が文化に触れる機会をコロナ前の水準に近づけるべく、計画に
沿って公演を実施していきたい。
　限られた町の財源を使用せずに公演が実施可能である宝くじ公演も、引き続き申請を継続する。
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基本目標Ⅲ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内公民館支館及び分館において、人権学習、平和学習、家庭教育、地域課題、社会問題、趣味、レクリエーションなど実施し、成人に対
する学習機会を設定するとともに、現代社会における課題に対応した学習を図る。

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 生涯学習・趣味活動支援

事　業　名 成人教育講座開設事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　現代社会における問題や地域教育に関すること等の学習機会の拡大や人間の尊厳や基本的人権に係る学習の推進を図る。また、諸問
題・課題に対する理解や解決に結びつけ、命の大切さ等再認し、幸福で有意義に過ごせる町づくりを目指す。

成果目標

　R2年度8支館24講座　延べ500人
　R3年度7支館21講座　延べ400人
　R4年度8支館24講座　延べ450人
　R5年度7支館21講座　延べ350人
　R6年度8支館24講座　延べ450人
  R7年度7支館21講座　延べ350人

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 240 210 240 210

国・県 支出金

一般財源 240 210 240 210

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 24講座　延べ450人 21講座　延べ350人 24講座　延べ450人 21講座　延べ350人

実績 14講座　延べ254人 12講座　延べ262人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の影響で一部中止となった。
　各支館に紹介していた地域包括支援センターからの派遣事業の活用事例があった。

R5
（2023）

　新型コロナウイルス感染症対策のガイドラインは廃止されたが、なお影響が残り、一部実施できなかった。
　地域包括支援センターからの派遣事業は引き続き活用事例あり。

今後の
取組み方針等

　人権学習の推進を図り、成人の学習機会の提供に取り組む。
　役場からの派遣事業の紹介なども継続していく。
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基本目標Ⅲ

2

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　生涯学習の取組として、公民館活動、各種教室、町民総合展、音楽祭等を開催。スポーツ活動では、歩こう会や各種スポーツ大会等を開
催する。

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 生涯学習・趣味活動支援/スポーツ活動支援

事　業　名 生涯教育・スポーツ・趣味活動支援

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　町民の多様な要望に応えるため、関係機関や団体との連携を図り、学習、鑑賞、創造活動を計画的かつ効果的に推進し、地域の暮らし
に根づいた文化の創造発展に寄与する。また、各種大会を通じて、お互いの親睦と交流を深めると共に健康保持、体力増進、スポーツの
普及振興に努める。

成果目標

　生涯教育教室　10回／年、生涯スポーツ各種大会開催10回／年、町民大運動会１回／年、歩こう会　1回／年　高齢者スポーツ大会開催
3回／年　本館講座等48回／年　支館講座等700回／年、町民総合展　１回／年

総
合
戦
略

数値
目標

生涯学習・スポーツ・趣味活動支援
公民館講座 12回／年以上（5年間累計 60回以上）
講演会・町民総合展・音楽祭・各種スポーツ大会 1回／年開催（5年間累計 延べ20回以
上）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 11,807 11,807 11,807 11,807

国・県 支出金

一般財源 11,807 11,807 11,807 11,807

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

公民館講座 12回
町民総合展  1回

音楽祭  1回
各種スポーツ大会  1回

公民館講座 12回
町民総合展  1回

音楽祭  1回
各種スポーツ大会  1回

公民館講座 12回
町民総合展  1回

音楽祭  1回
各種スポーツ大会  1回

公民館講座 12回
町民総合展  1回

音楽祭  1回
各種スポーツ大会  1回

実績

公民館講座  12回
町民総合展  1回

音楽祭  1回
各種スポーツ大会   1回

公民館講座  12 回
町民総合展  1回

音楽祭   1回
各種スポーツ大会  2回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染対策を実施しつつ、4年ぶりに町民音楽祭を開催した。
　町民総合展は継続実施ができた。
　講座、スポーツ大会等は状況を考慮しながら実施ができた。

R5
（2023）

　コロナ禍を経て4年ぶりに町民大運動会を開催。
　R4年度に町内で実施した歩こう会も、4年ぶりにバスを使い町外（三重県熊野市）で実施。
　町民総合展は継続実施ができた。講座、スポーツ大会も実施できた。

今後の
取組み方針等

　R４年度より講演会は人権講演会へ集約。
　住民が各事業により参加しやすい環境を考慮していく。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　串本町内全域から参加し、地区対抗種目や、防災に関する種目もあり、一般参加される方も楽しめる運動会を開催する。

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 スポーツ活動支援

事　業　名 町民大運動会事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　町民の多くが運動会に参加することにより、スポーツ、レクリエーションに親しむ機会を提供し、町民相互の親睦や健康意識を高めること
を目的とする。

成果目標

　運動会の実施
　参加者数2,000人
　参加地域数17地区

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― 1,200 1,200 1,200

国・県 支出金

一般財源 1,200 1,200 1,200

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
2,000人
17地区

1,500人 1,500人 1,500人

実績
0人

0地区
1,000人
12地区

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　町民のみの参加ではあるが、2,000人以上が密集するイベントであるため新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して、7月に中止を決定した。
　関係各所の準備や賞品の確保があるため、開催や中止の判断を8月以降にするのは難しい。

R5
（2023）

　コロナ禍を経て4年ぶりに実施。地区対抗では協議により人数を揃えられない地区もあることから、玉入れは地区対抗、リレーは団体対抗と柔軟に対
応した。
　また、開催時間も午前中のみの半日開催、最後に串本節を参加者全員で踊るなどの取組を行った。

今後の
取組み方針等

　地域により参加の熱量も異なり、参加者の確保が年々難しくなっている。休日仕事の町民もいることに加えて、延期等になれば世話役や参加者の負
担も増大する。
　午前中でイベントを終える、延期日は設けない、地区の区分を変更するなど、方針転換が必要である。
　関係者と協議を重ねて、方向性を決めたい。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　既存施設及び総合運動公園の天然芝の管理については、良好な状態を維持するため、整備充実に努める。なお、総合運動公園施設に
ついては、R2年度から指定管理者制度へ移行した。

郷土愛あふれる教育のまち

生涯学習・スポーツの推進

事業年度 スポーツ活動支援

事　業　名 総合運動公園等管理事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　地域住民やキャンプ誘致活動における利用者が快くスポーツができる機会と場所を提供するため、社会教育施設・総合運動公園の整備
充実を図るものとする。

成果目標

【H30年度実績】
　野球場5,857人、多目的グラウンド11,409人、テニスコート9,005人、雨天練習場2,249人
  計28,520人
　H30年度実績以上の利用者となることを目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 67,925 67,925 67,925 67,925

国・県 支出金

一般財源 67,925 67,925 67,925 67,925

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

野球場  　5,857人
多目的グラウンド　11,409人

テニスコート 　9,005人
雨天練習場  　2,249人

野球場  　5,857人
多目的グラウンド　11,409人

テニスコート 　9,005人
雨天練習場  　2,249人

野球場  　5,857人
多目的グラウンド　11,409人

テニスコート 　9,005人
雨天練習場  　2,249人

野球場  　5,857人
多目的グラウンド　11,409人

テニスコート 　9,005人
雨天練習場  　2,249人

実績

野球場  　6,557人
多目的グラウンド  　7,810人

テニスコート  　2,870人
雨天練習場  　 9,558人

野球場  　5,447人
多目的グラウンド　 9,107人

テニスコート 　1,536人
雨天練習場  　9,356人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標合計28,520人に対し実績合計26,795人とほぼ目標を達成。
　指定管理になり施設は丁寧に管理されている。

R5
（2023）

　目標合計28,520人に対し実績合計25,446人とほぼ目標を達成。
　指定管理になり施設は丁寧に管理されている。

今後の
取組み方針等

　利用者を増やすため南紀エリアスポーツ合宿推進協議会、スポーツクラブNAS株式会社、宿泊施設等と連携し誘致活動を行っていく。
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削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　地域住民や保護者等が学校運営に参画するため「学校運営協議会」を設置し、学校運営の基本方針の承認や課題解決のための具体的
な手立てを協議する。　また、「共育コミュニティ」の取組として、学校運営協議会での協議を踏まえ、学校と地域が相互にパートナーとして
連携・協働して行う様々な活動を実施する。

郷土愛あふれる教育のまち

青少年健全育成の推進

事業年度 地域ぐるみの活動促進

事　業　名 コミュニティスクール推進事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　地域住民及び保護者等の学校運営への参画と協働を進めることにより、学校、地域住民及び保護者等との連携を深め、地域に開かれ信
頼される学校づくり並びに学校、家庭及び地域が一体となって、子どもの育ちや学びを支えるとともに、子どもも大人も共に育ち、育て合う
「共育コミュニティ」の取組を推進していくことを目的とする。

成果目標

　共育コミュニティの取組を継承し、活動を継続するとともに、学校運営協議会の多様な活用を推進し、活動内容の充実を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 952 1,183 1,560 1,560

国・県 支出金

一般財源 952 1,183 1,560 1,560

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 学校運営協議会　20回 学校運営協議会　20回 学校運営協議会　20回 学校運営協議会　20回

実績 学校運営協議会　27回 学校運営協議会　26回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標を達成できた。

R5
（2023）

　目標を達成できた。

今後の
取組み方針等

　ふるさとを愛し、ふるさとに誇りを持てる児童・生徒の育成に取り組んでいく。
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基本目標Ⅲ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　主に3歳以上の子供を対象として、串本町図書館において毎月1回(年間12回)、「ぶっくらぶ」による読み聞かせ会のほか、折紙や手遊び
等を実施し、親子のコミュニケーションを図る機会を提供する。図書館から遠く離れた地域の方にもより多く自動車文庫による出張貸出を推
進する。

郷土愛あふれる教育のまち

青少年健全育成の推進

事業年度 地域ぐるみの活動促進

事　業　名 読み聞かせ会事業及び読書活動の推進

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　学校教育において読む力、書く力の不足が課題となっていることから、小中学生に対して本に興味を持ち、本を通して個々の表現力を高
める活動を推進するとともに、幼少期より本に慣れ親しむ活動を推進することで、読書好きな子どもの育成はもとより、豊かな想像力、集中
力、コミュニケーション能力等の向上を目指す。

成果目標

　読み聞かせ事業は少子化による児童の減少が課題であるが、串本町図書館が地域保健福祉センター内に仮移転する機会を捉え、広報
活動を充実し、H30実績(40人)の維持を目指す。自動車文庫の配車場所を開拓する。（H30年度19箇所）

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 104 104 104 104

国・県 支出金

一般財源 104 104 104 104

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
読み聞かせ会　　40人

自動車文庫配車場所開拓　19箇所
読み聞かせ会　　40人

自動車文庫配車場所開拓　19箇所
読み聞かせ会　　40人

自動車文庫配車場所開拓　19箇所
読み聞かせ会　　40人

自動車文庫配車場所開拓　19箇所

実績
読み聞かせ会　　43人

自動車文庫配車場所開拓　22箇所
読み聞かせ会　　27人

自動車文庫配車場所開拓　22箇所

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　図書館改修工事のため2月3月の読み聞かせ会を中止。目標は達成。

R5
（2023）

　読み聞かせ会の目標人数未達成。

今後の
取組み方針等

　読み聞かせ会についてこども園等を通じた周知を行う。
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基本目標Ⅲ

3

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　ジュニアリーダー研修会　年1回実施　対象　町内小学校4～6年生
　子ども劇団等鑑賞事業　年1回実施　対象　町内小学生・園児（年により異なる）
　青少年体験事業　年1回実施　対象　町内小学生
　家庭教育講座　年2回実施

郷土愛あふれる教育のまち

青少年健全育成の推進

事業年度 地域ぐるみの活動促進

事　業　名 子ども会・青少年育成事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　青少年に学習活動や社会参加を促し、自己の発見・生きがいを見つけ、豊かな心を育むための具体的な諸施策を講ずる。
また、町内各種団体の協力を得て各小学校区に子ども会を組織し、自然体験や社会体験などを通して生きる力を育み、子ども達の健やか
な成長を促すことを目的とする。

成果目標

　町内小学生が社会や自然の体験を通じて学習を行う事業を毎年実施する。また、保護者の子育て知識向上を目指す。
　・ジュニアリーダー研修会　県との合同開催で25名以上維持（R4は29名）
　・子ども劇団等鑑賞事業　年1回実施
　・青少年体験事業　各年度参加者10名
　・家庭教育講座　年2回実施　各講座参加者20名

総
合
戦
略

数値
目標

子ども会・青少年育成事業

ジュニアリーダー研修会 　年1回実施（5年間累計5回）
子ども劇団等鑑賞事業　　年1回実施（5年間累計5回）
青少年体験事業　　　　　　年1回実施（5年間累計5回）
家庭教育講座　　　　　　　 年2回実施（5年間累計10回）KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,448 2,648 2,944 2,944

国・県 支出金 50 50

一般財源 2,448 2,648 2,894 2,894

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

ジュニアリーダー研修会 1回
子ども劇団等鑑賞事業 1回

青少年体験事業 1回
家庭教育講座 2回

ジュニアリーダー研修会 1回
子ども劇団等鑑賞事業 1回

青少年体験事業 1回
家庭教育講座 2回

ジュニアリーダー研修会 1回
子ども劇団等鑑賞事業 1回

青少年体験事業 1回
家庭教育講座 2回

ジュニアリーダー研修会 1回
子ども劇団等鑑賞事業 1回

青少年体験事業 1回
家庭教育講座 2回

実績

ジュニアリーダー研修会 1回
子ども劇団等鑑賞事業 1回

青少年体験事業  3回
家庭教育講座 0回

ジュニアリーダー研修会  2回
子ども劇団等鑑賞事業  1回

青少年体験事業  1回
家庭教育講座  0回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の感染状況を見つつ、適宜実施した。
　ジュニアリーダー養成キャンプは宿泊予定を日帰りに変更した。（冬に実施した際は泊まりで実施）
　料理等に関するイベントは念のため自粛したが、科学実験教室や天体観望会等、楽しみながら自然や科学を学ぶ機会を支援した。

R5
（2023）

　ジュニアリーダー養成キャンプは１泊２日で夏・冬２回開催。
　料理等に関するイベントは引き続き自粛したが、宝探しスタンプラリーのようにジュニアリーダーが企画・運営するイベントを支援した。

今後の
取組み方針等

　同年代交流や家族以外の人との関わりは、子どもの健全な成長に必要不可欠である。新型コロナウイルス感染症の影響を考慮しながら
も、事業は継続していきたい。子どもが減少しているので、町の事業で県や国と似たものがあれば、合同開催をするなど工夫をしたい。
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基本目標Ⅲ

4

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　国内の友好市町との交流を深め、地域活性化につながるような様々な取組を展開する。

郷土愛あふれる教育のまち

文化交流の推進

事業年度 国際・国内都市との交流活動

事　業　名 本州四端交流事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　本州の四方位の最端の地（岩手県宮古市、山口県下関市、和歌山県串本町、青森県大間町）の自治体が地域特性を活かした交流を通し
て地域活性化を図ることを目的とする。

成果目標

・「本州四端踏破ラリー」の実施
・本州四端首長交流会議の実施
・本州四端各市町のイベント時において協議会のPRを実施
・本州四端協議会事務担当者会議の開催
・本州四端連携によるクルーズ客船の誘致活動を実施
・本州四端PRブース出展事業等の新規PR事業を実施

総
合
戦
略

数値
目標

本州四端交流事業 本州四端首長交流会議開催 1回／年（5年間累計 5回）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 375 331 417 417

国・県 支出金

一般財源 375 331 417 417

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 交流会議　1回 交流会議　1回 交流会議　1回 交流会議　1回

実績 交流会議　1回 交流会議　1回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　本州四端協議会事務担当者会議をWeb会議にて開催。本州四端首長交流会議を串本町で開催し、会議では今後の交流活動について活発
な意見交換と本州最南端・潮岬の訪問及び町内施設の視察並びに本州最南端の火祭りへの参加を通して、交流事業を盛会裡に終了でき
た。

R5
（2023）

　本州四端協議会事務担当者会議をWeb会議にて開催。本州四端首長交流会議を青森県大間町で開催し、今後の交流活動について活発な
意見交換と本州最北端・大間崎の訪問及び町内施設の視察を行う交流事業が図られた。またR5年度事業として、本州四端踏破ラリーや宮
古市産業まつりにおける本州四端PRブースへの特産品物販・ポスター掲示、本州四端インスタグラムフォトコンテスト（新規事業）を開催し、
各市町の魅力発信事業を実施した。

今後の
取組み方針等

　持ち回りにより開催される本州四端首長交流会議へ参加し、継続的な交流を行うとともに、本州四端協議会のPR活動を通じて、本州四端
市町の魅力発信や地域活性化を図っていく。
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基本目標Ⅲ

4

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　トルコのほか、アメリカ、オーストラリア（木曜島）との国際交流を継続して行う。

郷土愛あふれる教育のまち

文化交流の推進

事業年度 国際・国内都市との交流活動

事　業　名 国際交流事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　姉妹都市・友好都市に係る史実に関する教育や式典等の開催により、郷土愛や郷土への誇りを育む取組を推進する。

成果目標

　R7年に日本トルコ友好135周年記念式典を開催。
　町内小中学校において、トルコに関する学習の機会を持つ。
　姉妹都市来客、大使館の来町に対応する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,524 1,575 3,088 29,547

国・県 支出金

一般財源 1,524 1,575 3,088 15,167

14,380

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

・エルトゥールル号追悼式の開催
・町内小中学校において、トルコに
　関する学習の実施
・姉妹都市来客、大使館の来町対応

・エルトゥールル号追悼式の開催
・町内小中学校において、トルコに
　関する学習の実施
・姉妹都市来客、大使館の来町対応

・エルトゥールル号追悼式の開催
・町内小中学校において、トルコに
　関する学習の実施
・姉妹都市来客、大使館の来町対応
・草の根交流サミット

・日本トルコ友好135周年記念式典開
　催（事業費は、H27決算額）
・エルトゥールル号追悼式の開催
・町内小中学校において、トルコに
　関する学習の実施
・姉妹都市来客、大使館の来町対応

実績

・エルトゥールル号追悼式の開催
　（規模縮小）

・エルトゥールル号追悼式の開催
・日ト友好コンサートの開催
・和歌山県人会世界大会参加者（約
７０名）の受入対応
・アンカラ日本語弁論大会優勝者（４
名）の受入対応

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　エルトゥールル号追悼式典の実施（新型コロナウイルス感染防止のため規模縮小）

R5
（2023）

　7月にアンカラ（トルコ）日本語弁論大会優勝者（4名）が来町し町民と交流。9月に日・ト友好コンサート、エルトゥールル号追悼式典を実
施。10月に和歌山県人会世界大会参加者約70名が来町し町民と交流。

今後の
取組み方針等

　オンラインによる交流など、感染症対策を踏まえた国際交流事業を実施する。
　町内小中学校において、トルコに関する学習の機会を持つ。
　また、R7年に日本トルコ友好135周年記念式典を開催。
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基本目標Ⅲ

5

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　計画的に文化財の保護、保全を行う。また、文化財保持者に対して補助や支援を行い、次世代へ保存継承をサポートする。
　町内の指定・未指定文化財の精査・調査を行い、新規指定や指定解除、県・国指定への推薦など、文化財の適切な価値の再検討を行
う。
　住民へ文化財の周知及び理解を深めていただき、次世代への保存継承活動として活用する。

郷土愛あふれる教育のまち

歴史・文化・芸術の振興

事業年度 歴史文化財の保全活動

事　業　名 町文化財等・文化活性化保存継承事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　町内の文化的貴重な財産である有形文化財・無形文化財及び歴史的資料を次世代に保存継承することを目的とし、調査研究を行うと共
に住民が各種文化財等の認識を高める機会の創設及び保存、保護継承することを目的とする。

成果目標

　文化財保持者への補助・支援や文化財の適切な保護を行い、次世代へ文化財が保存継承されるよう努める。
　継続的な文化財の調査により、町内文化財の価値の再検討に努める。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 421 1,658 1,675 1,675

国・県 支出金

一般財源 421 1,658 1,675 1,675

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
文化財の調査

文化財保持者への支援
文化財の調査

文化財保持者への支援
文化財の調査

文化財保持者への支援
文化財の調査

文化財保持者への支援

実績
国重要文化財存続活動支援

1件

国重要文化財存続活動支援
1件

町指定文化財改修支援１件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、組織だった文化財調査を行うことができなかった。
　国重要文化財の河内祭り自体は中止となったが、伝統技能継承のため練習活動等に対する保存会への活動補助を行った。

R5
（2023）

　国指定重要文化財の河内祭りが4年ぶりに開催された。
　町指定文化財の改修が必要になったため、改修補助を行った。
　その他、県や文化庁と連携して国重要文化財保持者への支援を行っている。

今後の
取組み方針等

　引き続き文化財の適切な保護保全に努め、文化財の価値の調査を行っていく。
　また、文化財保持団体への支援も続ける。
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基本目標Ⅲ

5

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　歴史・文化・芸術に接する機会の提供として、各種教室、文化講演会、展示会等を開催する。また、各関係機関や関係団体と連携を図り、
必要な支援を行う。

郷土愛あふれる教育のまち

歴史・文化・芸術の振興

事業年度 歴史・文化・芸術に対する意識の醸成

事　業　名 歴史・文化・芸術活動の支援

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　歴史・文化・芸術に触れ、それに関わる活動を行うことにより、町民の健康で文化的に豊かな生活を実現し、地域の暮らしに根付いた文化
の創造発展に寄与することを目的とする。

成果目標

　主要な年間行事（町民音楽祭、文化講演、町展、県美術家協会展）の開催を維持しながら、参加団体（参加人数）を増やしていく。
  R4年度　音楽祭 250人(2日延べ人数)
　H30年度　町展 1，835人　出展 410点
　R1年度　県美展  621人　　　　　　　　　　　　　　　を維持。

総
合
戦
略

数値
目標

歴史・文化・芸術活動の支援
町民音楽会2日延べ300人以上
町展 1，500人以上　出展  500点以上
県美展 500人以上（2年に1度開催）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,032 1,782 1,032 1,782

国・県 支出金

一般財源 1,032 1,782 1,032 1,782

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

町民音楽会 　380人
町展    　　　1,500人
出展   　　 　　500点

町民音楽会 　300人
町展    　　　1,500人
出展   　　 　　500点
県美展   　　　500人

町民音楽会 　300人
町展  　  　　1,500人
出展   　　 　　500点

町民音楽会 　300人
町展    　　　1,500人
出展   　　 　　500点
県美展   　　　500人

実績

町民音楽会　 250人
町展     　　 2,497人
出展             586点

町民音楽会　  350人
町展     　    1,506人
出展   　   　   671点
県美展          310人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　町民音楽祭を実施。コロナ禍ということもあり、参加団体は器楽・合唱等の部 6団体、バンドの部 4団体と例年と比較して少なかった。
　町展は一度に来場する人数が限られていることから感染対策の上、実施し目標を達成。

R5
（2023）

　町展は来場者1,506人、出品数671点であった。町民音楽祭を実施。コロナ禍も明け、参加団体も昨年度に比べて増加した。
　県美展は来場者310人。

今後の
取組み方針等

　感染症等の状況により判断する。
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基本目標Ⅳ

いきいきと活力あふれるまち

1 農林水産業の活性化

2 商業・産業の活性化

3 観光振興による地域経済活性化

4 UIJターン串本暮らしの推進

5 地域資源を活かした交流の推進

6 若者の就職支援と後継者育成

基本目標Ⅳ
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　近年耕作者の高齢化により、遊休農地が増加傾向にあるため、地元で意欲を持って農業に取り組んでいる人たちが、利用権設定や購入
により農地の利用集積を図ることを期待する。このためこの支援事業を利活用して遊休農地の解消を目指す。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 遊休農地活用支援事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　当町の農業は、大半が小規模農家によるものであり高齢化が進むとともに、後継者不足により耕作放棄地が増加している。このような農
地の利用集積を進めるため、関係する農業団体であるJA紀南とJAみくまのとの協力連携を図りながら、耕作放棄地の解消に取り組んでい
く。

成果目標

　毎年 0.3haの耕作放棄地の解消を目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 589 1,211 600 600

国・県 支出金

一般財源 589 1,211 600 600

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 耕作放棄地解消　0.3ha 耕作放棄地解消　0.3ha 耕作放棄地解消　0.3ha 耕作放棄地解消　0.3ha

実績 耕作放棄地解消　0.3ha 耕作放棄地解消　  0.6ha

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標件数を達成済。

R5
（2023）

　目標件数を達成済。

今後の
取組み方針等

　予算額が60万円（30a分）であるため、目標面積についても予算に併せて0.3haに変更する。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　定期的な林道の巡回・林道の草刈・維持補修を実施する。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 林道維持管理事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　林道関係の適切な維持管理により森林施業の効率化を促進する。

成果目標

　林道機能の維持管理を図り、森林整備による林業の活性化を推進する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,094 3,901 2,600 2,600

国・県 支出金

一般財源 4,094 3,901 2,600 2,600

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　林道の巡回・草刈り・維持補修を実施し、目標を達成できた。

R5
（2023）

　林道の巡回・草刈り・維持補修を実施し、目標を達成できた。

今後の
取組み方針等

　林道の適切な維持管理により森林施業の効率化を促進していく。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・稚魚稚貝稚海老の放流を実施。同時に和歌山県水産試験場と追跡調査をおこない、事業の有効性を調査していく。
・磯焼け対策として、磯清掃や藻類移植による藻場造成を地域の実情に沿って実施していく。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 種苗放流・磯根資源再生事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　漁業従事者の高齢化やカツオ漁獲量の低迷などから、串本町の漁業の大きな流れとして、地先資源の充実を目指した取組にシフトしてい
る。その中でイセエビやアワビ、トコブシ、有用海藻の増産を目指した各種施策をおこなう。

成果目標

　稚魚放流　13,000匹／年、イセエビ放流　40,000匹／年、稚貝放流　60,000匹／年

総
合
戦
略

数値
目標

種苗放流・磯根資源再生事業 種苗放流 11.3万匹／年（5年間累計 56.5万匹）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 8,188 7,959 10,850 10,850

国・県 支出金 1,583 1,583 1,583 1,583

一般財源 3,167 3,167 3,167 3,167

6,100

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 3,438 3,209 6,100

R7（2025）

目標 種苗放流　11.3万匹 種苗放流　11.3万匹 種苗放流　11.3万匹 種苗放流　11.3万匹

実績 種苗放流　3.8万匹 種苗放流  3.4万匹

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　稚魚（13,900）、イセエビ（1,600）、稚貝（22,000）の放流事業を実施。稚魚放流では、目標値を達成した。イセエビと稚貝は目標値を大きく下回った。磯焼
け対策として、高水温適性株を使用した藻類移植のほか磯掃除を実施した。
　目標未達の理由として、稚貝放流では未だ海況が良くないとの漁業者判断による事業見送り、イセエビは稚エビの確保が難しい（不漁）こともあるが、目
標算定の際、算出方法に誤りがあったことが大きな要因である。

R5
（2023）

　稚魚（13,900）、イセエビ（1,180）、稚貝（19,400）の放流事業を実施。稚魚放流では、目標値を達成した。イセエビと稚貝は目標値を大きく下回った。磯焼
け対策として、高水温適性株を使用した藻類移植のほか磯掃除を実施した。
　稚エビと稚貝の確保が難しい状況が続いており、目標値を下回る原因となった。

今後の
取組み方針等

　水産資源の維持、回復を図るため、引き続き、漁業者のニーズを踏まえた種苗放流を実施し、また漁協が行う放流事業の支援を行っていく。
　磯焼け対策についても、県・関係者と協力連携しながら、地域の状況に応じた効果的な事業を検討、実行していく。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　各漁港ごとに策定した機能保全計画に沿って、A及びB判定をうけた施設の改修を行う。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 漁港施設の維持管理推進事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　水産業を営む上で、その活動拠点となる漁港について既に策定した機能保全計画等に基づき適正な維持管理を行い、安全で効率的な
漁業活動を推進する。

成果目標

　野凪漁港機能保全事業（防波堤の修繕）　R4年度完了予定。
　船瀬漁港機能保全事業（防波堤の修繕）　R4年度完了予定。
　大島漁港機能保全事業（防波堤の修繕）　R5年度完了予定。
　動鳴気漁港機能保全事業（防波堤の修繕）　R6年度着手予定。
  動鳴気漁港機能保全事業（防波堤の修繕）　R7年度完了予定。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 31,205 3,605 5,710 9,100

国・県 支出金 15,602 1,802 2,855 4,550

一般財源 15,603 1,803 2,855 4,550

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
繰越工事２件の完了

漁港機能保全測量設計１件
漁港機能保全工事　１件漁港機能保全測量設計１件 漁港機能保全工事　１件

実績
工事２件の完了

測量設計１件完了
工事1件完了

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　野凪漁港機能保全工事及び船瀬漁港機能保全工事完了。

R5
（2023）

　大島漁港機能保全工事完了。

今後の
取組み方針等

　機能保全計画の定期的な見直しにより、効果的かつ効率的な維持管理・更新等を実施していき、施設の長寿命化や更新コストの縮減を図る。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・農業者による侵入防止柵の設置を支援する。
・有害鳥獣捕獲等を支援し個体数を減少させる。
・有害鳥獣捕獲従事者数を確保するため新規狩猟免許取得支援を実施する。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 鳥獣害対策の強化事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　町内全域において、鳥獣害による農作物被害が頻発している。このため、農作物の鳥獣害による被害を減少させることにより、農業生産
意欲の向上と担い手の確保により遊休農地の増加を抑制することを目的とする。

成果目標

　串本町鳥獣被害防止計画に従い、有害鳥獣の捕獲、侵入防止柵の設置、新規有害鳥獣捕獲従事者の確保等の対策を実施し、有害鳥
獣による農作物被害を計画記載の目標値まで減少させる。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 9,870 11,986 16,556 16,556

国・県 支出金 7,872 9,378 12,628 12,628

一般財源 1,998 2,608 3,928 3,928

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

【鳥獣被害防止計画に基づく
R2～R4の達成目標値】
被害額：249.2万円
被害面積：1.87ha

【鳥獣被害防止計画に基づく
R5～R7の達成目標値】
被害額：96.0万円
被害面積：1.08ha

実績
被害額：163.2万円
被害面積：1.22ha

被害額：201.1万円
被害面積：1.23ha

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　串本町鳥獣被害防止計画に掲げる被害の軽減目標について、被害軽減のための各種施策の実施等により目標値は達成できている。
　鳥獣被害対策実施隊については結成に至っていない。

R5
（2023）

　串本町鳥獣被害防止計画に掲げる被害の軽減目標について、昨年度を超える有害鳥獣の捕獲実績であったが、被害軽減の目標値は達
成できなかった。

今後の
取組み方針等

　農作物等の鳥獣被害を減少させるため、串本町鳥獣被害防止計画に基づき、防護柵等の設置補助、狩猟免許取得支援による新規有害
鳥獣捕獲従事者の確保、有害鳥獣の捕獲、地域による追い払い活動の支援、鳥獣被害対策実施隊結成の検討等について継続して取り組
む。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　森林所有者への意向調査を行い、所有者自らが森林管理できない場合において、必要かつ適当と認められる場合は町で森林管理の委
託を受ける。林業経営に適した森林については、意欲と能力のある林業経営者へ再委託され、林業経営に適さない森林等について、町で
間伐等の管理を行っていく。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 生産基盤・生産性の向上

事　業　名 森林経営管理事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　森林所有者が経営する意欲がなく、現状で引き受け手がない手入れ不足の育成林（人工林等）について、市町村が仲介役となり、健全な
状態に整備していく。

成果目標

　R2：意向調査　500件／年間
　R3：意向調査　500件／年間　森林管理権集積計画策定　　　10件／年間
　R4：意向調査　100件／年間　森林管理権集積計画策定　　　　1件／年間（実態に合わせて下方修正）
　R5：意向調査　100件／年間　森林管理権集積計画策定　　　  1件／年間
　R6：意向調査　100件／年間　森林管理権集積計画策定　　　　1件／年間
  R7：意向調査　100件／年間　森林管理権集積計画策定　　　　1件／年間

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 3,333 7,557 30,527 30,527

国・県 支出金 3,333 7,557 30,527 30,527

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
　　　意向調査　100件

　　計画策定  　1件
　　　意向調査　  100件

　　計画策定　　　 1件
　　　意向調査　  100件

　　計画策定　　　 1件
　　　意向調査　  100件

　　計画策定　　　 1件

実績
　　　意向調査　 56件

　　計画策定　  2件
　　　意向調査   81件

　　計画策定    0件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　意向調査については、引き続き実施する。
　森林経営管理権集積計画については、里川地区で2件の計画を策定し、公表を行った。

R5
（2023）

　意向調査については、引き続き実施する。
　森林経営管理権集積計画については、R4年度策定の計画に従い間伐業務を実施。引き続き新規策定に向けた働きかけを継続。

今後の
取組み方針等

　意向調査は15年間で町内全域に実施予定。
　集積計画については、年間1箇所以上の作成を目指す。
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基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　補助の対象者は、串本町の住民基本台帳に記載のある方、または串本町に転入予定若しくは居住地の移転予定の方で5年以上の在町
を確約できる方。かつ、自ら居住するために紀州材の使用により、地元製材所及び地元建築業者により建築しようとする方。となっており、
使用した材積に応じて補助を行う。

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 ブランド化・販売力強化促進

事　業　名 紀州材利用定住促進住宅等建設費補助金事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　地元林産業者及び地元建築業者の活性化を促進するため、地域の産品である紀州材を利用して住宅を建築する住民や転入予定者に対
して補助を行い定住を促進する。

成果目標

　年間10棟の新築を計画している。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6,100 6,800 6,000 6,000

国・県 支出金

一般財源

6,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 6,100 6,800 6,000

R7（2025）

目標 10棟 10棟 10棟 10棟

実績 8棟 10棟

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　8棟（80万円×6棟、65万円×2棟）
　件数は目標に届かなかったが、当初予算（600万円）を超える補助金の交付を行った。

R5
（2023）

  10棟（80万円×5棟、65万円×2棟、50万円×3棟）
　目標件数の達成に加え、当初予算（600万円）を超える補助金の交付を行うことができた。

今後の
取組み方針等

　継続して実施。
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基本目標Ⅳ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・窓口は串本町商工会で、（株）日本政策金融公庫からの経営改善融資（マル経融資）を受ける場合、利子の約1％を町が補助する。
・小規模事業者のセーフティネットの1つとしての機能を有する。
・串本町商工会から、事業継続の強い希望がある。
・串本町税等に滞納がある場合は、本事業を利用できない。

いきいきと活力あふれるまち

商業・産業の活性化

事業年度 商工業活動の支援

事　業　名 小規模利子補給事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　（株）日本政策金融公庫からの経営改善融資（マル経融資）を受ける場合、利子の約1％を町が補助することで、小規模事業者を支援す
る。

成果目標

　具体的な目標数値設定は困難であり、制度を利用する小企業者の経営改善を目標とする。
　毎年の利用実績を注視しつつ、（株）日本政策金融公庫からの経営改善融資（マル経融資）に対する需要が低くなった場合には、利子補
給制度についても見直しを行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,645 1,645 1,645 1,645

国・県 支出金

一般財源 1,645 1,645 1,645 1,645

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円

実績 1,280,548円 1,226,684円

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

   40名分交付

R5
（2023）

   38名分交付

今後の
取組み方針等

  商業者支援として引き続き事業を行う。
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基本目標Ⅳ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・町内商工業者の経営指導。
・町内商工業者の振興事業の実施。
・創業支援の実施。
・キャッシュレス対応など直近の国や県の推進事業の町内商工業者への周知。

いきいきと活力あふれるまち

商業・産業の活性化

事業年度 商工業活動の支援

事　業　名 商工会等団体活動の支援

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　町内業者の直接の経営支援団体である商工会の運営資金を補助することにより、町内商工業の振興・経営安定を図る。

成果目標

　補助金の交付件数　年2件

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 8,950 8,950 8,950 8,950

国・県 支出金

一般財源 8,950 8,950 8,950 8,950

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 補助金交付　2件 補助金交付　2件 補助金交付　2件 補助金交付　2件

実績 補助金交付　2件 補助金交付  2件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　例年通り交付することで町内商工業の振興・経営安定を図ることができた。

R5
（2023）

  町内商工業の振興・経営安定を図ることができた。

今後の
取組み方針等

　引き続き町内商工業の振興・経営安定を図ることを目的として交付していく。
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基本目標Ⅳ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　大型共同作業所和深第2倉庫　重量鉄骨造石綿スレート波板葺　678.91㎡　撤去　　済み
　菌床製造栽培大型共同作業所　鉄骨造平屋建て　4,096㎡　空調設備改修　　済み

　菌床工場の事業安定に供する施設・設備の改修（老朽化対策）

いきいきと活力あふれるまち

商業・産業の活性化

事業年度 商工業活動の支援

事　業　名 大型共同作業所撤去及び改修事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　高速道路インターチェンジの建設に伴い和深地区にある大型共同作業所がその用地にかかるため、撤去が必要となる。また、潮岬地区
にある大型共同作業所（菌床工場）の空調設備が老朽化しその改修が求められているため、計画期間において撤去及び改修を行う。

　大型共同作業所（菌床工場）の事業安定。

成果目標

　計画期間中に撤去、改修を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 164,999 4,070 5,500

国・県 支出金

一般財源 164,999 4,070 5,500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

大型共同作業所（菌床工
場）の空調設備の改修工
事の完了（継続）

結露対策に伴う循環ファン
10基設置。
LED電気33基の取り換え。

高圧ケーブル取り換え工
事3ヶ所

実績

契約工期内に工事が完成した。 契約工期内に工事が完了
した。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

機器類が入荷し、工期内に工事が完成した。

R5
（2023）

計画通り工事が完了した。

今後の
取組み方針等

施設の長寿命化を図るため運営管理者と適切な維持管理に努める。
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基本目標Ⅳ

2

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

・町内の空き店舗等で新たに起業する者に対し、予算の範囲内で「串本町チャレンジ起業支援事業補助金」を交付する。
・店舗家賃の1/4を補助。限度額2.5万円／月、最長12ヵ月まで。

いきいきと活力あふれるまち

商業・産業の活性化

事業年度 新たな事業の創出支援

事　業　名 起業チャレンジ支援事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　串本町の特性を活かし、活力ある観光の町づくりを推進する為、町内での起業を促進することでさらなる地域産業の活性化や新たな雇用
創出を引き出すことを目的とする。

成果目標

　補助金を活用した起業（2件／年　累計6件）

総
合
戦
略

数値
目標

起業チャレンジ支援事業 補助金を活用した起業 2件／年（5年間累計 10件）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,200 1,800 1,632 1,800

国・県 支出金

一般財源 1,200 1,800 1,632 1,800

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 補助金活用の起業　2件 補助金活用の起業　2件 補助金活用の起業　2件 補助金活用の起業　2件

実績 補助金活用の起業　2件 補助金活用の起業  5件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

  新規創業2件に補助金を交付し、地域の活性化および雇用の創出に寄与した。

R5
（2023）

　新規創業5件（飲食店3件、小売業2件）に補助金を交付し、地域の活性化や雇用の創出に寄与した。

今後の
取組み方針等

　引き続き創業者を支援することで、地域の活性化や雇用の創出を図る。
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基本目標Ⅳ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　収集した立地データ等の情報を発信する。

いきいきと活力あふれるまち

商業・産業の活性化

事業年度 誘致活動による活性化

事　業　名 宿泊施設を中心とした観光産業の立地推進

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　町内への観光産業の立地推進を図り、雇用の拡大や人口流出の防止につなげることにより、地域の活性化を目的とする。

成果目標

　企業誘致 1件

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 16 16 10 10

国・県 支出金

一般財源 16 16 10 10

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 企業誘致　1件 企業誘致　1件 企業誘致　1件 企業誘致　1件

実績 企業誘致　0件 企業誘致　0件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　関心を示す企業はあったが、誘致には至らなかった。

R5
（2023）

　関心を示す企業はあったが、誘致には至らなかった。

今後の
取組み方針等

　引き続き誘致に努める。
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基本目標Ⅳ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　地域住民の生活への影響が懸念される交通渋滞緩和対策等については、県・関係機関・近隣市町村が一体となって取り組む一方で、見
学場の設置やロケット関連商品の開発の推進等で地域経済活性化を進め、また子供たちの教育への活用や宇宙・人工衛星などの関係者
との交流等、串本町でしか出来ない事業を長期的に継続していく。

いきいきと活力あふれるまち

観光振興による地域経済活性化

事業年度 地域資源を活かした観光振興

事　業　名 ロケット推進事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　国内で民間初となる小型ロケット発射場「スペースポート紀伊」に係るロケット推進事業を通じ、直接投資効果や雇用創出効果に加え、新
たな観光資源として地域経済活性化を進めていくことを目的とする。

成果目標

　R5年度の最初のロケット発射に全ての焦点を合わせに行くのではなく、中長期的な観点で、地域住民の生活に悪影響を与えることなく、
県・関係機関・近隣市町村と協力し合いながら、ロケット推進事業を通じて地域活性化を進めていく。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 127,905 162,397 58,293 32,238

国・県 支出金 74,863 58,898 15,379 11,359

一般財源 53,042 103,499 42,914 20,879

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　３階臨場感シアターの整備
　小中学生、高校生、一般向けのワークショップを実施（6回）
　イベント「宇宙ウィーク」の開催（参加者615名）
　モデルロケットライセンス講習会及び打ち上げ体験の実施（3回）
　一般町民向けセミナー及び商工会・観光協会向けセミナー（6回）
　イベント「南紀串本ロケットウィーク」の開催（6日間）
　ツーリズムＥＸＰＯ2022でブース出展しスペースタウン串本をＰＲ

R5
（2023）

　1階ロケットミュージアム・星空ライブラリーの整備
　小中学生、高校生、一般を対象とした講演会を実施（2回）
　ツーリズムＥＸＰＯ2023でブース出展しスペースタウン串本をＰＲ
　ロケット打上げ応援会を実施（2日延べ4,985人）
　ロケット打上げ時の渋滞対策を実施

今後の
取組み方針等

　町民、事業者の更なる機運醸成を図り、地域活性化に繋げる。
　ロケット２号機以降の打上げ日に向けて、渋滞対策や見学客の受入れ等の対策を進める。
　ロケット２号機の打上げ映像を撮影し、３階シアターで放映するための映像コンテンツを完成させる。
　宇宙ふれあいホールSora-Miruオープンに向けて、指定管理者との調整を進め、修学旅行や視察等の受入れ体制を整える。
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基本目標Ⅳ
基本目標Ⅴ

3
2

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　和歌山県（事務局）、串本町、JR西日本、Mercure Wakayama-Kushimoto、大江戸温泉物語南紀串本、熊野観光開発（道の駅くしもと橋杭
岩指定管理者、潮岬観光タワー経営）、南紀串本観光協会で、串本観光周遊バス推進協議会を立ち上げバス事業を行う。バスの運行は串
本タクシーに委託する。R1年7月運行開始。

いきいきと活力あふれるまち
自然と共生やさしいまち

観光振興による地域経済活性化
環境保全対策の推進

事業年度 域資源を活かした観光振興/環境保全活動の推進

事　業　名 南紀熊野ジオパークと連携した観光推進（観光周遊バス）

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　H31年に日本ジオパークに再認定されたことにより、南紀熊野ジオパークはユネスコ世界ジオパークに登録されるための取組を実施する
ことになり、その活動の一環としてジオパークの受入拠点である南紀熊野ジオパークセンターの誘客促進を図るため、町内主要ジオサイト
（橋杭岩、潮岬、樫野崎）を巡る観光周遊バスを和歌山県及び関連事業者と運営する。

成果目標

　観光周遊バスの利用者を年間6,500人にする。

総
合
戦
略

数値
目標

総観光客数 165万人／年（5年間累計 825万人）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 3,358 3,385 3,379 3,379

国・県 支出金

一般財源 3,358 3,385 3,379 3,379

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
総観光客数 165万人
バス利用者　6,500人

総観光客数 165万人
バス利用者　6,500人

総観光客数 165万人
バス利用者　6,500人

総観光客数 165万人
バス利用者　6,500人

実績
総観光客数 157万人
バス利用者  2,301人

総観光客数  194万人
バス利用者 　2,875人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　前年度に続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、目標の達成には至らなかった。
バス利用実績については、依然として目標値を大きく下回る状況であるが、JRと連動した広告の展開やPR活動の成果もあり実績は年々増
加している。

R5
（2023）

 これまで影響が大きかった新型コロナウイルス感染症については5月に感染症法上の位置づけが見直されたものの、目標達成には至らな
かった。しかし、R5年度では各種観光イベントが再開され、出展の際には当バスを積極的にPRしたとともに、JR西日本と連携した企画も展
開するなど、実績の向上に向けた取り組みを強化している成果もあってか、前年度比では増加となっている。

今後の
取組み方針等

　今後も観光客の増加が見込まれることから、これまで以上に当バスの周知に努める。
しかし、これまではコロナ禍の影響を大きく受けたとはいえ、目標の半分に届いていないのが現状であることから、運行内容や運行自体の
是非についても周遊バス運行事務局である和歌山県立南紀熊野ジオパークセンターと協議しながら進めていく。
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基本目標Ⅳ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　串本町古民家活用協議会に参画し、町は以下の事業を実施する。
・物件の仲介及び交渉の補佐
・各種宣伝活動
・観光事業の協働

いきいきと活力あふれるまち

観光振興による地域経済活性化

事業年度 地域資源を活かした観光振興／新たな魅力の発信

事　業　名 古民家活用事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　町内の古民家の有効活用により観光需要を創出し、観光客の増加と地域活性化を行うことを目的とする。

成果目標

　稼働物件数：7件
　※R6.4時点で6件

　毎年1件を目標とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 20 20 ― ―

国・県 支出金

一般財源 20 20

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 1件 1件 1件 1件

実績 1件 1件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、運営事業者においては厳しい状況が続いていた中ではあるが、目標を達成できた。

R5
（2023）

　運営事業者においては依然として厳しい状況が続いているものの、目標を達成できた。

今後の
取組み方針等

　インバウンド客の増加が予想される状況であり、日本古来の風情や文化に触れることができる古民家と、これを活用した取組の需要が高
まると想定されるため、運営事業者等と連携しながら観光の誘客に努めたい。
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基本目標Ⅳ

3

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　橋杭岩は最近多様なメディアに取り上げられ、また道の駅に隣接してホテルが建設されるなど今後も道の駅利用者は増加すると予想され
る。このため地元産品の販売促進、多言語化対応などを進めることにより、さらなる串本町の魅力の底上げを図る。

いきいきと活力あふれるまち

観光振興による地域経済活性化

事業年度 新たな魅力の発信

事　業　名 道の駅「くしもと橋杭岩」管理事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　串本町の顔となっている国の名勝・天然記念物に指定されている橋杭岩に設置されている道の駅「くしもと橋杭岩」。観光客の立ち寄り場
所としては、串本町のメインの場所であり、インバウンド観光客も含め、利用満足度を一層高めることを目的とする

成果目標

　道の駅利用客数　年間11.2万人。売上140百万円
　R４年度以降は　道の駅利用客数　年間10.3万人。売上140百万円に下方修正。（総合戦略KPIと同一とする。）

総
合
戦
略

数値
目標

道の駅「くしもと橋杭岩」管理事業 道の駅利用客数 10.3万人／年（5年間累計 51.5万人）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,915 1,429 1,476 1,500

国・県 支出金

一般財源 1,915 1,429 1,476 1,500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
利用客数　　10.3万人

売上　140百万円
利用客数　　10.3万人

売上　140百万円
利用客数　　10.3万人

売上　140百万円
利用客数　　10.3万人

売上　140百万円

実績
利用客数　　　　7.4万人

売上　　128百万円
利用客数　  　　8.3万人

売上　　148百万円

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

50% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　今年度は年間を通して情勢が落ち着いてたこともあり、前年度の年間実績を大幅に上回った。
　コロナ前（R1年度137百万円）と比べると93％に上り景気が戻りつつあるが、目標達成には至らなかった。

R5
（2023）

　R5年度はコロナによる制限がなくなったことで、前年度の年間実績及び売上目標数値を上回った。
　コロナ前（R1年度137百万円）と比べると108％に上がり景気が戻った。

今後の
取組み方針等

　近年、全国各地で円高により外国人観光客の増加がみられているため、インバウンド対策を進めていくよう努める。
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基本目標Ⅳ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　官民連携による休憩施設、物販販売、飲食施設の整備。
　児童公園を見据えた都市公園の整備。

生き生きと活力あふれるまち

観光振興による地域経済活性化

事業年度 新たな魅力の発信

事　業　名 串本ＩＣ付近地域活性化施設整備事業

所　　　管 建設課

事業の内容

目　的

　串本IC付近（役場前）の串本町有地において民間のノウハウを生かした地域活性化施設の整備を促進し、串本町内の観光地への足掛と
なる存在を目指す。

成果目標

　串本太地道路が開通する前のR10年度開設を図る。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

200,000

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025） R8（2026）

事業費 14,211 4,950 16,434 200,000

200,000

国・県 支出金 11,870

一般財源 14,211 4,950 4,564 200,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025） R8（2026）

目標

参画意欲のある民間事業者に
対して現地説明会を開催し、年
内中を目途に公募を行う。

公募により事業者が選出され
た場合は契約締結、着手まで
の調整を行う。選出されなかっ
た場合は公募内容の再考、そ
の他可能性を探る。

官民連携による事業手法を確
定し、再公募に向け民間事業
者へのヒアリング、サウンディ
ング調査を行う。

官民連携事業として公募、事
業者選定を行い、基本設計等
の事業着手を目指す。

民間事業者による設計案の審
査、工事着手を行う。

実績

現地説明会を開催し、年内に
公募を行った。年度末に事業
提案書の募集を締め切った。

プレゼンによる事業者の審査
を行ったが優先交渉権者はな
しとなった。事業の見直しを行
いR10開設を目指す。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　計画通り進捗しており、参画意欲のある民間事業者に対して実施方針等に関する説明会を実施、年内に公募を行い民間事業者より参加
表明書、事業提案書の提出を受付けた。R5年度、提案に関する審査を行い優先交渉権者の選定を行う予定。

R5
（2023）

　民間事業者の事業提案を受け選定委員会による審査を行ったが、優先交渉権者なしとなりR7年度のすさみ串本道路の開通には間に合
わなくなった。事業を見直し付近の施設整備を含めた官民連携事業として検討を始める。

今後の
取組み方針等

　先導的官民連携支援事業を活用し、R6に官民連携事業の実施方針の公表を行い民間事業者へヒアリングやサウンディング調査を行う。
官民連携事業としての実現可能な事業手法を検討する。
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基本目標Ⅳ

4

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　移住希望者の相談業務や和歌山県等が開催するセミナー・現地体験会等でのPRを行う。
　空き家利活用の推進事業と連携し、移住による地域の活性化を図る。
　串本町の資源を活用した体験活動の拡充を図り関係機関・団体等と協力・連携しながら支援する。
　HPの充実により、移住・定住施策や先輩移住者の体験談等の様々な情報を掲載し魅力的な移住情報を発信する。

いきいきと活力あふれるまち

UIJターン串本暮らしの推進

事業年度 移住定住事業の強化/情報発信・交流の強化

事　業　名 移住交流促進事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　人口が減少する中、地域に溶け込み地域の担い手となる方を串本町に定住させるべく、移住・交流推進協議会を中心として移住・交流活
動を促進する。

成果目標

　移住・就職セミナー等への参加　2回／年
　新規就業支援　12件／3年間

総
合
戦
略

数値
目標

移住交流促進事業 移住件数 6件／年（5年間累計 30件）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 150 150 150 150

国・県 支出金

一般財源 150 150 150 150

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
移住件数  6件

セミナー参加　 2回
新規就業支援　　4件

移住件数  6件
セミナー参加　 2回

新規就業支援　　4件

移住件数  6件
セミナー参加　 2回

新規就業支援　　4件

移住件数  6件
セミナー参加　 2回

新規就業支援　　4件

実績
移住件数   5件

セミナー参加　 1回
新規就業支援　3件

移住件数   　10件
セミナー参加　 　2回
新規就業支援　　5件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標件数には概ね到達したが、新型コロナウイルス感染症の影響によりセミナー参加は1回のみの参加となり、新規就業支援や移住件
数もそれぞれ目標達成には至らなかった。

R5
（2023）

　目標件数を達成済。

今後の
取組み方針等

　昨年同様、今年度も移住件数、セミナー参加数及び新規就業支援数を達成するように努める。
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基本目標Ⅳ

5

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　H19年より取り組んでいる体験型観光推進事業は現在南紀串本観光協会主体で行っており、南紀串本観光協会と密に連携して学生の受
入を行う。
　営業については、和歌山県主催の県外セールスに参加し、新規校獲得を目指す。

いきいきと活力あふれるまち

地域資源を活かした交流の推進

事業年度 交流活動の推進

事　業　名 教育旅行推進事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　体験型観光（教育旅行）の推進により、学生の団体を定期的･長期的に確保する。
　学生の旅行（教育旅行・合宿）は一般観光の閑散期にあたり、さらに平日に行われるため、平日の宿泊客数の増加を目的とする。

成果目標

　15校（1，800泊）／年
　R４年度以降　20校（3,000泊）／年に修正（総合戦略のKPIと同一とする。）

総
合
戦
略

数値
目標

教育旅行推進事業 教育旅行 20校(総宿泊 3，000泊)／年（5年間累計 100校(15,000泊)）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 20校（3,000泊） 20校（3,000泊） 20校（3,000泊） 20校（3,000泊）

実績 58校（2,545泊） 25校（1,295泊）

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　和歌山県内の学校など、新型コロナウイルス感染症の情勢を勘案し旅行先を紀南地方に変更していた学校が元の旅行先に戻りつつあ
り、来校数については前年度実績を下回る結果となった。

R5
（2023）

　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが見直されたことを受け、旅行先を一時的に紀南地方へ変更していた学校が元の
旅行先に戻りつつあり、前年度実績を下回る結果となった。

今後の
取組み方針等

　新型コロナウイルス感染症の影響による一時的な増加はあったが、情勢の収束に伴い実績がコロナ前に戻りつつある。
　事業主体となっている観光協会と連携し、今後は過去に来町いただいた学校や新規開拓に向けた誘致活動と並行し、ロケット事業など当
町の新たな取組を活用した新規メニューの造成にも力を入れていきたい。
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基本目標Ⅳ

5

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　教育旅行誘致や広域観光連携推進事業と併せて、観光説明会等での周知またはイベント出展による広報などの誘致活動を行う。

いきいきと活力あふれるまち

地域資源を活かした交流の推進

事業年度 交流活動の推進

事　業　名 体験型観光客誘致事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　団体旅行だけでなく個人旅行やグループ旅行など旅行形態が多様化するなかで、体験型観光を推進することによって幅広い層の観光客
の獲得や、町内での滞在時間の長期化を図る。

成果目標

　6,000人／年
　（和歌山県「ほんまもん体験」の受入実績）
　※R3より県動態調査に吸収

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 6,000人 6,000人 6,000人 6,000人

実績 11,650人 6,945人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　新型コロナウイルス感染症に係る行動制限や自粛要請等が無く、全国的な旅行支援策も展開され観光需要が高まったことにより目標を
達成できた。

R5
（2023）

　新型コロナウイルス感染症の情勢の収束により教育旅行の受入れ数がコロナ前に戻りつつある状況のため、体験利用者も前年度比で減
少となっているが、目標は達成できた。

今後の
取組み方針等

　自然を活かしたアクティビティは当町の大きなセールスポイントであるため、教育旅行の誘致と併せて引き続き実施する。
　また、ロケットに関連する新規メニューの造成が課題である。

124



基本目標Ⅳ

5

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　従来の合宿チームや新たな団体に利用いただけるようPRを図っていく。また、H29年度より南紀スポーツエリアスポーツ合宿誘致協議会
に加入したことにより近隣市町村と連携し合宿誘致を促進する。

いきいきと活力あふれるまち

地域資源を活かした交流の推進

事業年度 交流活動の推進

事　業　名 スポーツ合宿誘致

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　県外のチームの誘致を推進し、総合運動公園をはじめとして町有施設の効果的な運用を図ることにより、宿泊施設や飲食店などへの経
済波及効果を高め、地域活性化へ繋げることを目的とする。また同時に町の観光資源をPRし地元のスポーツ振興を目的とする。

成果目標

　合宿延べ宿泊数　10,500泊／年

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 6,040 6,000 6,000 6,000

国・県 支出金 6,037

一般財源 3 6,000 6,000 6,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 延べ　10,500泊 延べ　10,500泊 延べ　10,500泊 延べ　10,500泊

実績 延べ　　8,916泊 延べ　  8,306泊

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　コロナウイルス感染症によるキャンセル、参加者の減少があった。実績数は昨年度より2,805泊増加。

R5
（2023）

　グラウンド横のホテル改修工事（R6.2-3）の影響を受け前年度より利用者が減少。他のホテルを利用して頂いた団体もあり減り幅は小さい。

今後の
取組み方針等

　利用者を増やすため南紀エリアスポーツ合宿推進協議会、スポーツクラブNAS株式会社、宿泊施設等と連携し誘致活動を行っていく。
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基本目標Ⅳ
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» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　伝統産業である漁業・農林業・観光業等あるゆる産業で高齢化が進み、後継者が不足している状況の中、UIJターン希望者等への職業
体験・生活体験や学生向け職業体験の拡充に努め、後継者育成を推進する。

いきいきと活力あふれるまち

若者の就職支援と後継者育成

事業年度 次世代後継者育成

事　業　名 農業・林業・漁業働き手の確保支援

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　UIJターン希望者や移住者に対する就職支援・就業支援を積極的に行うとともに、当町の伝統的な産業を守るための支援を進め、高齢化
する産業の担い手の後継者を育てる取組を推進する。

成果目標

　新規就業支援　12件／3年間
　短期滞在型住宅利用件数　15件／年

総
合
戦
略

数値
目標

農業・林業・漁業働き手の確保支援 新規就業支援 4件／年（5年間累計 20件）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 5,268 11,217 7,858 7,108

国・県 支出金 5,268 11,217 7,608 6,858

一般財源 250 250

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
新規就業支援　　4件

短期滞在型住宅利用 15件
新規就業支援　　4件

短期滞在型住宅利用 15件
新規就業支援　　4件

短期滞在型住宅利用 15件
新規就業支援　　4件

短期滞在型住宅利用 15件

実績
新規就業支援　　3件

短期滞在型住宅利用  17件
新規就業支援　　　7件

短期滞在型住宅利用  　15件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標件数には概ね到達したが新規就業支援については新型コロナウイルス感染症の影響等もあり、3件のみとなった。

R5
（2023）

　新規就農で1名、漁業担い手事業における漁業者支援で6名の支援を行い、R5年度においては合計7名の実績となり目標を達成した。

今後の
取組み方針等

　移住件数及び就業支援については昨年同様に支援を行い、セミナー参加については情勢を見ながら積極的に参加していきたい。
　漁業就業者の減少と高齢化が進行する中、新規就業者の確保・支援が重要となっていることから、引き続き漁業担い手育成支援事業に
取り組んでいく。
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基本目標Ⅴ

自然と共生やさしいまち

1 循環型社会の形成促進

2 環境保全対策の推進
基本目標Ⅴ
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基本目標Ⅴ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　施設設備の老朽化、災害時の耐震性や安全性の問題、火葬を安定的に継続できるか等、現火葬場が抱えている問題を改善しなければ
ならない。

自然と共生やさしいまち

循環型社会の形成促進

事業年度 自然環境に配慮した施設計画

事　業　名 火葬場新設事業（高台移転）

所　　　管 住民課

事業の内容

目　的

　S28年竣工の現串本火葬場については、全体的な施設の老朽化に伴い、数十年以内に発生するとされる東海・東南海・南海３連動や南
海トラフ巨大地震による津波、震災等に対応できる場所へ移転（新設）する。

成果目標

　早期の新設を目指し、R4年度より建設基本計画の策定、建設地の選定等を検討する。
　災害時も火葬業務を止めることなく安定的に実施できるよう、高台への移転を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― 9,955 ―

国・県 支出金

一般財源 9,955

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

・建設候補地の検討
・串本火葬場の現況把握

・火葬場建設基本計画の策定 ・火葬場建設基本計画の策
定
・都市計画決定
・環境影響調査

・串本火葬場建築基本設計

実績

建設候補地の検討を行った。
候補地の決定については、
関係各課と協議を重ね、令
和5年度に決定を行う。

建設予定地が決定し、基本
計画策定に向け一部取組を
行った。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　建設候補地の検討を庁内で複数回行い、候補地を5ヶ所。候補地の決定については、関係各課と協議を重ね、R5年度に決定を行う。
　串本火葬場の現状と今後の方針を整理し、資料を作成した。

R5
（2023）

　R4年度で検討した候補地の中から、建設予定地を決定した。
  基本計画は業務委託契約を締結し一部取組を行ったが、業務完了に至らなかったため、R6年度に繰り越して策定する。

今後の
取組み方針等

　R6年度は、9月末までに基本計画の策定を終え、年度内に都市計画決定を行う。
　並行して環境影響調査（環境アセスメント）も行う。
　官民連携事業が円滑に遂行できるよう必要な業務に取り組む。
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基本目標Ⅴ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　合併処理浄化槽の設置又は改修をするものに対し、その費用の一部を助成する。
（補助金額）
　・設置：5人槽：332,000円、6～7人槽：414,000円、8～50人槽：548,000円
　・転換に伴う既存単独処理浄化槽の撤去：上限120,000円（R5年度より増額）
　・くみ取り便槽の撤去又は既存単独処理浄化槽を雨水貯留槽として再利用：上限90,000円
　・転換に伴う配管設備に係る費用：上限300,000円（事業費の2分の1）
　※転換に伴うくみ取り便槽の撤去及び既存単独処理浄化槽を雨水貯留槽としての再利用分についてはR4年度から対象となる。
（補助対象者）
　専ら自らの居住の用に供する建物又は延べ床面積の概ね2分の1以上を自らの居住の用に供する建物に、処理能力人数が50人以下の
浄化槽を設置しようとする者

自然と共生やさしいまち

循環型社会の形成促進

事業年度 循環型社会の推進

事　業　名 浄化槽設置整備補助事業

所　　　管 住民課

事業の内容

目　的

　合併処理浄化槽の計画的な整備を図り、し尿と雑排水を併せて処理することにより、公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全
及び公衆衛生の向上を図る。

成果目標

　紀南広域地域計画において、H28年度からR2年度の5年間を第2期計画として、合計340基、事業費139,270千円、単年度では、78基、事
業費27,854千円と策定している。
　R3年度からR7年度の5年間の推進地域計画については町において策定済みで、R7年度の汚水処理人口普及率（公共下水道＋合併処
理浄化槽等）は56.8％を目標とし、浄化槽設置整備補助事業を5年間で合計340基、単年度では68基と計画していたが、R3・4年度の実績よ
り計画を下方修正し、普及率を49.3％、単年度を45基の数値目標として設定する。

総
合
戦
略

数値
目標

浄化槽設置整備補助事業 汚水処理人口普及率 44.3％（R1(2019) → 49.1％（R7(2025)）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 18,093 23,794 21,714 21,714

国・県 支出金 12,061 15,861 14,476 14,476

一般財源 6,032 7,933 7,238 7,238

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 汚水処理人口普及率 48.7％ 汚水処理人口普及率 48.6％ 汚水処理人口普及率 50.7％ 汚水処理人口普及率 50.9％

実績 汚水処理人口普及率 48.4％ 汚水処理人口普及率 50.5％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

・設置：39基（5人槽：35基、7人槽4基）
・転換に伴う撤去：5基（5人槽：5基）
・転換に伴う配管：21基（単独処理浄化槽→合併処理浄化槽：5基、汲取り便槽→合併処理浄化槽：16基）

R5
（2023）

・設置：51基（5人槽：46基、7人槽4基、１０人槽1基）
・転換に伴う撤去：11基（5人槽：9基、7人槽2基）
・転換に伴う配管：28基（単独処理浄化槽→合併処理浄化槽：8基、汲取り便槽→合併処理浄化槽：20基）

今後の
取組み方針等

　合併処理浄化槽設置の必要性を広報誌やホームページで啓発を行い、補助金を活用した合併処理浄化槽の設置を進めることで、汚水
処理人口普及率の向上に努める。
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基本目標Ⅴ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　熊野参詣道大辺路の定期的なパトロールや臨時パトロールを実施する。
　修繕が必要な箇所が発見された場合は関係機関と連絡をとり、対策を実施する。

自然と共生やさしいまち

環境保全対策の推進

事業年度 環境保全活動の推進

事　業　名 熊野参詣道大辺路管理事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に追加登録された国史跡の熊野参詣道大辺路について、来場された人々が安心・安全に通れるよ
う整備保全する。

成果目標

　定期的なパトロールや、災害後の臨時パトロールの継続実施。
　速やかな修繕対応により、熊野参詣道が適切に保全されるよう努める。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 939 1,204 424 424

国・県 支出金 409 129 129 129

一般財源 530 1,075 295 295

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
パトロールの実施
適切な保全・保護

パトロールの実施
適切な保全・保護

パトロールの実施
適切な保全・保護

パトロールの実施
適切な保全・保護

実績

パトロール業務を委託
パトロール実施　１３回

小規模修繕対応　　１回
新田平見道木橋修繕

飛渡谷道木橋修繕

パトロール業務を委託
パトロール実施　12回

小規模修繕対応　　0回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　熊野古道パトロール業務を大辺路刈り開き隊に委託し、毎月の定期的なパトロールを実施した（12回）。
　台風後に臨時パトロールを１回実施し、その時に発見した倒木の助教等の修繕を行った（小規模修繕対応）。
　また、新田平見道、飛渡谷道の木橋が腐敗していたため、取り替え工事を行った（新田平見道の一部R5年度に繰り越し）。

R5
（2023）

　熊野古道パトロール業務を大辺路刈り開き隊に委託し、毎月の定期的なパトロールを実施した（12回）。
　大雨や台風による被害がなく小規模修繕は行わなかった。

今後の
取組み方針等

　引き続きパトロール業務を委託し、異常個所の早期発見、熊野古道の適切な保全に努める。
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基本目標Ⅴ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　沿岸海域の保全活動、熊野古道大辺路の保全活動、潮岬望楼の芝の維持管理、重畳山園地公園の維持管理などの観光資源保護活動
に対し、協力、支援をおこなう。
・潮岬望楼の芝管理運営委員会補助金　1,800千円
・重畳山スポーツ公園植樹会場跡管理業務　180千円

自然と共生やさしいまち

環境保全対策の推進

事業年度 景観の保全促進

事　業　名 観光資源の保護活動

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　串本町内において、観光資源の保護活動を実施し、本町の観光資源を次世代に遺していく。

成果目標

　保護活動支援数　5件／年

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 2,180 1,980 1,980 1,980

国・県 支出金

一般財源 2,180 1,980 1,980 1,980

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 保護活動支援　5件 保護活動支援　5件 保護活動支援　5件 保護活動支援　5件

実績 保護活動支援　4件 保護活動支援　5件

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

・沿岸海域では漂着ゴミの撤去を実施。熊野古道大辺路は地元団体による保全活動を実施。
・潮岬望楼の芝と重畳山園地公園は地域団体による定期的な草刈りや清掃を実施。
・ラムサール海域での活動についてはコロナ禍により実施できなかった。

R5
（2023）

　ラムサール海域での活動について、南紀熊野ジオパークおよび串本海中公園と共催で小学生への学習会を実施した。

今後の
取組み方針等

　今後も引き続き当町の観光資源を次世代に遺していくためにも観光資源の保護活動を実施していく。
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基本目標Ⅴ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　運動公園周辺の美化活動を推進する。（B＆Gプール等を含めてR２年度より指定管理者制度へ移行している）

自然と共生やさしいまち

環境保全対策の推進

事業年度 景観の保全促進

事　業　名 都市公園・緑地の整備促進事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　串本町総合運動公園の環境整備を継続して行い、来場された人々が安心・安全、また、気持ちよく利用していただき、串本町に来て良
かったと思われるよう、整備を行う。

成果目標

　指定管理委託し、施設周辺の環境整備を行っていく。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ― ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標

実績

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R2年度からB＆Gプールと総合運動公園をまとめて指定管理委託しており、施設周辺の環境整備についても併せて実施している。

R4
（2022）

　R2年度からＢ＆Ｇプールと総合運動公園をまとめて指定管理委託しており、施設周辺の環境整備についても併せて実施している。

今後の
取組み方針等

　引き続き指定管理委託し環境整備を行う。
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基本目標Ⅴ

2

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　自然環境に恵まれた素晴らしいふるさとを散乱ゴミから守るには、町民一人一人の環境美化に対する意識の高揚が不可欠であるとの見
地から、一斉清掃活動による実践を通じ、また啓発事業を積極的に展開することにより、町民への周知徹底を図る。

自然と共生やさしいまち

環境保全対策の推進

事業年度 環境美化意識の高揚

事　業　名 不法投棄防止に係わる事業

所　　　管 住民課

事業の内容

目　的

　町民が一体となってゴミの散乱等の防止に努めるとともに、地域の環境美化の促進を図り、環境に対する意識の向上と美しい町作りに寄
与することを目的とする。

成果目標

　一斉清掃活動　2回実施／年
　不法投棄巡回パトロール
　広報・チラシによる啓発活動

総
合
戦
略

数値
目標

不法投棄防止に係わる事業 一斉清掃活動 2回実施／年（5年間累計 10回実施）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 500 500 500 500

国・県 支出金

一般財源 500 500 500 500

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 一斉清掃活動　2回 一斉清掃活動　2回 一斉清掃活動　2回 一斉清掃活動　2回

実績 一斉清掃活動　1回 一斉清掃活動　2回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　一斉清掃活動　1回実施（夏季については、コロナウイルス感染症拡大により一部地区にて実施）
　監視カメラ6ヶ月設置
　広報掲載　5回

R5
（2023）

　一斉清掃活動　2回実施
　監視カメラ6ヶ月設置
　広報掲載　5回

今後の
取組み方針等

　継続して、啓発活動を行っていく。
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基本目標Ⅵ

手をとりあい共に歩むまち

1 町民協働のまちづくり推進

2 人権尊重・男女共同参画社会の形成

3 時代に合った効率的な行政運営

基本目標Ⅵ
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基本目標Ⅵ

1

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　毎月広報くしもとを作成し、町の取組や各種団体からのお知らせなど町民にとって関心が高く、必要な情報を掲載する。
　ホームページを随時更新し、内容の充実に努める

手をとりあい共に歩むまち

町民協働のまちづくり推進

事業年度 情報発信・情報交換活動の推進

事　業　名 広報広聴事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　町行政を町民に正しく理解してもらうことは行政の円滑な運営に当たって非常に重要であることから、各部署からの情報を収集し、町の状
況や取組などを広く周知する。

成果目標

　町民にとって関心の高い情報を掲載する一方、町民が登場する機会を増やすなど、親しまれる広報誌作りを目指す。
　ホームページについては各部署から幅広く情報を収集するとともに古い情報を削除し、最新の情報を掲載して内容の充実を図る。また、
利用者にとってわかりやすい情報掲載になるよう工夫し、活用しやすいページ作りに努める。
　また、広報誌への有料広告掲載を毎月7件以上確保して安定した歳入を得られるようにし、ホームページのバナー広告掲載による歳入の
確保にも努める。

総
合
戦
略

数値
目標

広報広聴活動 「広報くしもと」を月 1回（12回／年）発行（5年間累計 60回発行）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 4,413 4,628 5,768 5,768

国・県 支出金 22 22 22 22

一般財源 3,821 4,042 5,098 5,098

648

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 570 564 648

R7（2025）

目標 広報発行　12回 広報発行　12回 広報発行　12回 広報発行　12回

実績 広報発行  12回 広報発行  12回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　広報を毎月発行し目標は達成。レイアウト等を工夫するとともに、ロケット関連情報やフレイル予防情報などを掲載した。
　ホームページにおいても、最新情報の掲載に努めることができた。
　有料広告については、毎月10件ほどの掲載を行い、目標を達成できた。

R5
（2023）

　広報を毎月発行し目標は達成。レイアウト等を工夫するとともに、ロケット関連情報や認知症月間情報などを掲載した。
　ホームページにおいても、古い情報を削除し、最新情報の掲載に努めた。
　有料広告については、毎月10件ほどの掲載を行い、目標を達成できた。

今後の
取組み方針等

　広報を月1回（年12回）発行。町民にとって関心の高い情報やロケット関連情報などを掲載するとともに、町民が登場する機会などを設ける。
　ホームページについては、各課と調整を行いながら、最新の情報を更新する。またレイアウトや情報の整理等に努め、利用しやすい
　ホームページづくりを行う。広報誌への有料広告掲載やホームページのバナー広告掲載を確保するため、ホームページなどで周知する。
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基本目標Ⅵ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内の各団体によるまちづくり活動を活性化するため、各事業に対し、最低10万円、最高30万円の補助金を交付する。必要に応じて、事
業に関係する各課への連絡や施設の貸し出し等の案内を行う。

手をとりあい共に歩むまち

町民協働のまちづくり推進

事業年度 情報発信・情報交換活動の推進

事　業　名 まちづくり応援事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　串本町の地域性や独創性によるふるさとづくりへの取組を活性化するため、町内各団体又はグループが計画する個性的で地域をアピー
ルするイベント等を支援していくとともに、新たな団体の育成に努める。

成果目標

　年度内の補助金交付団体数の目標を1団体とする。当補助制度を広報誌やホームページ等で周知する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 396 300 300 300

国・県 支出金

一般財源

300

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他 396 300 300

R7（2025）

目標 補助金交付団体　2団体 補助金交付団体　1団体 補助金交付団体　1団体 補助金交付団体　1団体

実績 補助金交付団体　2団体 補助金交付団体　　2団体

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　当補助制度を広報誌やホームページで広報し募集を行った。
　3件の申請のうち、2件が事業を実施し、目標を達成することができた。

R5
（2023）

　当補助制度を広報誌やホームページで広報し募集を行った。
　2件の申請があり、2件とも事業を実施し、目標を達成することができた。

今後の
取組み方針等

　当補助制度を広報誌やホームページ等で周知するとともに、相談等に積極的に対応する。
　またイベント等の開催や取組について、必要であれば関係機関と連携を取りアドバイス等を行える体制整備に努める。
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基本目標Ⅵ

2

» 6 7 »

削除
検討

★

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　性別による固定的な役割分担意識を払拭し、男女がともに社会のあらゆる分野に参画する機会が確保され、利益を等しく享受し、共に責
任を分かち合うことができる社会の実現を目指し、全ての人が充実した家庭・社会生活を営めるよう、啓発活動を実施する。

手をとりあい共に歩むまち

人権尊重・男女共同参画社会の形成

事業年度 男女共同参画への意識の醸成

事　業　名 男女共同参画社会啓発事業

所　　　管 企画課

事業の内容

目　的

　串本町における男女共同参画推進に当たり、男女共同参画社会基本法(H11年法律第78号)及び女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律(H27年法律第64号)に基づく男女共同参画社会の形成に関する総合的かつ計画的な推進を図る。

成果目標

　町HP、町広報誌を利用した啓発活動を行う。(毎年)
　男女共同参画に焦点を当てた講演会を開催する。(1回／2年)

総
合
戦
略

数値
目標

男女共同参画社会啓発事業
町HP、町広報誌を利用した啓発活動を行う。
男女共同参画に焦点を当てた講演会を開催する。（5年で3回）

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― 95 97 822

国・県 支出金

一般財源 95 97 822

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 啓発活動　1回
啓発活動　1回
講演会　　1回

啓発活動　1回
啓発活動　1回
講演会　　1回

実績 啓発活動　1回
啓発活動　1回
講演会　　1回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　男女共同参画社会について町広報に掲載した。

R5
（2023）

　男女共同参画社会について町広報に掲載した。
　人権講演会と共催で講演会を開催した。

今後の
取組み方針等

　引き続き男女共同参画社会についての啓発活動を行っていく。
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基本目標Ⅵ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　小学校に在籍する児童の保護者を対象として、同和問題、女性、子ども、高齢者及び障害のある人などの人権に関わる問題についての
学習を年間6時間程度実施する。

手をとりあい共に歩むまち

人権尊重・男女共同参画社会の形成

事業年度 人権教育・啓発活動の推進

事　業　名 保護者学級開設事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　多くの保護者が参加し、多種多様化する人権問題に対する理解と認識を深め、自らの課題としてその解決に向けた自覚を促す。

成果目標

　保護者学級への保護者の参加について、700人程度を維持する。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 240 238 270 270

国・県 支出金 96 119 135 135

一般財源 144 119 135 135

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 参加保護者数　700人 参加保護者数　700人 参加保護者数　700人 参加保護者数　700人

実績 参加保護者数　1,109人 参加保護者数　1,127人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標を達成できた。

R5
（2023）

　目標を達成できた。

今後の
取組み方針等

　保護者の方々の人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうため、引き続き、保護者学級を実施する。
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基本目標Ⅵ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　町内各地にある戦争史跡（H31冊子作成）を題材に、その歴史を次世代へと語り継ぐ。子ども会活動・コミュニティスクール活動等のカリ
キュラムに取り入れた学習会を実施する。第五福竜丸が串本町で建造され、ビキニ沖で被ばくしたことや終戦（第二次世界大戦）から数え
た節目の年に特別展等を開催する。

手をとりあい共に歩むまち

人権尊重・男女共同参画社会の形成

事業年度 人権教育・啓発活動の推進

事　業　名 平和学習推進事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　終戦から半世紀以上が経過した現在、戦争を知らない世代が増加し、悲惨な歴史が忘れられ風化してしまわぬよう次世代に引き継ぎ、語
り継ぎ、平和について正しい理解と認識を深めることを目的とする。

成果目標

　第五福竜丸の被爆や建造、終戦から節目の年に記念展等を実施し延べ200人以上の来場を目標とする。
町内に設置戦争史跡標柱の周知を行い、平和についての正しい理解と認識を更に深めることを目的とする。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 400 ― 400 650

国・県 支出金

一般財源 400 400 650

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
第五福竜丸建造展等来場者

延べ 200人
第五福竜丸被爆展来場者

延べ 200人
終戦８０年平和展

延べ 200人

実績
第五福竜丸建造展等来場者

延べ 200人

町内開催の第五福竜丸関
連イベントに協力

来場者 301人

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　第五福竜丸建造７５年平和の歴史展を開催し、福竜丸建造の歴史や福竜丸以外の被爆船、核兵器禁止条約等の内容や、広島の高校生
が被爆体験者の証言をもとに描いた「原爆の絵」を展示するとともに、「平和のつどい」として、演奏会や記念講演・対談等を実施した。
　また、第五福竜丸の歴史をまとめた冊子を作成し、歴史を語り継ぐために各学校や希望者へ配布した。

R5
（2023）

　公益社団法人主催による、第五福竜丸をテーマとした演劇が町内で開催されることとなり、周知・広報等に協力した。

今後の
取組み方針等

　引き続き、節目の年に記念展等を実施し、平和について正しい理解と認識を深める。
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基本目標Ⅵ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　年1回（年度末）、大人の人権啓発作文（3作）及び町内小・中学校の児童・生徒による人権作文（各校1作）を掲載した啓発新聞を作成し、
町内全戸配布する。

手をとりあい共に歩むまち

人権尊重・男女共同参画社会の形成

事業年度 人権教育・啓発活動の推進

事　業　名
人権に関する各種広報紙の発行
啓発新聞「わがらのまち」発行事業

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　串本町における人権問題に対する理解を促進し、町民の人権意識の高揚を図る。

成果目標

　人権啓発新聞を町内全戸配布することにより、家庭における人権意識の高揚を図り、全ての人権が尊重されるまちづくりを目指す。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 176 202 360 360

国・県 支出金 88 100 100 100

一般財源 88 102 260 260

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 9,000部作製・全戸配布 9,000部作製・全戸配布 9,000部作製・全戸配布 9,000部作製・全戸配布

実績 9,000部作製・全戸配布 9,000部作製・全戸配布

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標を達成。
　啓発新聞9,000部作製・全戸配付

R5
（2023）

　目標を達成。
　啓発新聞9,000部作製・全戸配付

今後の
取組み方針等

　人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうため、引き続き、啓発新聞「わがらのまち」を年1回作成し、町内全戸に配布する。
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基本目標Ⅵ

2

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

①人権新聞「じんけん広場」　年２回発行
②人権啓発冊子「新むすびあう心」　年１回発行
③小中学生「人権文集」　年１回発行
④人権講演会の開催及び事業所啓発、街頭啓発
　 人権を考える強調月間（11月11日～12月10日）及び同和運動推進月間（11月1日～11月30日)の期間に実施
⑤人権相談所、行政相談所　それぞれ月２回、年２４回開設
⑥人権に係る相談、支援体制の整備　人権に係る基本計画等で計画している相談、支援体制の整備
⑦串本町人権推進委員会年1回開催

手をとりあい共に歩むまち

人権尊重・男女共同参画社会の形成

事業年度 人権教育・啓発活動の推進

事　業　名 人権啓発・相談事業

所　　　管 住民課

事業の内容

目　的

　町民の人権意識の高揚を図るとともに、相談・支援体制を充実させることで、人権尊重のまちづくりを推進する。

成果目標

　定期的に事業を実施することにより、町民の人権意識の高揚を図るとともに、行政における相談・支援体制を充実させることで、人権尊重のまちづくりを
推進する。
①人権新聞「じんけん広場」の発行　年2回発行。全戸配布。9月1日及び2月1日
②人権啓発冊子「新むすびあう心」の発行　年1回発行。全戸配布。アンケート回収数100通
③小中学生「人権文集」発行　年1回発行。3月の卒業式までに町立小中学校の児童生徒等に配付
④人権講演会　参加者300名。街頭啓発　啓発物資配布1,000個　事業所啓発　啓発事業所100事業所
⑤定例相談所及び巡回相談所　それぞれ月2回、年24回開催
⑥人権に関わる計画における相談、支援体制の整備及び検証6計画(「串本町男女共同参画基本計画」、「串本町子ども・子育て支援事業計画」、
   「串本町学校教育方針」、「串本町地域福祉計画」、「串本町高齢者福祉計画」及び「障害を理由とする差別の解消を推進するための串本町職員
   対応要領」)
⑦串本町人権推進委員会5月に開催し、施策の検証・調査・研究等を行い人権を尊重する町づくりを推進

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,980 1,648 1,638 1,638

国・県 支出金 807 807 797 797

一般財源 1,173 841 841 841

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
①～⑤上記成果目標のとおり
⑥相談・支援体制の整備

①～⑤上記成果目標のとおり
⑥実施状況の把握

①～⑤上記成果目標のとおり
⑥実施状況の把握

①～⑤上記成果目標のとおり
⑥実施状況の把握

実績

当初予定していなかった映画
「破壊」上映会にも取り組み、
目標の通り実施することがで
きた。

目標の通り実施することがで
きた。

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　コロナ禍の中であったが状況を見ながら活動を行った。人権講演会については、11月に予定していましたが、１月に延期して実施すること
ができた。

R5
（2023）

　計画通り実施することができた。併せて串本町パートナーシップ・ファミリーシップの宣誓の証明に関する要綱制定の向けて準備すること
ができた。

今後の
取組み方針等

　差別のない住みやすい町づくりのため、地道に、長期的に取り組む必要がある。
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基本目標Ⅵ

3

» 6 7 »

削除
検討

★

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　１.町税の徴収率の向上
　２.町営住宅使用料の徴収率の向上

手をとりあい共に歩むまち

時代に合った効率的な行政運営

事業年度 健全な財政運営

事　業　名 安定財源確保への取組み事業（町税・使用料等）

所　　　管 税務課

事業の内容

目　的

　一般会計の歳入に占める町税の割合は13％です。自主財源である町税及び使用料の徴収率向上に取り組み、安定財源の確保に努め
ます。

成果目標

　１.町税の徴収率　県平均に向けて取り組む
　　※H30年度県平均96.9％　当町93.7％（▲3.2％）
　２.町営住宅使用料の徴収率　現年度99.5％　滞納分20％
　　※H30年度　現年度99.12％　滞納分13.81％

総
合
戦
略

数値
目標

安定財源確保への取組み事業（町税・使用料等）

町税の徴収率（県平均に向けて取り組む）
（R3(2021) 97.8％、R4(2022) 98.1％、R5(2023) 98.3％、R6(2024) 98.5％、R7(2025) 98.6％）

町営住宅使用料の徴収率
（R3(2021) 62.1％、R4(2022) 64.5％、R5(2023) 66.8％、R6(2024) 68.3％、R7(2025) 70.0％）KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 34,663 25,996 28,866 30,000

国・県 支出金

一般財源 34,663 25,996 28,866 30,000

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
町税　98.1％

町営住宅使用料　64.5％
町税　98.3％

町営住宅使用料　66.8％
町税　98.5％

町営住宅使用料　68.3％
町税　98.6％

町営住宅使用料　70.0％

実績
町税  96.66％

町営住宅使用料  70.44％
町税 96.96％

町営住宅使用料 70.48％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 75% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　１.町税の徴収率　県平均に向けて取り組む
　　※R4年度県平均97.7％　当町96.7％（▲1.0％）
　２.町営住宅使用料の徴収率　現年度99.07％　滞納分15.84％
　　※R3年度　現年度98.99％　滞納分16.10％

R5
（2023）

　町税：県平均97.8％、串本町97.0％

　住宅使用料：現年度97.85％、滞納分11.44％、現滞計70.48％

今後の
取組み方針等

　今後についても、自主財源（町税・町営住宅使用料）の徴収率向上に取り組み、安定財源の確保に努めます。
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基本目標Ⅵ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　和歌山県市町村職員研修協議会による研修への出席促進、町単独研修の実施により人材育成を図る。

手をとりあいともに歩むまち

時代に合った効率的な行政運営

事業年度 人材の育成

事　業　名 職員研修事業

所　　　管 総務課

事業の内容

目　的

　地域の実情に応じた施策を実施するため人材育成を図る。

成果目標

　和歌山県市町村職員研修協議会による研修出席者の割合を全職員の25％以上とする。
　人事評価研修を町単独で実施し、人材育成を図るとともに効率的な事業実施につなげる。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 1,310 743 919 1,470

国・県 支出金

一般財源 1,310 743 919 1,470

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 研修出席者割合　25％ 研修出席者割合　25％ 研修出席者割合　25％ 研修出席者割合　25％

実績 研修出席者割合  22.0％ 研修出席者割合  20.1％

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

75% 50% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　R4年度の研修出席者の割合は、昨年度と比較して1.7%上昇したが、目標値は下回った。人事評価研修を町単独にて開催した。

R5
（2023）

　研修出席者の割合は、昨年度と比較して1.9%、目標値を4.9%下回った。

今後の
取組み方針等

　引き続き、職員の研修への参加を促し、人材育成を図っていく。
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基本目標Ⅵ

3

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　公民館報及び教育委員会ホームページにより、教育委員会の事務事業に関する情報を発信する。

手をとりあい共に歩むまち

時代に合った効率的な行政運営

事業年度 情報公開の推進

事　業　名 透明性の高い行政運営

所　　　管 教育課

事業の内容

目　的

　教育行政に係る情報を積極的に発信することで、町民と情報の共有化を図り、信頼関係のもと協働のまちづくりを進めることを目的とす
る。

成果目標

　公民館報は年6回発行。ホームページは随時確認し、最新の情報提供を行う。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 844 850 850 850

国・県 支出金

一般財源 844 850 850 850

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標 公民館報発行　6回 公民館報発行　6回 公民館報発行　6回 公民館報発行　6回

実績 公民館報発行　6回 公民館報発行　 6回

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

100% 100% % % %

説
　
明

R4
（2022）

　目標を達成。

R5
（2023）

　目標を達成。

今後の
取組み方針等

　公民館報およびホームページにて最新の情報提供を行い透明性を高めていく。
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各課別事業一覧
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 29

2 30

3 37

4 63

5 64

6 99

7 117

8 137

9 138

10 139

広報広聴事業 基本目標Ⅵ-1

まちづくり応援事業 基本目標Ⅵ-1

男女共同参画社会啓発事業 基本目標Ⅵ-2

結婚祝い金事業 基本目標Ⅱ-3

本州四端交流事業 基本目標Ⅲ-4

ロケット推進事業 基本目標Ⅳ-3

ＪＲ利用促進啓発事業 基本目標Ⅰ-4

行政サービスの情報化推進 基本目標Ⅰ-6

であいふれあい事業 基本目標Ⅱ-3

コミュニティバス運行事業 基本目標Ⅰ-4

企画課

合計事業数 10

事　　業　　名 長計の項目

 149



担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 7

2 11

3 12

4 13

5 14

6 15

7 16

8 17

9 24

10 26

11 100

12 145

国際交流事業 基本目標Ⅲ-4

職員研修事業 基本目標Ⅵ-3

一般住宅耐震改修補助事業 基本目標Ⅰ-1

交通安全運動啓発事業 基本目標Ⅰ-2

公営住宅の建替事業及び長寿命化事業 基本目標Ⅰ-3

自主防災組織活動支援事業 基本目標Ⅰ-1

家具転倒防止器具取付事業 基本目標Ⅰ-1

一般住宅耐震診断補助事業 基本目標Ⅰ-1

ブロック塀等撤去改善補助事業 基本目標Ⅰ-1

大規模防災訓練の実施 基本目標Ⅰ-1

防災出前講座事業 基本目標Ⅰ-1

避難路整備事業 基本目標Ⅰ-1

総務課

合計事業数 12

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 8

2 27

3 105

4 106

5 107

6 108

7 109

8 110

9 111

10 小規模利子補給事業 112

11 商工会等団体活動の支援 113

12 大型共同作業所撤去及び改修事業 114

13 起業チャレンジ支援事業 115

14 宿泊施設を中心とした観光産業の立地推進 116

15 南紀熊野ジオパークと連携した観光推進（観光周遊バス） 118

16 古民家活用事業 119

17 道の駅「くしもと橋杭岩」管理事業 120

18 移住交流促進事業 122

19 教育旅行推進事業 123

20 体験型観光客誘致事業 124

21 農業・林業・漁業働き手の確保支援 126

22 132

【済】 163浜の活力再生プラン推進事業 基本目標Ⅳ-1

基本目標Ⅳ-4

基本目標Ⅳ-5

基本目標Ⅳ-5

基本目標Ⅳ-6

観光資源の保護活動 基本目標Ⅴ-2

基本目標Ⅳ-3

森林経営管理事業 基本目標Ⅳ-１

紀州材利用定住促進住宅等建設費補助金事業 基本目標Ⅳ-1

基本目標Ⅳ-2

基本目標Ⅳ-2

基本目標Ⅳ-2

基本目標Ⅳ-2

基本目標Ⅳ-2

基本目標Ⅳ-3/Ⅴ-2

基本目標Ⅳ-3

種苗放流・磯根資源再生事業 基本目標Ⅳ-1

漁港施設の維持管理推進事業 基本目標Ⅳ-1

鳥獣害対策の強化事業 基本目標Ⅳ-1

空き家利活用の推進事業 基本目標Ⅰ-3

遊休農地活用支援事業 基本目標Ⅳ-1

林道維持管理事業 基本目標Ⅳ-1

農村地域防災減災事業 基本目標Ⅰ-1

産業課

合計事業数 22

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 9

2 35

3 36

4 59

5 71

6 83

7 84

8 85

9 86

10 87

11 88

12 89

13 91

14 92

15 93

16 94

17 95

18 96

19 97

20 98

21 101

22 102

23 125

24 131

25 133

26 140

27 141

28 142

29 146透明性の高い行政運営 基本目標Ⅵ-3

保護者学級開設事業 基本目標Ⅵ-2

平和学習推進事業 基本目標Ⅵ-2

人権に関する各種広報紙の発行　啓発新聞「わがらのまち」発行事業 基本目標Ⅵ-2

スポーツ合宿誘致 基本目標Ⅳ-5

熊野参詣道大辺路管理事業 基本目標Ⅴ-2

都市公園・緑地の整備促進事業 基本目標Ⅴ-2

子ども会・青少年育成事業 基本目標Ⅲ-3

町文化財等・文化活性化保存継承事業 基本目標Ⅲ-5

歴史・文化・芸術活動の支援 基本目標Ⅲ-5

総合運動公園等管理事業 基本目標Ⅲ-2

コミュニティスクール推進事業 基本目標Ⅲ-3

読み聞かせ会事業及び読書活動の推進 基本目標Ⅲ-3

成人教育講座開設事業 基本目標Ⅲ-2

生涯教育・スポーツ・趣味活動支援 基本目標Ⅲ-2

町民大運動会事業 基本目標Ⅲ-2

歴史・文化財の保存継承事業 基本目標Ⅲ-1

教職員研修 基本目標Ⅲ-1

文化自主事業公演助成事業 基本目標Ⅲ-2

串本古座高等学校との協力及び連携事業 基本目標Ⅲ-1

小中学生ポップコンクール事業 基本目標Ⅲ-1

中学生ビブリオバトル事業 基本目標Ⅲ-1

学校給食実施事業の維持・拡充 基本目標Ⅱ-4

小中学校統廃合の検討推進事業 基本目標Ⅲ-1

学校給食を通じた食育の推進 基本目標Ⅲ-1

教育施設の老朽化PC・ソフトウェアの更新 基本目標Ⅰ-6

ＩCＴ講習会等知識・能力習得支援事業 基本目標Ⅰ-6

各種高齢者スポーツ大会事業 基本目標Ⅱ-2/Ⅲ-2

（仮称）串本町立くしもと小学校新設事業 基本目標Ⅰ-1

教育課

合計事業数 29

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 44

2 45

3 46

4 47

5 49

6 50

7 51

8 52

9 53

10 54

11 55

12 56

13 57

14 58

15 60

16 61

17 62

18 65

19 67

20 68

21 69

22 70

23 75

24 78

25 90

基本目標Ⅱ-2敬老会事業

基本目標Ⅱ-2緊急通報システム運営事業

老人クラブ助成事業 基本目標Ⅲ-2

不妊不育治療費助成事業 基本目標Ⅱ-4

産前・産後各種教室の支援整備事業 基本目標Ⅱ-4

こんにちは赤ちゃん訪問事業 基本目標Ⅱ-4

出産・子育て応援交付金事業 基本目標Ⅱ-4

乳幼児健康診査事業 基本目標Ⅱ-4

発達相談指導事業 基本目標Ⅱ-4

家庭内育児支援事業 基本目標Ⅱ-4

串本町シルバー人材センター助成事業 基本目標Ⅱ-2

配食サービス事業 基本目標Ⅱ-2

隣保館デイサービス事業 基本目標Ⅱ-2

介護保険事業計画策定事業 基本目標Ⅱ-2

家族介護用品支給事業 基本目標Ⅱ-2

心身障害児（者）福祉年金等支給事業 基本目標Ⅱ-1

串本町社会福祉協議会助成事業 基本目標Ⅱ-1

民生委員児童委員協議会助成事業 基本目標Ⅱ-1

地域生活支援事業 基本目標Ⅱ-1

福祉タクシー事業 基本目標Ⅱ-1

障害者自立支援給付事業 基本目標Ⅱ-1

健康増進事業 基本目標Ⅱ-1

がん検診事業 基本目標Ⅱ-1

予防接種事業 基本目標Ⅱ-1/Ⅱ-4

特定健診事業 基本目標Ⅱ-1

福祉課

合計事業数 25

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 66

2 72

3 73

4 74

5 76

6 77

7 79

子育て支援センター事業 基本目標Ⅱ-4

第２子以降に係る保育料及び副食費助成制度 基本目標Ⅱ-4

児童虐待等による相談業務の充実 基本目標Ⅱ-4

学童保育事業 基本目標Ⅱ-4

一時預かり事業 基本目標Ⅱ-4

病児・病後児保育事業 基本目標Ⅱ-4

出産祝金事業 基本目標Ⅱ-4

こども未来課

合計事業数 7

事　　業　　名 長計の項目

 154



担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 48

2 129

3 130

4 134

5 143

不法投棄防止に係わる事業 基本目標Ⅴ-2

人権啓発・相談事業 基本目標Ⅵ‐2

国民健康保険運営事業 基本目標Ⅱ-1

火葬場新設事業（高台移転） 基本目標Ⅴ‐1

浄化槽設置整備補助事業 基本目標Ⅴ-1

住民課

合計事業数 5

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 10

2 25

3 28

4 31

5 121串本ＩＣ付近地域活性化施設整備事業 基本目標Ⅳ-3

交通安全対策整備事業 基本目標Ⅰ-2

空家等対策事業 基本目標Ⅰ-3

長寿命化修繕事業（橋梁道路構造物） 基本目標Ⅰ-4

地籍調査事業 基本目標Ⅰ-1

建設課

合計事業数 5

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 32

2 33

3 34

水道料金の適正化 基本目標Ⅰ-5

有収率向上による経費の削減 基本目標Ⅰ-5

管路更新整備事業 基本目標Ⅰ-5

水道課

合計事業数 3

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 144安定財源確保への取組み事業（町税・使用料等） 基本目標Ⅵ-3

税務課

合計事業数 1

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 18

2 19

3 20

4 21

5 22

6 23

和歌山県消防救急デジタル無線更新 基本目標Ⅰ-2

消防団活性化事業 基本目標Ⅰ-2

消防水利整備事業 基本目標Ⅰ-2

公共施設（古座消防署）高台移転 基本目標Ⅰ-2

消防指令業務共同運用 基本目標Ⅰ-2

消防施設整備事業 基本目標Ⅰ-2

消防本部

合計事業数 6

事　　業　　名 長計の項目
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担当課

Ｎｏ． 削除検討 頁

1 41

2 42

3 43

修学資金貸付事業 基本目標Ⅱ-1

訪問看護事業（地域包括ケアシステムの構築） 基本目標Ⅱ-1/Ⅱ-2

医療機器等整備事業 基本目標Ⅱ-1

くしもと町立病院

合計事業数 3

事　　業　　名 長計の項目
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実施済事業

  161



  162



基本目標Ⅳ

1

» 6 7 »

削除
検討

【済】

進
捗
状
況

事業の
概　要

　R1年度から5年間、町内14ヵ所において計20,300㎥の築いそ整備を実施する。
・R1　2ヶ所　2,900㎥
・R2　3ヶ所　4,350㎥
・R3　3ヶ所　4,350㎥
・R4　3ヶ所　4,350㎥
・R5　3ヶ所　4,350㎥

いきいきと活力あふれるまち

農林水産業の活性化

事業年度 ブランド化・販売力強化促進

事　業　名 浜の活力再生プラン推進事業

所　　　管 産業課

事業の内容

目　的

　地域の主要水産物であるイセエビの漁獲量を増大させ、漁業者の所得向上を図るため、築いそ（投石）による漁場の造成を行う。

成果目標

　R5年度完成。町内14ヵ所、計20,300㎥。

総
合
戦
略

数値
目標

KPI

事業費概算（単位：千円）

R4（2022） R5（2023） R6（2024） R7（2025）

事業費 ― ―

国・県 支出金

一般財源

進捗状況／今後の取組み方針

事業年度
評価・検証【済】 評価・検証 計　画

R4（2022） R5（2023） R6（2024）

財
源
見
込 その他

R7（2025）

目標
3ヶ所

4,350㎡
3ヶ所

4,350㎡

実績
0ヶ所

0㎡
0ヶ所

0㎡

達成度（％）

 0％・・・・・目標達成に向けた検討を行うことができなかった。
 25％・・・・目標達成に向けた検討は行ったが、具体的な取組みに至らなかった。
 50％・・・・目標達成に向け、一部、具体的な取組みを行った。
 75％・・・・目標達成に向け具体的な取組みを行い、概ね目標を達成したが、諸条件により一部については達成できなかった。
 100％・・・目標通り達成できた。

25% % % % %

説
　
明

R4
（2022）

　工事に係る資材等の急騰によって、当初の計画事業費を大幅に上回ったため実施できなかった。（事業費：計画時の約3倍）

R5
（2023）

今後の
取組み方針等

　R1年度から5年間の計画で事業に取り組んでいるが、R3は財源を確保できず未実施、R4は資材高騰等により実施困難となり国費申請を
取り下げた。R4に申請を取り下げたことで、翌年の申請もできなくなった。現在の資材価格では、金額面をはじめ申請に係る費用便益分析
（B/C）の算定も行えないことから、今後の事業化は困難であると考える。
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